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9.黒褐色土
10.陀褐色土黒色土・ロームプロックを含入する．
11.略褐色土 ロームプロックを多hl1こ含入する．

昭和42年関査時の埋め戻し土．

やや明るさを増す．

ロームプロックを混入する．

A.累色土

B.ローム

c.褐色土 黒色土とロームがとけあった状態．
D. 黒褐色土黒色土とロームがとけあった状態• 黙色みが強い．
E.黄褐色土 Cよりもロームに近い土色、ロームプロックを多く含む．
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序

古代東国の一大中心地でありました上毛野国の群馬県は、多くの古墳が造られまし

た。昭和10年に群馬県が古墳の所在を調査したところ、その数は8,234基にのぽりまし

た。しかし第二次世界大戦後、その多くは農地として開墾され、また諸開発の対象と

なり消滅してしまいました。史跡観音山古墳も当初桑園として開発される予定であり

ましたが、昭和42、43年に関係機関により急逮発掘調査されました。その結果、古墳

の形態の優美さ、出土品の絢爛さが学術的にも、美術的にも全国的な注目を集めた古

墳となりました。

関係機関の努力により古墳は保存されることになり、昭和48年には国史跡となりま

した。史跡指定と同時に古墳は公有地化され、昭和56年には県下初の「史跡公園」と

して開園され、広く県内外の人々に利用されています。また石室出土品は、昭和54年

に国の重要文化財に指定されました。しかし古墳が史跡の指定等をうけたものの、発

掘調査の成果を記録した報告書が諸般の事情により刊行されず、今日にいたりました。

群馬県教育委員会は、観音山古墳の学術上の重要性を鑑み、早期に調査報告書を刊

行すべく計画を立て、当事業団に委託している過年度公共事業の平成 5年度事業に観

音山古墳を入れ、かつ関係者による「上野綿貫観音山古墳発掘調査報告書編集委員会」

を発足させ、平成5年度より 6年計画をもって報告書刊行事業をスタートさせました。

群馬県教育委員会より当事業を受託した当事業団では、関係機関、委員会等の指導

を賜わりながら事業を進めました。膨大な発掘調査資料の内、先ずは昭和42、43年の

発掘調査、昭和51、52年度の史跡整備に伴う発掘調査資料の中から墳丘及び墳丘出土

品資料の報告書刊行に着手し、 5年間の歳月をかけて行いました。この度それが完了

したので、ここに「綿貫観音山古墳発掘調査報告書」の第一分冊「墳丘 ・埴輪編」を

上梓したく存じます。本編には「 3人童女」を始めとするところの学術上貴重な人物、

動物、器財等の埴輪が報告されており、来年度に刊行が予定されている第二分冊の「石

室・遺物編」と共に、古代における東アジアの交流、我が国の古墳時代の研究等に大

いに益するものがあると思います。

関係者の努力により発掘調査後30年余を経て報告書が刊行されましたが、この間報

告書刊行に尽力された文化庁文化財保護部記念物課、同美術工芸課、東京国立文化財

研究所、群馬県教育委員会、群馬県立歴史博物館、明治大学、発掘調査参加者、当事

業団の関係職員等に衷心より感謝申し上げ、かつ本報告書が我が国の古代史解明に大

いに活用される事を願い序とします。

平成10年3月25日

励群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 、、しぎ弘と





例 言

1.本書は綿貫観音山古墳（国史跡指定名称「史跡観音山古墳」）の発掘調査報告書である。

2.編集にあたっては古墳の調査に関する内容の報告に留め史跡整備に関わる修理工事については割愛してあ

る。これについては1981（昭和56)年に 『史跡観音山古墳ー保存修理事業報告書ー』 群馬県教育委員会が

刊行されている。

3.綿貫観音山古墳は、群馬県高崎市綿貫町字観音山1572番他に所在する。

4.本古墳の発掘調査は群馬県教育委員会が実施した。

5.調査期間及び担当者は以下のとおりである。

第 I次調査期間 1967（昭和42)年3月4日～3月17日

調査担当者 梅澤重昭（群馬県立博物館学芸員）

第II次調査期間 1967（昭和42)年7月25日～8月25日

調査担当者 大塚初重（明治大学文学部教授）

梅澤重昭（社会教育課主事補）

外山和夫（群馬県立博物館学芸員）

第III次調査期間 1967（昭和42)年11月20日～12月6日

調査担当者 第II次調査に同じ

史跡調査期間 1976（昭和51)年4月1日～1979（昭和54)年3月31日

整備調査担当者 大塚初重（明治大学教授） （1976年度）

梅澤重昭（群馬県総務部管財課係長） （1976年度）

桜場一寿（文化財保護課保護主事） （1976~79年度）

大江正行（文化財保護課保護主事） （1976年度）

調査員 神保侑史（群馬県立吉井高校教諭）

清水久男（明治大学大学院生）

6.本書の作成のための整理作業は、第III次調査終了後の1969（昭和44)年2月19日～2月28日に遺物整理作

業が実施された。また、 1978（昭和53)年6月20日～1979（昭和54)年9月26日には埴輪の復元作業が実

施された。この二度の作業を経て、群馬県埋蔵文化財調査事業団は群馬県教育委員会より委託を受け、

1993（平成 5)年4月1日～1998（平成10)年3月31日まで整理作業を実施した。なお、 1993（平成5)

年度には群馬県立歴史博物館において埴輪の復元作業が実施されている。

7.本書の作成は、綿貫観音山古墳報告書刊行編集委員会の指導・助言のもと実施された。委員の構成は下記

のとおりである。

1995（平成 7)年度編集委員会

委員長大塚初重（明治大学教授） 副委員長梅澤重昭（群馬大学教授）

委員 小林三郎（明治大学教授） 青木繁夫（東京国立文化財研究所）

外山和夫（群馬県立文書館）桜場一寿（桐生女子高教諭）

高野貫行、赤山容造、平野進一、唐澤至朗（群馬県立歴史博物館）

中村英一、原田恒弘、神保侑史、小渕 淳、佐藤明人、徳江秀夫（事業団）



荒畑大治、巾 隆之、津金澤吉茂、水田 稔、斉藤和之（文化財保護課）

1996（平成 8)年度編集委員会

委員長大塚初重（明治大学教授） 副委員長梅澤重昭（群馬大学教授）

委員 小林三郎（明治大学教授） 青木繁夫（東京国立文化財研究所）

外山和夫（群馬県立文書館）桜場一寿（桐生女子高教諭）

高野貫行、高橋久雄、岡部 央、唐澤至朗（群馬県立歴史博物館）

菅野清、原田恒弘、神保侑史、小渕淳、平野進一、佐藤明人、徳江秀夫（事業団）

土田明、巾隆之、津金澤吉茂、水田稔、斉藤和之（文化財保護課）

1997（平成 9)年度編集委員会

委員長 大塚初重（明治大学名誉教授） 副委員長梅澤重昭（群馬大学教授）

委員小林三郎（明治大学教授） 青木繁夫（東京国立文化財研究所）

外山和夫（群馬県立高崎青年の家） 桜場一寿（桐生女子高教諭）

荒畑大治、高橋久雄、岡部 央、唐澤至朗（群馬県立歴史博物館）

菅野清、原田恒弘、神保侑史、小渕 淳、平野進一、佐藤明人、徳江秀夫（事業団）

土田 明 ・巾 隆之 ・ 津金澤吉茂 • 水田 稔 ・斉藤和之（文化財保護課）

8.本書作成時の事業団組織及び担当者は以下のとおりである。

管理 ・指導中村英一、菅野清／近藤功、原田恒弘／赤山容造／佐藤勉、蜂巣実、渡辺健／

神保侑史／斉藤俊一、小渕 淳、巾隆之、佐藤明人

事務担当 国定均、笠原秀樹、井上剛／須田朋子、吉田有光、柳岡良宏、船津茂、高橋定義、

宮崎忠司、岡嶋伸昌

監 修大塚初重、梅澤重昭

編 集徳江秀夫

文章執筆梅澤重昭（群馬大学教授）第 1章 1~4、第 2章、第 6章 1(2)・2(5X6l• 3 

桜場一寿（群馬県立桐生女子高教諭）第 1章 5、第 3章 2、第 6章 1(1) 

朽津信明（東京国立文化財研究所） 第5章1

藤根久 ・古橋美智子（パレオ ・ラボ）第 5章2

徳江秀夫第 3章 1 • 2 (2)~(4)、第 4章、第6章2(1)~(4) 

図版作成 福島恵理子（事業団嘱託員）桑原恵美子、尾田正子、須田育美、八峠美津子、萩原光枝、

矢島三枝子、伊東悦子、池田美喜子、長岡美和子、高梨房江、高橋優子、下境マサエ、田

中暁美、高橋桂子、田子弘子、長沼久美子、伊藤淳子、岩淵節子、六本木弘子、戸神晴美、

佐子昭子、光安文子、千代谷和子、立川千栄子、南雲富子、木原幸子

（事業団整理補助員）

遺物写真佐藤元彦（群馬県埋蔵文化財調査事業団係長代理）

遺物の 関邦ー（群馬県埋蔵文化財調査事業団主任）

科学的処理 土橋まり子（事業団嘱託員）小材浩一、小沼恵子、萩原妙子（事業団整理補助員）

受託業者昧シン技術コンサル、昧測研、昧パレオ ・ラボ

9.記録類及び出土遺物は群馬県立歴史博物館に保管してある。

10.本書の作成にあたり、下記の諸氏、諸機関から御助言、御協力を得た。御名前を記して感謝の意を表しま



す。 (50音順、敬称略）

青柳泰介、大谷猛小田富士雄、志村哲、高野貫行、土生田純之、山口 充、高崎市教育委員会、群

馬県立歴史博物館

11.調査、その後の整理作業にあたっては、明治大学考古学研究室をはじめとした諸大学関係者ならびに地元

住民の方々には作業に従事していただくとともに多くの便宜を図っていただいた。厚く御礼申し上げます。

調査参加者は下記の通りである。 (50音順、敬称略）

第 I次調査

池田正男、大谷 猛、大山晃平、小野田哲憲、桜場一寿、重南和子、杉山彰梧、中沢貞治、長野隆子、那

倉栄子、藤瀬禎博、藤田富士夫、増田修、水田 稔、八木勝行、矢島俊雄

第II次調査

小林三郎、池田正男、伊藤晋祐、大江正行、大河原英秋、大島納美子、大谷 猛、笠井康夫、清藤一順、

小島暁子、小島かの子、桜場一寿、佐藤明人、杉山彰梧、関口 完、辻林浩、外山政子、長谷部達雄、

原田道雄、渕上善庸、水田 稔、山口 充、山田美津子、和田京子

第III次調査

天野静江、綾 芳子、池田正男、石崎道子、稲葉由理、岩波康次、上田秀夫、江口千恵子、大島納美子、

大谷猛、笠井泰夫、菊池泰志、小松聡江、坂本厚子、桜場一寿、佐藤明人、佐藤玲子、篠永 定、島巡

賢二、土屋ひろみ、中丸一郎、中村和子、中村史子、長野隆子、早川長子、松本喜久夫、水田 稔、山口

充、李光江

1969年資料整理

池田正男、大島納美子、大谷猛、小島かの子、桜場一寿、佐藤明人、中村史子、山口 充

1970年資料整理

大塚初重、小林三郎、岩波康次、大谷 猛、金子員土、小島かの子、桜場一寿、佐藤明人、中村史子、原

田道雄、平野進一、山口 充、綿貫文子

1978年埴輪復元作業

飯田美穂、浦 敏昭、大河原富子、小関由紀、小野田宏美、金子容子、栗原健一、小池岳明、小池みち子、

小山ゆかり、鈴木洋子、都木理恵、鳥越紀美子、中江英明、福津ますみ、桃井里美、山梶典子

凡 例

1.遺構図は、 『史跡観音山古墳ー保存修理事業報告書ー』で掲載した図面を多数再録している。

2.遺構・遺物の挿図の縮尺は各図中に表示した。他と異なるものについては随時縮尺を付した。

3.遺物は通番を付して呼称した。この番号は実測図、遺物観察表、写真図版の番号と共通する。

4.第4図は 『群馬県史」通史編 1付図と 「上栗須寺前遺跡 IJを参考に作図した。

第5図は国土地理院発行の25,000分の 1の地形図を使用している。

第6図は津金澤吉茂・飯島義雄・大久保美加「群馬県高崎市岩鼻町『群馬の森』を中心とする地域の歴史

について」『群馬県立歴史博物館紀要』 2の図を一部修正して使用している。
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4.第I~III次調査出土遺物の整理・調査・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 6
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29-4. II次．前方部西北隅中段馬形埴輪（1733)出土状態

P L30-l.史跡． 1トレンチ鞍部墳頂部（南方から）

30-2. II次．前方部墳頂部家形埴輪（1156)出土状態（南方

から）

30-3. II次．前方部墳頂部家形埴輪(1156)出土状態（南西

方から）

30-4.史跡．5トレンチ埴輪出土状態（西方から）

PL31-l.史跡． 25トレンチ全景（南方から）

31-2.史跡． 1トレンチ北側全景（南方から）

31-3.史跡． 32トレンチ全景（南西方から）

31-4.史跡． 29トレンチ全景（南方から）

31-5.史跡． 24トレンチ全景（南方から）

31-6. lII次． Iトレンチ（南西方から）

31-7.史跡．26トレンチ全景（南西方から）

P L32-l.史跡．27トレンチ全景（北方から）

32-2.史跡． 28トレンチ全景（西方から）

32-3.史跡．23トレンチ全景（北西方から）

32-4. III次． Vilトレンチ土層堆積状況（北西方から）

32-5. III次． Xトレンチ土層堆積状況（南西方から）

32-6. lII次． Iトレンチ土層堆積状況（南西方から）

32-7. III次． XIIトレンチ全景（西方から）

P L33-l.史跡． 5トレンチ東側全景（東方から）

33-2. III次．IIトレンチ土層堆積状況（南西方から）

33-3. III次． IIIトレンチ全景（南東方から）

33-4.史跡． 2トレンチ全景（東方から）

33-5.史跡． 21トレンチ全景（西方から）

33-6.史跡．21トレンチ全景（西方から）

33-7.史跡． 33トレンチ全景（西方から）

33-8. Ill次．刈lトレンチ全景（南東方から）

PL34-l.史跡． 7トレンチ全景（南東方から）

34-2.史跡． 31トレンチ土師器 (2206)出土状態（東方から）

34-3. Ill次．第XIトレンチ全景（南東から）

34-4.史跡． 20トレンチ全景（南方から）

34-5.史跡． 1トレンチ全景（南方から）

34-6.史跡． 20• 1 • 10トレンチ（左側から）全景（後円部

頂部から）

P L35-1.史跡． 30トレンチ全景（東方から）

35-2.史跡．6トレンチ全景（南西方から）

35-3. III次． Vトレンチ全景（南西方から）

35-4.史跡． 19トレンチ全景（北方から）

35-5.史跡．2トレンチ全景（西方から）

35-6. Ill次． VIトレンチ全景（南西方から）

35-7. Ill次． Vlllトレンチ全景（南西方から）

35-8. Ill次． IVトレンチ全景（南西方から）

P L36-1.史跡． 3トレンチ西側（西方から）

36-2.史跡．拡張5区全景（北方から）

P L37-1.史跡．拡張1区風倒木痕全景（西方から）

37-2.史跡．風倒木痕内部埴輪出土状態（北方から）

37-3.史跡．風倒木痕内部埴輪出土状態（東方から）

37-4.史跡．風倒木痕内部埴輪出土状態（南東方から）

37-5.史跡．風倒木痕内部埴輪出土状態（西方から）

37-6.史跡．風倒木痕内部埴輪出土状態（東方から）

37-7.史跡．風倒木痕内部埴輪出土状態（東方から）

P L38-l.史跡．墓拡 1-1埋没状況（西方から）

38-2.史跡．墓拡 l-1全景（西方から）

38-3.史跡．墓拡 l-2全景（西方から）

P L39-l.史跡．墓拡4全景（東方から）

39-2.史跡．墓拡4全景（北方から）

39-3.史跡．墓拡4遺物出土状態（北方から）

P L40-l.史跡． 10トレンチ建物遺構（北方から）

40-2.史跡． 7トレンチ井戸（北東方から）

40-3. III次．前方部北東隅石敷出土状態

40-4. III次．前方部北東隅板碑 (2268)出土状態

40-5.史跡．拡張3区ピット全景（西方から）

40-6.史跡．拡張3区ピット全景（西方から）



PL41-l. III次． ＜びれ部西側C-4 •5 区の調査風景

41-2. II次．前方部西側中段トレンチの調査風景

41-3. III次． C-4区の調査風景

P L42 円筒埴輪

P L43 円筒埴輪

P L44 円筒埴輪

P L45 円筒埴輪

P L46 円筒埴輪

P L47 円筒埴輪

P L48 円筒埴輪

P L49 円筒埴輪（前方部中央（前面）・東北隅出土）

P L50 円筒埴輪（前方部東北隅出土）

P L51 円筒埴輪（前方部東側出土）

P L52 円筒埴輪（前方部東側．＜びれ部東側出土）

P L53 円筒埴輪（＜びれ部東側出土）

P L54 円筒埴輪（＜びれ部東側出土）

P L55 円筒埴輪（＜びれ部東側 ・後円部南側（後方）出土）

P L56 円筒埴輪（後円部南側（後方）出土）

P L57 円筒埴輪（後円部東側出土）

P L58 円筒埴輪（後円部西側出土）

P L59 円筒埴輪（＜びれ部西側出土）

P L60 円筒埴輪（＜びれ部西側出土）

P L61 円筒埴輪（＜びれ部西側出土）

P L62 円筒埴輪（＜びれ部西側出土）

P L63 円筒埴輪（前方部北西隅出土）

P L64 円筒埴輪（前方部西側出土）

P L65 円筒埴輪（前方部西側 ・鞍墳部頂部出土）

P L66 円筒埴輪（前方部項頂部出土）

P L67 円筒埴輪（後円部墳頂部～上段出土）

P L68 円筒埴輪（後円部墳頂部～上段 ・周堀出土）

P L69 円筒埴輪の製作技法（口縁部の形状）

p L70 円筒埴輪の製作技法（口縁部・突帯の形状）
PL 71 円筒埴輪の製作技法（透孔の形状・基底部の特徴・補修痕）

PL72 円筒埴輪の製作技法（ハケメの特徴）

p L73 円筒埴輪の製作技法（ヘラ描き）
p L74 形象・家形埴輪 (1156)
P L75 形象 ・家形埴輪 (1156)

PL 76 形象 ・家形埴輪（1156)

PL 77 形象 ・家形埴輪（前方部各所出土）

PL78 形象 ・家形埴輪（1188• 1189) 
p L79 形象・家形埴輪（後円部墳頂部 ・上段出土）
PL80 形象 ・家形埴輪（後円部墳頂部 ・上段出土）

P L81 形象 ・家形埴輪（後円部墳頂部 ・上段出土）

P L82 形象 ・家形埴輪（後円部墳頂部 ・上段出土）

P L83 形象 ・盾形埴輪 (1295)

P L84 形象 ・盾形埴輪(1290~1294)

P L85 形象 ・盾形埴輪（1289)

P L86 形象・盾形埴輪（前方部～くびれ部出土）

P L87 形象 ・盾形埴輪（＜びれ部～後円部出土）

P L88 形象 ・靭形 ・大刀形埴輪

P L89 形象・帽子形埴輪 (1387• 1393) 
P L90 形象・器財埴輪

P L91 形象 ・人物埴輪盾持ち人 (1711)

P L92 形象 ・人物埴輪盾持ち人(1710)

P L93 形象・人物埴輪盾持ち人(1713)

P L94 形象 ・人物埴輪盾持ち人

P L95 形象・人物埴輪盾持ち人(1712• 1714) 
P L96 形象 ・人物埴輪 (1419~1427• 1434) 
P L97 形象 ・人物埴輪 (1437他）

P L98 形象 ・人物埴輪(1449)

P L99 形象・人物埴輪(1449)

P LlOO 形象 ・人物埴輪 (1449)

P LlOl 形象 ・人物埴輪（1450)

P L102 形象・人物埴輪(1450)

P L103 形象 ・人物埴輪 (1450他）

P L104 形象・人物埴輪（1458)

P L105 形象・人物埴輪（1458)

P L106 形象・人物埴輪（1458)

P Ll07 形象 ・人物埴輪(1458)

P L108 形象・人物埴輪 (1458)

P L109 形象 ・人物埴輪(1458)

PLllO 形象 ・人物埴輪（1459)

P Llll 形象 ・人物埴輪 (1459)

PL112 形象・人物埴輪(1463)

P L113 形象 ・人物埴輪 (1463)

P L114 形象・人物埴輪 (1463)

P L115 形象 ・人物埴輪（1473他）

P Lll6 形象 ・人物埴輪 (1474)

P L117 形象・人物埴輪（1474)

P L118 形象 ・人物埴輪（＜びれ部西側出土）

P L119 形象 ・人物埴輪（1462他）

P L120 形象・人物埴輪 (1515)

P L121 形象 ・人物埴輪 (1515)

P Ll22 形象・人物埴輪（1515)

P L123 形象 ・人物埴輪 (1531他）

P L124 形象 ・人物埴輪 (1530• 1533) 
P L125 形象 ・人物埴輪（後円部西側出土）

P Ll26 形象 ・人物埴輪（＜びれ部西側出土）

P L127 形象・人物埴輪（＜びれ部西側•前方部西側出土）

P L128 形象 ・人物埴輪 (1643)

P L129 形象・人物埴輪（前方部西側・中央（前面） •西北隅出土）

P L130 形象 ・人物埴輪（1678他）

P L131 形象・人物埴輪（2107他）

P L132 形象 ・馬形埴輪 (1733)

P L133 形象 ・馬形埴輪 (1733)

P L134 形象・馬形埴輪(1733)

P Ll35 形象 ・馬形埴輪（1745)

P L136 形象 ・馬形埴輪（1745)

P L137 形象 ・馬形埴輪 (1745)

P L138 形象 ・馬形埴輪（1757)

P L139 形象・馬形埴輪(1762他）

P L140 形象 ・馬形埴輪（前方部西北隅 ・東北隅 ・東側出土）

P L141 形象・馬形埴輪（前方部西側 ・北西隅 ・北側出土）

P L142 形象 ・馬形埴輪（前方部中央（前面）出土）

P L143 形象・馬形埴輪（前方部東北隅・東側・くびれ部東側出土）

P L144 形象・馬形 ・鳥形埴輪

P L145 形象 ・基台部

P L146 形象・基台部

P L147 形象 ・器種不明

P Ll48 形象 ・器種不明

P L149 形象 ・器種不明

P L150 形象 ・器種不明

P L151 須恵器

P L152 須恵器

P L153 須恵器

P L154 須恵器

P L155 須恵器 ・土師器

P L156 軟質土器 ・陶磁器 ・縄文土器

P L157 石造物
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1.調査に至るまでの経緯

第 1章経 過

1.調査に至るまでの経緯

綿貫観音山古墳は、高崎市綿貫町に所在する全長

97.5mの墳丘をもつ前方後円墳である。烏川に合流

する井野川の合流点から約2.0km遡った右岸の河崖

縁寄りの地に占地している。この観音山古墳の発掘

調査が行なわれた1968（昭和43)年頃までは、付近

は現在のように住宅地や工業団地などの開発も及ん

ではおらず、純農村地帯の景観を保っていて、水田

と桑畑が広がる平野に篠藪が生い茂る雑木林に覆わ

れた墳丘を良く残していた。

1962~1965（昭和37~40)年にかけて、群馬県立

博物館（現県立歴史博物館の前身）は、観音山古墳

のある綿貫町に分布する古墳の一つ不動山古墳の発

掘調査を群南村 (1965（昭和40)年9月に高崎市に

合併）の協力を得て実施している。この調査は、土

砂採取のため破壊、削平された前方部の調査を主目

的とし、埴輪円筒列と造り出し施設の調査を行って

いるが、あわせて、井野川下流域に分布する古墳の

測量調査を悉皆的に実施している。この調査の期間

中の1964（昭和39)年から1965（昭和40)年にかけ

て、観音山古墳の墳丘を覆う雑木林が地元農家に

よって伐採されたので、その機会をとらえて、 1965

（昭和40)年3月に墳丘測量調査を実施し、 200分の

l縮尺の墳丘実測図を作成した。ところで、この観

音山古墳墳丘部の雑木林の伐採は、当時、岩鼻農業

協同組合に加盟する農家が設置することになった稚

蚕共同飼育場の稚蚕飼育用桑園を観音山古墳を開墾

して造成しようという目的のためであった。そして、

この造成計画は、文化財保護行政サイドとの調整を

考慮されることなく、関係農家の要望の趣くまま進

められていたことから、県立博物館の調査が、期せ

ずして関係開発サイドと文化財保護行政サイドとの

最初の接点となるとともに、後の観音山古墳発掘調

査の下地をつくることとなった。

かくして、観音山古墳の地元農家による‘‘稚蚕飼

育用桑園造成計画”は、文化財保護行政の緊急案件

として対策が迫られることとなり、群馬県教育委員

会と高崎市教育委員会は、地元農家を中心とする事

業者に対する当該事業の工事中止を指示するととも

に、事業計画の変更を要請した。以降、発掘調査に

いたる1968（昭和43)年3月まで、関係各方面との

協議、調整が繰り返し行なわれ、観音山古墳の保存

に向けて対策が模索された。しかし、当時の文化財

保護行政をめぐる社会的環境は、開発諸事業が各地

で進展する高度経済成長期にあり、わが国の産業構

造はいちぢるしい変貌を遂げており、農業問題を取

り上げてみれば、農家の農業経営の改善が迫られて

いたから、地域社会においてもきわめてきびしい状

況を呈していた。観音山古墳の保存に対する地元関

係農家の総意は、当面する稚蚕共同飼育用桑園を確

保するためには、観音山古墳に桑園を造成すること

は止むなしという立場であり、保存にたいして否定

的であった。

1965（昭和40)年の春、稚蚕共同飼育用桑園の確

保を迫られていた地元関係農家は、桑園造成のため

に墳丘部にブルトザーを入れて、開墾に着手しよう

としたが、群馬県教育委員会、高崎市教育委員会の

要請に従って中止している。再び、 1967（昭和42)

年の春、今度は薬剤散布による篠薮の枯滅化を進め

るとともに、桑苗の植付けを試みている。その意図

するところは、墳丘を現状の状態で桑園化するとい

うところにあったようである。ここにおいて、墳丘

各所に散見される埴輪破片から、その樹立、配置が

確実視される埴輪類と主体部の位置、構造を確認し、

遺構の現状を保存するために必要な調査を実施する

ことが‘'桑園造成計画”に対応する手段として避け

られないものとなった。

群馬県教育委員会と高崎市教育委員会および、地

元関係農家は、協議を重ねるなかで、観音山古墳の

ー
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調査を実施し、その結果を踏えて‘‘桑園造成事業”

の見直しを検討するとともに、古墳の保存計画を策

定するということで調整がはかられた。 1967（昭和

42)年12月19日、群馬県教育委員会、高崎市教育委

員会および、地元関係農家の代表者は、高崎市役所

群南支所において、観音山古墳発掘調査の実施計画

を協議した。

ここに、観音山古墳の発掘調査は、群馬県教育委

員会と高崎市教育委員会が発掘主体者となり、調査

の実務を群馬県立博物館が担当して、 1968（昭和43)

年3月4日から 3月17日までの14日間を当てて実施

することが決定した。そして、この調査事業につい

ては、群馬県教育委員会が1967（昭和42)年度文化

財保護費から国庫補助事業として事業費30万円を計

上し、実施すること、調査期間中の調査員の宿所を

高崎市群南支所に設けることが了解された。

2. 1967（昭和42)年度調査

ー第 I次調査の経過

第 I次調査は、群馬県教育委員会、高崎市教育委

員会、地元関係農家の三者協議決定方針にもとづい

て、 1968（昭和43)年3月4日から 3月17日までの

14日間を当てて実施された。発掘担当者、現場作業

の責任者には、群馬県立博物館学芸員梅澤重昭があ

たり、発掘調査員として、明治大学考古学研究室か

ら派遣された学生13名および、県内出身の考古学専

攻学生3名をもって構成する調査団を組織した。期

間中の調査団員の宿所を高崎市役所群南支所に設け

て実施した。組織および、関係者については、例言

を参照されたい。

調査は、すでに作成してある墳丘実測図(200分の

1)に基づいて、墳丘の原形、および、埴輪類配置

の状況を明らかにすることを第一の目的とし、主体

部施設の種類とその位置確認を第二の目的として、

作業に着手した。しかるに、主体部横穴式石室が確

認されるに及んで、その保護対策を進める必要から

主体部石室を開口し、石室内部の調査にあたった。

しかしながら、石室内部は未発掘の状態を保っては

2. 1967（昭和42)年度調査

いたものの玄室右壁中央部を中心に崩壊、天井石も

玄室を覆う 3石のうち中央位の第2石が左側壁を支

えるかたちで落下していたことから、玄室左側壁寄

りから奥壁左半部分の露出床面に散在する遺物類の

調査を進め、取り上げを行ったが、調査期間および、

調査費の制約から全体にわたる調査を次年度事業と

して計画することとして、終了している。

3. 1968（昭和43)年度調査

ー第 II 次 • 第 III次調査の経過

1967（昭和42)年度事業として実施した第 1次調

査は、後円部西側中段部分の埴輪列と主体部横穴式

石室内の一部に止まったが、古墳の保存状態は、後

円部後方部の削平個所（桑園）と石室右壁部の崩壊

があるものの、古墳は盗掘等の被害を受けておらず、

きわめて良好に保たれていたことが明らかとなっ

た。ここに、調査を完結させ、遺構 ・遺物の保全を

図るとともに史跡指定、史跡整備に向けて、保存計

画を策定するために、古墳全体の調査を実施するべ

く、群馬県教育委員会は、 1968（昭和43)年度文化

財保護事業に観音山古墳緊急発掘調査事業を補正計

上することとなった。

1968（昭和43)年度、この年に群馬県教育委員会

は、社会教育課の文化視聴覚係で対処して来た文化

財保護行政を分掌する係を独立させ、文化財保護係

を発足させている。観音山古墳発掘調査事業は、文

化財保護係が最初に取り組むことになった新規事業

となったわけで、 4月から調査計画を検討し、緊急

調査の立案等事務的な作業に入った。文化庁との協

議を進め、国庫補助事業（文化財保存修理事業）と

して決定し、 180万円の事業費が補正予算で措置（九

月補正）されることとなった。これにより、1968（昭和

43)年度発掘調査は、主体部横穴式石室の全体調査、

墳丘頂部および、中段平坦面に配置されている埴輪

類の配列状態の解明、周堀囲続状態及兆域範囲の確

認を目的として実施することとし、その調査実施の

時期を、主体部横穴式石室と前方部位の墳丘、埴輪

類調査を夏期に、後円部西側中段平坦面に配列する
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埴輪人物群からくびれ部方向に配列が想定される埴

輪の調査と、墳丘裾部、周堀部および、兆域範囲確

定のためのトレンチ掘竪による調査を、水田の水が

涸れる秋期に実施する。さらに、出土遺物類の整理

調査を県立博物館で年を越した1969（昭和44)年2

月期に実施することとなった。

1968（昭和43)年度調査の実施にあたっては、そ

の調査体制を組織するにあたって、明治大学考古学

研究室の全面的な協力をいただいている。発掘担当

者に同研究室大塚初重教授を迎え、県立博物館学芸

員外山和夫が加わり、この年度から社会教育課文化

財保護係へ転出した梅澤重昭と 3名で担当すること

とし、他に明治大学考古学陳列館職員小林三郎氏の

協力を仰ぐとともに、発掘調査員に明治大学文学部

史学地理学科考古学専攻生22名（例言参照）の参加

を得て調査団が組織された。なお、 1968（昭和43)

年度の第次 I次調査に参加した県内学生も任意参加

した。

6月～7月上旬、大塚・梅沢両担当者は、調査実

施方針、期間等について協議し、夏期の調査を 7月

25日から 8月16日の23日間とすること、調査団の調

査期間中の宿舎を地元綿貫町普賢寺総代の諸氏の全

面的な協力をいただいている同寺とすることとし

た。今はその多くの方が物故されている普賢寺総代

諸氏の協力が、 1967（昭和42)年度調査事業以降、

史跡指定および、史跡指定地の公有地化、保存整備

事業にいたる観音山古墳文化財保存修理事業の遂行

に大きく貢献されたことをここに明記しておく。同

時に、主体部横穴式石室部の調査にあたっては、崩

壊している天井石を取り除く工事が不可欠であり、

その工事については高崎市、信澤工業株式会社に発

注することを決定した。

(1) 第II次調査 1968（昭和43)年度 1期調査

1968（昭和43)年度夏期の調査を、観音山古墳発

掘調査の回次に照らして第II次調査とする。

第II次調査は、当初計画では 7月25日（木曜）か

ら8月16日（金曜）の23日間（実勤日数20日）とし

3. 1968（昭和43)年度調査

たが、梅雨明けが遅れ、天候不順が続いたこと、石

室天井石の撤去工事が難行したことにより、大幅に

延期し、 8月25日まで、 32日間にわたって実施した。

この調査期間中の 8月19日には、三笠宮殿下の発掘

現場のご見学を賜っている。

(2) 第Ill次調査 1968（昭和43年度2期調査）

墳丘および、周堀部の調査は、 1968（昭和43)年

11月20日から12月6日まで16日間をあてて実施し

た。墳丘部分の調査は、墳丘裾部位置の確認と、墳

丘傾斜面の確認および、墳丘中段平坦面に配列され

ている埴輪類の検出を目的とした。周堀部の調査は、

その範囲と形状を把握することを主目的としたが、

また、古墳兆域の広がりを明らかにすることをも兼

ねた。

第III次調査も、第II次調査次の調査体制をもって

構成したが、調査員には明治大学文学部史学地理学

科考古学専攻の学生30名（例言参照）が参加し、期

間中の宿舎も普賢寺に設営した。

埴輪類の調査は、第 1次調査 ・第II次調査時にお

いて、後円部墳頂部で、家 ・鶏 ・盾等が確認されて

おり、前方部墳頂部からも家が確認され、調査を終

えていることから、第 I次調査で配列状態が明らか

になった後円部西側部中段平坦部のCトレンチ内で

検出された人物群からくびれ部方向に向けて配列が

想定される人物群の検出と、前方部東北隅部中段平

坦部を中心とする人物群 ・飾馬群の検出を主目的と

した。その結果、墳丘中段平坦部に配置された埴輪

類は、後円部西側から前方部西北隅部にかけて、ほ

ぽ全域を調査の対象とすることが出来、前方部前面

中段平坦部の埴輪類は、両隅部の発掘区を拡大して

進めることとした。他の部位については、墳丘斜面

は墳丘裾部位置の確認をも兼ねて垂直方向に設定し

たトレンチ内での検出に努めた。第III次調査で新た

に設定し、調査を行った個所は、後円部西側部から

くびれ部にかけての発掘区（鞍部）、前方部東北隅部

中段平坦部の発掘区（前方部北東中段トレンチ）前

方部頂部とくびれ部から墳丘東側部に設定したトレ
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ンチ（前方部東側トレンチおよび、くびれ部東側卜

レンチ）である。

一方、周堀部調査は、墳丘裾部の内側堀肩の位置

と外縁堀肩の位置を検出して、実測図上でその規

模 ・形態を復元すること、および、周堀の種類（空

堀か湛水堀か）を確認するための周堀内堆積土層の

検出をトレンチ発掘で進めた。基本的には墳丘主軸

線の延長線上の前方部前面 (Iトレンチ）と後円部

後方(VIトレンチ）、後円部中心位から主軸線に直角

に交わる線上の墳丘東側方向 (IIIトレンチ）と同西

側方向(IVトレンチ）、墳丘東側くびれ部から直角に

延びる方向（IIトレンチ）、前方部中心位に直交する

西側方向(VIIIトレンチ）、後円部中心から西側斜め方

向 (Vトレンチ）、前方部東側東北隅外縁部位 (VIIト

レンチ）の発掘区を設定、周堀外縁部堀肩部を中心

に発掘作業を作った。周堀内堆積層の検証は、 IIト

レンチにおいて実施した。その結果、前方部前面(I

トレンチ）と後円部中心に直角に交わる線上 (IIIト

レンチ ・IVトレンチ）の発掘区で、中堤 ・外堀部の

存在を確認することが出来た。

4.第 I～III次調査出土遺物の整理 ・調査

観音山古墳の発掘調査において発見された遺物類

は、各次の調査が終了した時点で群馬県立博物館（富

岡市ーノ宮）に搬入、保管された。そして、遺物発

見届の提出は1967（昭和42)年度 ・1968（昭和43)

年度とも各発掘調査終了後に手続きが進められた。

これら出土遺物類の整理 ・調査は、資料の量が厖

大であること、特に石室内出土遺物類のうち錆化 ・

腐蝕の激しい鉄製品を中心とする金属製遺物類の保

存科学措置などに対処するため、 1968（昭和43)年

度調査の一環として実施した整理・調査のあと、数

年次にわたって調査 ・保存修理事業が継続して進め

られた。なお、遺物類の整理 ・修復作業は1975（昭

和50)年以降、 1979（昭和54)年10月に開館した群

馬県立歴史博物館の展示資料に供用する目的で進め

られた。以下、埴輪類を中心にその経過を概記する

6 

こととする。

(1) 石室内出土遺物類の整理・調査

調査にあたっては、 1968（昭和43)度発掘調査の

体制、組織を継続するかたちで、発掘担当者のもと、

明治大学考古学陳列館小林三郎氏、明治大学文学部

史学地理学科考古学専攻学生（例言参照）の参加を

得て、県立博物館において実施した。なお、同調査

期間中の宿舎は、群馬県立社会教育館（富岡市ーノ

宮）に設営された。

調査は当初、石室内発見全遺物を対象とし、遺物

類付着の土砂等の清掃、実測図作成写真撮影を目的

として計画したが、実測図作成は、土器類を除いて、

金属製品の銅製水瓶、武器 ・武具類、装身具類、馬

具類を対象に進めた結果、桂甲小札を除く、全遺物

の実大実測区の作成を完了した。写真撮影は、土器

類を含み、ほぽ全遺物について完了した。

(2) 埴輪類・土器類の整理・調整

埴輪類の整理については、 1968（昭和43)年度の

遺物整理 ・調査の対象から除外し、群馬県立博物館

の事業の一環に組み入れて実施することとした。水

洗、注記、接合作業は、石室内出土遺物の整理 ・調

査を終了した後、 1969（昭和44)年3月頃から適時

実施した。作業を進めるにあたっては、考古学を専

攻する学生を臨時雇用したが、その中心となったの

は平野進一、山口充の 2氏であった。 1970（昭和45)

年度において埴輪類の水洗・注記等は大半を完了し、

一部の接合・復元作業も進められた。同時に、石室

内出土遺物のうち整理 ・調査が未着手で残されてい

た須恵器類を主とする土器類の接合 ・復元が進めら

れ、実測図も作成された。これらの一連の作業が進

められるなかで、1969（昭和44)年12月25日～12月

30日の 6日間は集中的に学生7名を臨時雇用して作

業の進展をはかった。

(3) 石室内出土遺物類の保存科学調査

石室内出土遺物類のうち、土器類を除く金属製品

の多くは、錆化 ・腐蝕が進行しており、また、残存



木材なども腐蝕 ．壊失の危険に直面していることか

ら、その保存措置は緊要であった。当時、保存科学

分野での金属製品 ・腐蝕木材等の保存技術は模索試

行の段階にあったが、当該遺物類は保存科学の観点

から積極的に保存措置を講じる必要性が生じてい

た。その方針を策定するため、 1971（昭和46)年2

月11日、 12日の両日にわたって東京国立文化財研究

所保存科学部、江本義紀、樋口清治、青木繁夫氏の

調査を要請し、当面対応すべき処置方法等について

指導助言を受けた。同時に、遺物類のうち残存木材

の樹種鑑定および、ガラス材成分分析などのサンプ

リング調査を千葉大学理学部亘俊治氏、国立科学博

物館山内 文氏、小田幸子氏に依頼、実施した。そ

の結果、馬具類の居木、木芯鉄張鐙の木材質が桂材、

銀装大刀鮫皮様装飾の粒子がガラス材ではなく菅実

を用いたものである等、興味ある所見が示された。

(4) 遺物類の国有化と重要文化財指定

観音山古墳出土遺物類のうち、石室内出土遺物は、

1971（昭和46)年度において一括国の保有になった。

将来、群馬の森公園内に建設が計画されている新博物

館に所蔵、活用するべく、県への現物譲与を文化庁

に陳情しての上のことで、国保有にあたっては、当

該遺物の全てを群馬県に貸与、地元に保管するとい

う方針が決定した。

1982（昭和57)年6月5日付をもって、観音山古

墳出土遺物類は、埴輪類を除いて重要文化財の指定

を受けた。

(5) 石室内出土遺物類の保存措置

東京国立文化財研究所の指導のもとに、国保有と

なった石室内出土遺物類のなかで、錆化 ・腐蝕の進

行しているものについての保存科学上の措置は、

1972（昭和47)年度において具体化した。群馬県庁

内旧衛生研究所棟地下室の一室を作業室として使用

し、武器 ・武具類、馬具類の鉄製品の真空含浸法に

よる樹脂固形による保存措置が行われ、文化財保護

係長塚越甲子朗、文化財保護主事石川正之助が実務

4.第 I~III次調査出土遺物の整理・調査

を担当した。また、金銅製品、銀製品などの主要遺

物類については、東京国立文化財研究所において青

木繁夫技官が担当した。これらの保存措置を完了し

た遺物類は、新博物館開設まで、県庁内群馬の森建

設室収蔵庫に保管された。

(6) 人物埴輪群の修理・復元

発掘調査時、県立博物館に収蔵された遺物類のう

ち、埴輪類については、一部が修理されたが、ほと

んどは手つかずの状態であった。新博物館（群馬県

立歴史博物館）の開設 (1979（昭和54年） 10月16日）

に向けて、観音山古墳出土遺物類の展示構想もまと

まり、その必要から、埴輪類のうち主要な人物像に

ついて修復作業を群馬の森建設室が行うこととな

り、 1977~1979（昭和52～昭和54)年度に実施し、

先に復元されていた男子胡坐像（親）と女子膝坐像

（巫女）、女子立像（御食持ち）の 3体のほか、三人

童女像 ・盛装男子像 ・桂甲武人像 ・農夫像（馬子）

等を完全復元したが、他は未着手のまま残された。

調査日誌

第 I次調査

第1日、3月4日(/l) 午前、群南支所で、群馬県教育委員会、

高崎市教育委員会、群馬県立博物館の各担当職員及び発掘調査員全

体のミーテングを開催。調査計画にもとずき、調査の目的、日程、

役割分担を決定。昼食後午後 1時、現地に到着、だだちに作業に就

く。墳丘主軸線上に後円部頂部を中心にAトレンチ。後円部中心位

から主軸線に直行するBトレンチ。後円部西側中段平坦部分にCト

レンチを設定。墳丘部分の撮影、後円部西側部を中心とする発掘区

設定のための墳丘測量に着手。 Bトレンチ（幅2m)は墳丘裾部ま

で設定。 Cトレンチは、 Bトレンチを挟んで両翼に延ばすかたちで、

2mグリット単位で設定する。A・B・C各トレンチの設定後、た

だちに鍬入式を行い、 Bトレンチ、 Cトレンチ I区 (2X 4 m)の

発掘に入る

第2日、 3月5日(:k) Bトレンチ、 Cトレンチの発掘を 3班編

成で行う。墳丘（後円部西側部）の表土被覆状態を墳丘保存状態の

確認、及び、中段平坦面に配置が想定される埴輪列の検出を目的と

して作業を進める。特に、 CトレンチではBトレンチの所見から中

段平坦面の幅が4.0~5.0mであることが推定され、 Cトレンチの発

掘範囲を拡げる。 B-I区（中段位2X3m)、B-II区（中段位上

方2X4m)、B-III区（中段位下方 2X4m)、C-I区(Bトレ

南側3X3.5X7mの台形）、 C-II区(Bトレンチ北側、 2X4m)、

C-III区（II区延長上2X 3 m) を発掘区とする。

第3日、3月6日困 前日設定の各発掘区の作業を進める。午

後C-I区の延長上にDトレンチ (3X 4 m)を設定するとともに、

Dトレンチ内側の上段墳丘部分において、ボーリング探索をした結

果、葺石状の石積みを確認、同地点に 1X3mの試掘ピットを設定

し、露出したところ主体部横穴式石室羨道入口部門石であることが
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確認される。 C-II区 ・C-III区において埴輪人物像の存在が明ら

かになる。

第4日、3月7日困 C-II区・ C-III区の調査を進めるとと

もに、 Dトレンチを拡張し、主体部横穴式石室羨道前面の平坦面
の発掘を進める。午後、各トレンチの位置関係を100分の1実測図で

作成する。埴輪類の配列は、 B-I区・ C-II区 ・C-III区に、

すなわち、後円部西側部からくびれ部に向かって人物群が配置され

ていることが確実となった。 D区には拡張区とも確認されず、羨道
前面部には配置されていないことが確認出来た。

第5日、 3月8日面 C-II区の埴輪配列を露出。 Bー トレン

チの北壁セクション図作成。 Dー拡張区での羨道部入口部の填封状
態を検出、実測する。各発掘区の撮影を行う。

第6日、 3月,日(±) 新たにB-II区上方のB-IV区～B-VI

区を発掘。墳頂からの崩落の埴輪類、須恵器破片が散見されるが、

葺石の存在は認められない。葺石は施設されない墳丘であることが

明らかとなる。午前からDー拡張区の羨道部の清掃、実測、午後か
らC-II区 ・C-III区の埴輪出土状態の実測を進める。夕方、県教

育委員会の文化財担当 ・磯貝福七社会教育主事現場を視察、主体部

横穴式石室の調査について協議する。今後の保存措置を図る上で、

調査は必要と決定し、石室部内の調査計画を固める。

第7日、 3月10日（日） C-Il区の埴輪出土状態の実測を継続、

B-IV区～VI区の北壁セク ション図を作成する。石室部調査は、羨

道入口の川原石の填塞石を除去しながら進めることとし、羨道入口

部から約4.0mまで除去する。羨道入口部の側壁は川原石であるが、

奥に向って角閃石安山岩裁石積みとなり、天井石は牛伏砂岩割石で

あることが確認された。

午後、県教育委員会担当者と石室開口後の警備等について打合わ

せ、夜間警備のため、現地に露営することを決定する。

第8日、 3月11日O'l) B-1区・C-Il区・ C-III区の埴輪類

の取り上げと、石室部調査の2班編成で作業を進める。午後、羨道

内の填塞石の大部分が除かれ、石室内部に通じ玄室部の大体の様子

が判明する。側壁は角閃石安山岩裁石材をレンガ積み状に構築して

いるが、右壁の大部分が崩壊し、天井石3石のうち中央の 1石が左

側壁にもたせ掛ける状態で落ちており、左側を支えるようにして、

左側寄りから奥壁に向って空間を保っていることが判明した。遺物

類は左側部に沿って存在し、玄室手前部分には馬具類と思われる金

銅製品が、その奥方行に桂甲小札類が崩れ落ちた状態で胄とともに

存在していることが確認できた。現状を撮影し、作業を終る。夜、

10時過ぎまで警備を行う。午後、県文化財関係者の視察、夕方、新

聞者の取材がある。

第9日、 3月12日肉 C-II区・ C-III区の埴輪類の実測図、

撮影と取り上げを完了するとともに C- I 区• D区の埴輪類の実測

図作成を進める。各トレンチの埋戻し作業を進めるにあたり高崎市、

信澤工業株式会社、信澤克巳氏の好意でベルトコンベアーの無償貸

与の提供を受けて、埋め戻し作業が進捗する。石室内の調査は遺物

配置図と撮影に終日過ごす。なお、石室奥壁右隅部に立て掛ける状

態で残存した大刀 l点が盗難にあっていることが作業開始時に判

明、高崎警察署の現場検証を受ける。夜警のため、羨道部に露営す

る。以後石室内調査の終了時まで続ける。

第10日、3月13日困 予定した埴輪類の調査大詰めを迎える。

石室内の調査は、遺物配置図の作成と取り上げを平行して進める。

文化財保護委員会記念物課、亀井正道調査官の視察がある。

第11日、 3月14日困 墳丘部の調査は墳丘東側～北側及びその

周囲の測旦を 2班に分けて実施する。石室内調査は、玄室奥寄りの

桂甲小札、及び鉄鏃類の散布範囲の遺物配置図の作成を遺物を取り

上げながら進める。

第12日、 3月15日曲 墳丘部の調査は墳丘南側部の地形測塁と

埋戻し作業・石室内の調査は、昨日の作業の継続で上に重なる遺物

の配置関係を図化し、取り上げ、下の遺物の検出に努めるという作

業の繰り返しを続ける。

第13日、 3月16日(±) 石室部の調査は、桂甲小札、及び鉄鏃類

の散布範囲の調査は、調査期間内に完了することは作業量から見て

不可能と判断されることから上に重なる主な遺物（鏡 ・青銅製轡 ．
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花弁付雲珠等と桂甲の一部と胄）の取り上げにとどめて、その部分

の現状の配置図を作成し、打ち切り、大部分は、 II次の調査に引継

ぐことにする。午前中に遺物取り上げの作業を中止し、II次の調査

に備えて、遺物の保善作業を行うとともに石室内の調査機材を撤収

し、羨道入口部の封鎖 ・埋戻しを午後にかけて行う。

正午より、県教育委員会、高崎市教育委員会、県立博物館関係者、

地元普賢寺総代、綿貫町区長等、群南支所に集まり、調査経過説明

会を行い、続いて、今後の調査計画について協議し、 1968（昭和43)

年度事業で継続して実施する方針を了承する。一方、午後3: 00よ

り、普賢寺において、地元関係者を中心とする発掘調査報告会を行

う。

第14日、 3月17日（日） 午前中、発掘調査期間中に支出した経費

等の精算事務を行う。昼食を兼ねて調査団の解散式を行う。午後、

遺物類を県立博物館に搬送する。

第II次調査

第1日、 7月25日困 午後一時雨、午前、調査団宿舎に入る。

調査機材点検、ミーティング。午後、作業開始、石室工事用機械も

搬入始まる。

第2日、 7月26日(il 3班編成で作業開始、第 1班、羨道部開

口作業。第2班、後円部墳頂部発掘作業。 第3班、前方部測量を

担当、午後1時より関係者集り鎮魂祭挙行する。

第3日、 7月27日出 台風4号の影響、作業は昨日の継続。し

かし、午後、悪天のため現場保安の作業を残し、他の作業中止。

第4日、 7月28日（日） 雨のため石室内の作業（側壁実測、撮影）

のみ、他の作業は休止。

第5日、 7月29日(,El) 午前、石室内作業を継続。午後、後円部

頂部主軸線方向にトレンチ設定、発掘着手。他に羨道部側壁部実測

を進める。

第6日、 7月30日図 午前中、石室調査のみ。他は宿舎で待機。

午後、 3班で昨日の作業を継続する。石室の作業は午後3: 00頃か

ら補強作業に入る。工事用砂利、足場搬入される。

第7日、 7月31日(;,j() 5班編成で作業を始める。石室部、羨道

部入口前面、後円部頂部の作業の他、前方部頂部にトレンチ設定、

頂部と頂部西側斜面での埴輪類配列の検出に当る。

第8日、 8月1日困 4班編成で、石室前面中段平坦面の埴輪

類検出 後円部頂部トレンチ 後円部頂部主軸線トレンチの発掘及

びセクション図作成、前方部西側トレンチの発掘を進める。業者に

よる石室内の補強作業をほぽ完了。後円部後方に撮影用ヤグラ設置。

第9日、 8月2日(il 3班編成で後円部頂部の掘削、前方部西

側トレンチの発掘、午後、新たにくびれ部西側に主軸線から直下す

る＜びれ部西側トレンチを設定、発掘に入る。後円部に掘削工事用

バックホー入る。

第10日、 8月3日(.t) 3班で昨日の作業を継続。後円部頂部の

埴輪類は半径約8.0mの範囲に散布、にわとり ・家形破片確認される。

墳頂部中央位約1.5mの深さに大甕出土。

第11日、 8月4日（日） 後円部作業は、天井石上部の積土除去作

業。バックホーで排土を続ける。＜びれ部西側トレンチの発掘、セ

クション図作成。午後、新たに前方部西側中段位にトレンチを設定、

発掘に着手。

第12日、 8月5日(,El) 3班編成で作業を続ける。後円部石室上

積土の排除、前方部西側中段トレンチ、新たに設定の前方部前面主

軸線トレンチの発掘。石室天井石と裏込めほぼ露出する。

第13日、 8月6日ぬ 午前中、後円部石室天井石、裏込めの実

測、全員で行う。午後、前方部西側中段トレンチ 前方部前面主軸

線トレンチの発掘、午後から石室天井石除去工事用設備の構設作業

始まる。

第14日、 8月7日困 石室天井石除去工事用設備構設作業のた

め、保安要員を残し他は前方部各トレンチの作業を進める。前方部

頂部を拡張、家形埴輪が検出される。

第15日、 8月8日内 前日の作業を継続、終日進める。

第16日、 8月9日面 前日の作業を継続する。石室天井石除去



工事用設備構設作業完了する。明治大学考古学研究室杉原荘介教授、

角川源義氏等の現地視察あり。

第17日、8月10日(±) 前方部各トレンチの作業を継続するがヽ

午後中止（台風7号の影響で）。石室天井石除去工事は、玄室天井石

3石のうち中央位の第2石を除去移動、第3石の移動準備で終る。

第18日、8月11日（日） 作業休止する。

第19日、 8月12日(/l) 5班編成で作業を進める。前方部頂部、

前方部西側中段トレンチ 前方部西側トレンチ くびれ部西側トレ

ンチの発掘及び実測図作成、新たに前方部西北隅中段部にトレンチ

を設定、発掘に着手する。石室天井石の除去作業は第1石を完了し、

第3石に取りかかる。

第20日、 8月13日因 作業は 5班編成、昨日の補強作業に入る。

第21日、 8月14日困 作業の主力を石室部に投入、石室内の補

強材の除去、埋没土石の搬入作業を進める。前方部の作業は、前方

部頂部トレンチを完了、前方部西側中段、前方部西北隅中段トレン

チの作業を進める。

第23日、 8月15日困 3班編成で石室内埋没土石の搬入作業の

他、前方部西側中段、前方部西北隅中段の各トレンチの作業を進め

る。午前文化庁亀井調査官視察。

第24日、 8月16日面 玄室右壁の崩壊側壁用材の除去作業。須

恵器類検出されはじめる。前方部作業は昨日の継続。

第25日、8月17日(±) 玄室右壁の崩壊側壁用材の除去作業から

床面露出作業へ進む。前方部各トレンチの作業は、測旦、埴輪類取

り上げ作業、終了した所から埋戻しをはじめる。

第26日、8月18日（日） 主体部調査のため、 A・B2班を編成、

時差作業 (8: 00~16: 30,12: 30~20: 00の勤務）に入る。前方部

西側中段 トレンチの埴輪取り上げを終え、前方部各トレンチの作業

は埋戻しに入る。玄室奥部右壁寄りに副葬品が検出されはじめる。

第27日、 8月19日(/l) 墳丘部の予定の調査を終了し、調査は石

室部床面清掃と副葬品検出に集中する。午後から羨道部調査を再開

する。午前中、斉藤忠博士の視察、午後三笠宮殿下のご見学を賜わ

る。

第28日、 8月20日(:lo A班 ．B班交替で玄室床面の清掃、副葬

品の検出を進める。

第29日、8月21日困 主体部石室の2班交替の調査体制を止め

て、午前は撮影、午後から副葬遺物類の出土状態の実測作業に入る。

他は墳丘各部の発掘区の埋め戻し、整理に入る。

第30日、 8月22日因 主体部石室内の作業は副葬遺物類の出土

状態の実測図作成を進める一方で、実測済み遺物類の取り上げを開

始する。午後4時より羨道前面で普賢寺住職による慰霧供養を行う。

第31日、 8月23日曲 主体部石室内の副葬遺物類の取り上げ、

実測をくり返し進める作業を終日行う。墳丘部の作業は撤収作業に

入る。

第32日、 8月24日(±) 主体部石室内の作業を続ける〇撤収作業

は宿舎の整理に入る。午前中、県庁において主要出土遺物類の公開、

午後、普賢寺において地元一般に公開する。後、その一部を県立博

物館に搬送する。

第33日、 8月25日（日） 最後まで残った石室内遺物類出土状況実

測と取り上げ作業は桂甲小札、鉄鏃を最後に午前中に終了する。石

室部分の埋め戻しを石室天井石除去工事の業者と打ち合わせる。

除去天井石はもどさずに、板材で玄室部分を覆い、その上に埋土す

ることとする。午後1時過ぎまでにすべての作業を終える。午後2

時、調査団宿舎を引き上げる。なお、主体部石室部の埋め戻し作業

は、後日 3日間を要して工事業者の責任のもとに実施された。また、

現地からの出土遺物類（宿舎普賢寺に保管）の県立博物館への搬入

も8月28日に、他の使用機材等の撤収とともに行ない、第II次調査

の全作業を完了した。

4.第 I~III次調査出土遺物の整理・ 調査

第III次調査

第1日、 11月20日困 午前、発掘打合せ。午後より作業に入る。

前方部前面の 1トレンチの調整及び周堀部および周縁を含めた地形

測量を前方部東側部位から始める。

第2日、 11月21日困 墳丘東側部分の測量、後円部西側くびれ

部の発掘区排土

第3日、 11月22日曲 前日からの作業を継続する。

第4日、11月23日(±) 前方部東側トレンチヽ<びれ部東側トレ

ンチ、同西側トレンチの発掘、午後から前方部東北隅中段トレンチ

の発掘に着手

第5日、 11月24日（日） ＜びれ部西側中段トレンチ、前方部東北

隅中段トレンチ、前方部東側トレンチの発掘。＜びれ部西側中段 卜

レンチは、後円部西側中段Cトレンチからくびれ部にかけての埴輪

人物像配列を追求のために設定。

第6日、 11月25日(,lj) 前方部東側 トレンチ、前方部東北隅中段

トレンチ、西側くびれ部中段トレンチの発掘を進める。

第7日、 11月26日囮 前方部東側トレンチ、前方部東北隅中段

トレンチ、西側くびれ部中段トレンチの発掘を進める。西側くびれ

部中段トレンチで武人頭部、同台部検出はじまる。

第8日、 11月27日困 前方部東北隅中段トレンチ、 東側くびれ

部裾部トレンチ、前方部東側トレンチ、西側くびれ部中段トレンチ

の発掘を進める。

第9日、 11月28日内 墳丘部の調査は前日からの継続作業新た

に周堀部の調査に着手。西側くびれ部中段トレンチ内の埴輪人物群

は一列状に配列していることが判明する。周堀部調査は、 IIトレン

チ、 IIIトレンチ、 IVトレンチ、 Vトレンチを設定発掘する。

第10日、 11月29日曲 前半の調査作業員午前で終業。午後から

後半の調査作業員が入る。西側くびれ部中段トレンチ、前方部東北

隅中段トレンチと、周縁部のII-3区 6区 7区 8区、 I-l 

区 IV-2区の各トレンチの発掘を進める。 IV-2区で外縁を検出

する。後円部東裾部、同南裾部の確認のためトレンチを設定する。

第11日、 11月30日(±) 前日からの作業を継続して行う〇

第12日、12月1日（日） 墳丘部調査は、西側くびれ部中段 トレン

チ、前方部東北隅部中段トレンチの発掘終了段階に入り、実測図撮

影を進める。後円部南裾部トレンチの発掘は裾部確認が地層撹乱の

ため難渋。周堀部の調査は、第X、第XI、第XIIトレンチを新た

に設定。第I～第VIIIトレンチの作業は測図、撮影一部埋戻しに入る。

全体地形因に各発掘区を記入する。

第13日、 12月2日(,lj) 墳丘部での調査は西側くびれ部中段トレ

ンチの実測、後円部南裾部のトレンチ地層の測図を進める。周堀部

の調査は、各トレンチの測図と撮影が終了次第埋め戻しを進める。

第14日、 12月3日肉 西側くびれ部中段トレンチの測図、撮影

を終了、後円部南側裾部測図完了、周縁部の調査は、第II、第III、

第V、第VII、第珊、第IX、第XIの各トレンチ埋戻し完了、他は埋

戻しを残して測図、撮影を完了。前方部東北隅部中段トレンチ、前

方部東側トレンチの埋戻し完了。

第15日、 12月4日困 西側くびれ部中段トレンチ測図遺物の取

り上げをほぼ終了。周堀部確認のため、後円部東方外堀部位に第X

IIIトレンチを設定、発掘、洞図を完了する。第I、第VI、第Xの各

トレンチ、墳丘部の後円部東側裾部、西側くびれ部中段トレンチの

埋戻しを行う。

第16日、 12月5日困 遺物類と記録類の整理を行う。

第17日、 12月6日曲 西側くびれ部中段トレンチの残った埴輪

類の調査を完了、周堀部第IV、第XII、第XIIIの各トレンチの埋戻

しを午前中に完了、西側くびれ部中段トレンチ及び後円部南裾部 ト

レンチの埋戻しはプルドーザーを入れる。周堀部北西部の測量を補

完する。午前中で全作業を終了、器材 ・テン トを撤収する。午後宿

舎の後かたづけをして、調査体制を解散する。

，
 



第 1章経過

5.史跡整備の経過

史跡整備に至る経過

観音山古墳の保存修理事業は1976（昭和51)年度

から1981（昭和56)年度の 6カ年を要し、国庫補助

を受けて県の直営で実施された。

1968（昭和43)年の発掘調査で、観音山古墳は葺

石のない土盛りだけの墳丘に二重の周堀が囲続し、

墳丘中段には大型人物埴輪群があり、後円部に開口

する巨大な横穴石室からは金銅製品を中心に膨大な

遺物が出土した。しかし、石室は大きな破壊を受け

ており、墳丘も後円部に大きな改変を受けているこ

とがわかった。

1971（昭和46)年度から1975（昭和50)年度の 5

カ年でほぼ全域 (18,908.92rriりの用地買収による公

有地化が図られるとともに、 1973（昭和48)年4月

には国史跡に指定され、保存と活用が図られること

となった。

1976（昭和51)年からの保存修理事業にあたって

は、南方 1kmの県立歴史博物館に、観音山古墳出土

品が展示され、観音山古墳は博物館の屋外展示とし

ての性格を持つこととなった。また、保存修理に伴

う発掘調査により復元的修理が可能であることがわ

かり、できるだけ忠実に整備することとなった。具

体的には石室の半解体修理、墳丘および周堀の盛

土・切土による整形、人物埴輪の復元的配列、墳丘・

中外提の張り芝、周堀部の砂利敷きなどである。周

堀部は自由に歩けるようにし、墳丘と中提には敷石

による園路を設けた。また、便益施設として、便所、

東屋、水飲み場、ベンチ、説明板などを設置した。

修景にあたっては文化財の学習の場として史跡の保

存を図りつつ、親しみやすく落ち着いた雰囲気の公

園として大いに活用されることを願い、植栽等につ

いても配慮した。当時は全国的にも100m級の前方後

円墳の全面的修理の事例は少なく、ましてや大形横

穴式石室の解体修理は初例であった。暗中模索の状

態で始まった修理事業であったが、多くの関係者の

協力があって事業は完了した。現在多くの人々が見

10 

学に訪れ、観音山古墳は大いに活用されている。以

下、修理工事と併行して調査を実施した1978（昭和

53)年度までの整備の経過を記す。なお、 1979（昭

和54)年度以降は工事が主体になるので表にゆずる。

1976（昭和51)年度

保存修理のための発掘調査を実施するにあたり、

詳細な現況図の作成を行った。経年により既調査の

基準杭は失われていた。発掘調査は外形の規模と形

状を把握するため、後円部では放射状に、全体では

墳丘主軸に平行ないし直交にトレンチを設定し、形

状の複雑な墳丘くびれ部および、前方部両隅などは

平面発掘を行った。墳丘裾部は用水路が掘られ、裾

部の形状把握を困難にした。全体的にはほぼ復元数

値を得られる成果が得られた。

1977（昭和52)年度

横穴式石室の半解体工事を実施した。後円部上段

墳丘（墳丘中段面）に構築された石室は玄室壁を角閃

石安山岩の切組積みとしており、玄室に架かる天井

石3石は42年調査で墳丘鞍部に移動してあった。そ

のため側壁の破壊はより一層進行していた。石室を

露出させるに際し、後円部上段丘の絶ち割りおよび、

石室裏込めを調査した。玄室と羨道については現況

実測図を作成し、壁石面に固体番号とメッシュを記

し、裏込石とともに解体していった。また裏込石外

縁に作業用の溝を穿ち、構築状況を調査した。羨道

は河原石の乱石積みで、やや変形しているが目地と

天井部の補強で現況を保てることが確認された。

1978（昭和53)年度

石室復元工事に先立ち、壁石の組み合わせ、床石

下に落ちている遺物調査、基礎地業の調査、玄室平

面図作成などを行った。石室根石は角閃石安山岩切

石で厚さ約50cmの河原石（砂利）地業の上に直接載っ

ている。地業石は石室全体に施設されるのではなく、

壁石と裏込めの下だけに置かれ、石室中央はローム

土を甲羅状に盛り上げていた。壁石は脆弱化したり

割れているものが多く、樹脂で接着 ・含浸し、補強

を行った。しかし崩壊し不足する数も多く、これは

榛名山麓から岩塊を入手し加工して設置した。



5.史跡整備の経過

第1表年度別修理事業実績

直 調 査 その他

・地上現形測量

50,000m' 

S. = 1 : 100 
国家座標組込

•発掘調査概報 I

．：；式石室半解体工事 1 • ：：言：：：体工事 I ：ょ：：：製作
石室内仮補強工 全体模型S.= 1 : 200 

墳丘模型S.= 1 : 100 
・調査 ・整備概報II

設 計 工 事

1976 

（昭和51)

年度

・考古学調査

墳丘・周堀部の規模、

形状確認調査

・考古学調査

石室裏込め、被覆

1977 • 石室地盤調脊

（昭和52) • 石材強度敷けん

年度 ・現状構造物調査

• 石室クラック調査

• 石室崩壊石調査

・考古学調査

壁面、壁石、天井石、

地業石、出土物、平面

実測等の調査

・被覆土締固め試験

1978 

（昭和53)

年度

1979 

（昭和54)

年度

• 横穴式石室保存修理設

計

・外形整備設計

・古墳修理完成予想図

• 石室保存修理工事

壁石再積み上げエ

裏込め石積み上げエ

羨道部補強工

天井石補強工

•石室保存修理工事

天井石再架構工

被覆土積み上げエ

電気配線工

・墳丘整備工事

墳丘盛土工

整形工

1980 

（昭和55)

年度

1981 

（昭和56)

年度

・工事監理

・壁石用材入手

・調査・整備概報III

・工事監理

・整備概報IV

芝貼りエ

園路工

・市道 ・用水路付替工事

・中提整備整備工事 ・工事監理

園路エ ・維持管理

芝貼りエ

植栽工

•利用施設工事

東屋

便所

説明板

ベンチ、水飲み場

• 水道引き込みエ

・周堀整備工事

砂利敷き整地エ

• 利用施設工事

埴輪設置工

・外提部整備工事

植栽エ、棚設置工

・駐車場設置工事

・工事監理

・埴輪レプリカ製作

・保存育成団体設立

・維持管理

保存修理報告書刊行

・竣工式（開園） ・整備概

報IV
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第 2章立地・環境

1.古墳の位置と保存状況

観音山古墳は、高崎市綿貫町の地に位置する。綿

貫町の集落の西北位、現在の高崎市営綿貫住宅団地

の東北に隣接する地を占めて位置している。地方主

要道前橋～長瀞線に高崎市柴崎町方面から開通した

国道354号線バイパスが合流する曲師交差点から東

南方向約400mの畑地内に現在は史跡観音山古墳と

して保存整備され、芝生に覆われた墳丘を眺望でき

る。付近は、近くに住宅地や工場団地の造成も進ん

でいるが、周縁域には及んでいない。ただ後円部後

方の南側から東南側にかけて、周堀部に張り出す形

で民家の敷地がかつての古墳兆域内に入り込んでい

る以外は、周堀部外堤部の残存地形に従うかたちで、

市道が南側と東側にかけて敷設されているぐらい

で、土地の著しい変容は受けてはいない。墳丘部も

桑園が存在した後円部後方の削平部分を除けば、調

査が行われた1968（昭和43)年頃まで墳丘の損壊箇

所は他にはほとんど認められず、また、周堀部も水

田・畑地として残存し、きわめて保存状態の良好な

姿をとどめていた。ちなみに、後円部後方の桑園化

されていた部分は、かつては、本古墳の名称ともなっ

た観音信仰の堂祠が営なまれていた。

こうした状態で存在した観音山古墳が位置する地

は、井野川右岸の河崖縁に延びる微高な地形を呈し

ていて、標高約73m、ほとんど起伏の見られない平

坦地である。井野川が烏川に合流する地点から約2.0

km遡った付近を占めて位置している。

2.周辺の地形

観音山古墳の位置する高崎市東方から前橋市南

部・佐波郡玉村町域にかけて広がる前橋台地の平野

は、ほぽ井野川下流域を挟んで二分される。西方の

倉賀野台地と東方の前橋玉村台地である。この前橋

1.古墳の位置と保存状況

台地の地形については、洪積世（更新生）後期にお

ける浅間山の火山活動によって発生した火山泥流の

氾濫による堆積層と考えられている。前橋泥流層と

されるその堆積層内埋没木の放射性炭素 (Cl4)の

年代測定ではB.P.24,000年土650年の測定値が得ら

れている。その流出範囲は渋川市付近を要点として

榛名・赤城の裾野末端線に囲まれた部位を南方に拡

げて、南端は烏川に終わる広大な地域を占めている。

井野川は、この火山泥流層台地に流出する榛名山南

麓に源を発する河川で、台地を浸蝕して南下し、下

流域を西の倉賀野台地、東の前橋玉村台地に二分し

ている。現在は、その前橋玉村台地の西縁を画する

かのように流路を取って、高崎市島野町付近から烏

川に合流する同市八幡原町付近まで、左岸に高さ3.0

mから5.0m内外の河崖を連ねている。こうした左岸

の河崖にたいして、右岸の河崖は高さ2.0m~3.5m

と小規模である。左岸に比して下流の高崎市下大類

町付近から河崖地形を発達させている。一方、倉賀

野台地東縁を画する河崖地形は、高崎市高関町方面

から流路を取る粕川に沿って形成されているが、そ

れが、井野川左岸の河崖に対応する発達を示してい

るのは、柴崎町付近から始まり栗崎町を経て、岩鼻

町に至り、その先で烏川左岸の河崖に終わる間であ

る。この井野川左岸と粕川右岸の河崖線の間隔は1.2

km~1.5kmであり、その間には一段低位の沖積平野が

井野川寄りに微高地形を連ね、その西側に粕川に向

かって沖積地化を強めた低湿な地形を発達させてい

る。そして、その平野は井野川上流域に向かって、

同川が形成する榛名山東南麓に発達する扇状地末端

の沖積平野へと続いている。

このような地形形成を示す井野川下流域にあっ

て、観音山古墳のある付近は、 1970~1973（昭和

45~48)年には西南位の地に高崎市営綿貫住宅団地

が造成され、 1985（昭和60)年には東北位にあたる

井野川下位面にも綿貫工業団地が造成されている。

13 
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二旧河道

二前橋・伊勢崎台地上の後背湿地

認忍］広瀬川低地帯

芦岡之郷面（自然堤防）

言
二

河成段丘（旧中州）

河成段丘（後背湿地）

山地及び丘陵

亡

二
こ

前橋・伊勢崎台地上の微高地

井野川泥流堆積面

岡之郷面（後背面）

第4図 綿貫観音山古墳周辺の地形区分 (1:75,000) 

しかしながら、観音山古墳発掘調査の行われた

1968（昭和43)年の頃までは、桑園と水田が広がる

純農村地帯の景観を良く残していた。そうしたなか

にあって、南方500m離れた地には広大な敷地を擁し

て旧陸軍岩鼻火薬製造所があり、その敷地内には、

1882（明治15)年の同製造所開設以来、残置森林が

繁茂する平野林を形成して来た。井野川下流域に連

なる微高地にはかつて平野林が各所に広がっていた

といわれている。観音山古墳の周辺の桑園を主とす

る畑地も長い年時を経て平野林を開墾してのもので

あったことが推定される。現在、県立公園「群馬の

森」としてその一部が造成された旧岩鼻火薬製造所

敷地内の残置森林は、シラカシ、ナラ、ハンノキ、

ケヤキ、エノキ、ムクノキ、スギ、マツなどの樹種

が繁茂する混生林である。それに加えて竹・篠類も

繁茂しており、自然林に還った林相を呈している。

この旧岩鼻火薬製造所敷地内の残置森林に見られる

植生こそ、観音山古墳が占地する井野川河崖縁の微

高地域に広がっていた往時の自然景観であり、その

平地林を拓くかたちで、集落が営まれ古墳が造営さ

れ、分布していたものと推定される。

3.井野川下流域の古墳分布

井野川下流域に分布する古墳は、 「上毛古墳綜覧」

によれば、左岸にあたる前橋市玉村台地の周縁域に

は旧京ヶ島村7基、旧滝川村8基、玉村町下郷地区

1基、の計15基が、粕川下流右岸にあたる倉賀野台

地の東縁には、大類村柴崎地区6基、岩鼻村栗崎か

ら岩鼻台新田にかけ 2基が分布し、その南方は烏川

北岸沿いに分布域を拡げ、倉賀野町東方に 5基が集

計されている。この二つの分布域に挟まれる形で、
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井野川の右岸に延びる微高地には、旧岩鼻村綿貫か

ら岩鼻、すなわち現在の綿貫町から、日本原子力研

究所高崎研究所敷地内から県立公園群馬の森公園敷

地内に古墳分布域が拡がっており、 22基が集計され

ている。昭和初年まで合計48基の古墳が知られてい

たことになるが、勿論この古墳数が、井野川下流域

に造営された古墳の絶対数ではない。旧岩鼻火薬製

造所敷地内に分布する古墳のほとんどは、軍事機密

地域であったことから当該古墳調査から除外されて

いる。また、最近では、大類町地内に造成された高

崎情報団地内の発掘調査で約30基の古墳址が確認さ

れている。実数は「上毛古墳綜覧」登載古墳数を大

幅に上廻る分布であったことは間違いない。

(1) 井野川下流左岸域の古墳分布

これら井野川域に分布する古墳のうち、主要な古

墳について見ると、左岸地域には、元島名将軍塚古

墳（前方後方墳 ・全長91~96m)が、観音山古墳か

ら北方約1.9mの地にあり、現存する古墳としては、

その南方の上滝町慈眼寺境内を中心に下滝町にかけ

て、一つの密集地域が南北約800mにわたって分布し

ている。 12基が確認されるが、その内には慈眼寺 l

号墳（円墳 ・径約3m、竪穴式系）の古式様相を呈

する古墳を含めて滝川村2号墳（前山）古墳（前方

後円墳・全長60m、横穴式石室）、伊勢山南古墳（前

方後円墳 ・横穴式石室か）の50~60mクラスの後期

前方後円墳2基がある。元島名将軍塚古墳を中核と

する前期古墳群の形成と滝川村2号古墳等の前方後

円墳を中核とする後期古墳群の形成が認めれる。前

者古墳群の形成においては、滝川村2号古墳付近の

井野川河崖縁に石田川期遺物の散布が認められてい

るので、周溝墓群の存在も考慮に入れるべきであろ

う。後者古墳群については、三累環頭柄頭等を出土

の古墳があり、特に前山古墳の主体部横穴式石室が

T字形床面プランを示す構造であることが注意さ

れ、群馬県地方における横穴式石室導入期段階から

の形成になる古墳群であることが推定される。将軍

塚・上滝古墳群として把握出来る古墳群形成を示し

ている。

3.井野川下流域の古墳分布

この将軍塚 ・上滝古墳群の南方には、下滝町から

下斉田町にかけて、分布の過疎地域が存在する。下

斉田町には円墳の分布域が存在したが、そのほとん

どは平夷されており、詳でない。斉田古墳群として

把握して置くことにする。

井野川左岸河崖縁域において、最も古墳群の密集

分布が認められるのは、高崎市八幡原町から玉村町

下郷にかけての烏川合流点を中心にした地である。

下郷天神塚古墳（前方後円墳・全長80~90m、竪穴

系）下郷10号墳（前方後方形周溝墓全長 ・42m)な

どの前期古墳 ・周溝墓群の分布がある一方で、後期

古墳群の濃密な分布が拡がっている。その中核に位

置付けられるのは、若宮北古墳（帆立貝形墳 ・全長

46.3m、舟形石棺）と推定されるが、八幡原町内鈴

塚古墳（円墳・径10m、横穴式石室）からは、鈴鏡・

鉄鏡等が出土している。下郷 ・八幡原古墳群として

把握することにする。

井野川下流左岸域の古墳群形成は、将軍塚 ・上滝

古墳群と下郷 ・八幡原古墳群が、前橋 ・玉村台地西

半の地の古墳時代の地域形成が進展、変容するなか

で主流的な形成を示しているが、その初期の段階に

あっては、元島名町鈴ノ宮周溝墓群も出現している。

(2) 粕川右岸域の古墳分布

井野川左岸の前橋 ・玉村台地に対応する粕川右岸

の倉賀野台地東縁の地に分布する古墳は、柴崎町地

内と岩鼻台新田町地内に認められるが、分布は疎で

ある。群集分布が認められるのは、烏川北岸に寄っ

た倉賀野町東南域から岩鼻町にかけての地域であ

る。その分布域の中心を占める地の地名をとって、

大応寺古墳群として把握されるが、その主流は後期

群集墳である。

柴崎町地内には、正始元年銘三角縁神獣鏡を含む

鏡4面を出土している蟹沢古墳（円墳 ・径10数m、

粘土榔）があり、その地は、観音山古墳西北約1.5km

にある。付近には、古式の様相を示す浅間山古墳（円

墳 ・径約30m)が現存する。この柴崎町地内から南

方にかけては、栗崎町にかけての集落遺跡が分布し、

高崎市立矢中中学校敷地内からは、古墳時代前期遺

15 



第2章立地 ・環境

跡が確認されている。柴崎町から栗崎町、台新田町

にかけて広大な範囲にわたって遺跡の存在が推定さ

れる。この分布域の南方、台新田町から岩鼻町には、

現在2基の円墳が存在し、その 1基は岩鼻天神山古

墳（径約27m)である。倉賀野台地の古墳分布は烏

川寄りの地に集中する傾向が顕著に認められる。そ

の台地の東縁を境とする粕川の流域を背景に、井野

川下流右岸の古墳群が分布している。

(3) 井野川下流右岸の古墳分布

観音山古墳の北方約3.7kmの高崎市大類町・高崎情

報団地内に中規模帆立貝形古墳2基を含む古墳群の

存在が確認され、左岸河崖縁に分布する古墳は、上

流に分布域を拡げていることが推定されが、分布が

集中しているのは、観音山古墳の分布する綿貫町地

内から、岩鼻町地内の旧岩鼻火薬製造所敷地、現在

の日本原子力研究所高崎研究所敷地の西半部から県

立公園「群馬の森」の西半部、正面ゲート付近にか

けて約1.000mにわたる地である。観音山古墳北方で

は常慶・曲師地内に古墳の存在が伝えられているが、

群集墳としてのものではないらしい。観音山古墳北

方約500mの地には、集落遺跡の拡がりが認められ、

その一部には平安時代に比定される寺院遺構の一部

が確認されている。この井野川下流右岸に分布する

古墳群は現存する古墳の分布する地の地名を採って

綿貫古墳群とすることにする。

綿貫古墳群の主流をなしているのは、 4基の前方

後円墳で、その最北位に前方部を北面して位置する

のが観音山古墳である。ちなみに綿貫古墳群の分布

域の北界は観音山古墳であり、その北方には分布の

拡がりは認められない。最南位には前方部を南面す

る岩鼻二子山古墳（全長115m、主体部剖貫式長持石

棺）が存在した。観音山・ニ子山両古墳の距離は700

m （後円部中心間）である。この700mの間隔を等間

隔に分割するかたちで、北側に普賢寺裏古墳（全長

70m、竪穴系礫榔？）が、南側に不動山古墳（全長

94m、剖貫式長持形石棺）が前方部を西面して占地

している。これら 4基の前方後円墳が継起的な構成

を示すものであろうことは明らかであるが、観音山

16 

古墳のみ横穴式石室を主体部とする点において画期

を認められるものである。

この 4基の前方後円墳の近縁に分布する古墳のな

かには、岩鼻村第12号墳（全長43m)の帆立貝形古

墳があり、不動山古墳陪塚と断定できる岩鼻村第16

号墳（径30m、後円部後方主軸線上）がある。さら

には、初期馬具類（鉄地金銅張f字形轡） •桂甲小札

を出土した普賢寺東古墳（径約30m川原石積み壁面

赤色塗彩石室）があり、これも不動山古墳の陪塚的

位置を占めている。観音山古墳後円部南側の主軸線

上位にも外堀外縁部に綜覧漏古墳（円墳・径約30m、

竪穴系？）が存在する。この古墳の南方、 50mには

普賢寺裏古墳の北位置にやや大形墳丘の岩鼻村第20

号墳（円墳 ・径27m横穴式石室）が存在した。綿貫

町内に分布する円墳群は不動山古墳東北方位から、

観音山古墳の南方位にかけて存在し、 1964（昭和38)

年代まで7基が残存した。また、不動山東方の地に

は河崖縁辺の台地上を占めて集落遺跡の拡がりが認

められ、現昭和病院敷地内からは古墳時代中～後期

の住居跡が発見されている。

綿貫古墳群の円墳群は、粕川の流路に接する現在

の県立「群馬の森」の正面ゲート付近から芝生広場

付近で、 30基内外が存在したと推定される。その形

骸をとどめる 1基が現存している。これらの古墳か

らのもと推定される古墳1基の調査図と出土遺物が

旧火薬製造所時代に保管され、一部が県立歴史博物

館に収蔵されている。角閃石安山岩加工材使用の横

穴式石室の古墳であること、遺物類が後期古墳に通

有な直刀 ・鉄鏃類であることから見て、後期群集墳

であり、それらが、井野川西方に拓ける粕川流域の

沖積地を背景に成立した村落社会の造営になるもの

であることがうかがえる。

綿貫古墳群は、井野川下流の小地域にとどまるこ

となく、おそらくは井野川を挟んで前橋 ・玉村台地

の西半域と粕川右岸の倉賀野台地地域をも圏域に含

め、井野川流域に地域圏を形成した首長の墳墓群と、

それに寄生するかたちで形成された周辺村落社会の

墳墓群として理解される構成を示している。



3.井野川下流域の古墳分布

m 第5図 綿貫観音山古墳の位置と周辺の選加¥I • ~~, 
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1.観音山古墳

2.綜覧漏れ古墳（現存）

3.綜覧岩鼻村20号墳

4. （推定）岩鼻村18号墳

：：：：：口::虐）
7. （推定）岩鼻村21号墳

8.綜覧岩鼻村17号墳

9. （推定）岩鼻村18号墳

10.綜覧岩鼻村16号墳

11.不動山古墳

12.綜覧岩鼻村14号墳

13.綜覧岩鼻村12号墳

14.綜覧岩鼻村13号墳

15.綜覧岩鼻村10号墳

16. （推定）岩鼻村7号墳

17.二子山古墳

18.総覧岩鼻村11号墳

19.綜覧漏れ古墳（現存）

20.綜覧岩鼻村8号墳

21.（推定）岩鼻村5号墳

22.綜覧岩鼻村9号墳

23. （推定）岩鼻村4号墳

。第 6図 綿貫観音山古墳周辺の古墳 (I : 6,000) 
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3.井野川下流域の古墳分布

第2表周辺の遺跡一覧表

N11 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 の 内 容 文

1 綿貫観音山古墳 綿貫町字観音山1572 本報告の古墳

2 普賢寺裏古墳 綿貫町字堀米西1560 全長70mほどの前方後円墳で、前方部は西面する。墳形が後円部高に比して前方 1 

部高の低い形状を呈することから、比較的古い時期の築造が想定されているが、

埴輪・土器など年代決定の根拠となる資料が得られていない。

3 普賢寺東古墳 綿貫町字堀米西1557 直径30m~40mの規模を有した円墳であったと推定される。主体部は横穴式石室 2 

であった可能性が指摘されている。鉄地金銅張のf字形鏡板付轡、桂甲の出土が

知られる。本古墳同様の古墳が観音山古墳から不動山古墳までの間に散見される。

周辺に綜覧記載、漏れ合わせ 9基の古墳の築造が確認されている。

4 不動山古墳 綿貫町字金堀1272~1 全長94m、前方部を西面させる前方後円墳である。削平された後円部墳頂には全 2 

長344cmの舟形石棺の棺身が露出している。中堤を挟み盾形の周堀が二重に囲続す

る。北側のくびれ部には方形の造り出しが設けられ、円筒埴輪列に区画された内部

から土師器壺・用が出土している。出土埴輪から 5世紀後半の築造を考えられる。

5 綜覧岩鼻村12号墳 綿貫町字金堀1236 全長43mほどの前方後円墳と想定されるが現在は消滅している。 1 

6 岩鼻二子山古墳 綿貫町字二子 現在は消滅するが全長約115mほどの前方後円墳であったと推定される。後円部か 3 

ら2基の舟形石棺の出土が伝えられるがその内の 1基は東京国立博物館に収蔵さ

れている。副葬品は五神四獣鏡、鉄斧、鉄鉾、鉄剣、直刀、石製模造品が知られ

る。 5世紀後半の築造と考えられる。

7 飯玉神社古墳 栗崎町字宮原609 全長30mほどの前方後円墳とされるが改変が著しい。円筒埴輪が散見する。 4 

8 柴崎蟹沢古墳 柴崎町字蟹沢602 1909（明治42年）に削平される。墳丘、主体部とも形状が判然としないが10数m 5 

の小型古墳であったとされる。「正始元年」銘三角縁四神四獣鏡、三角縁三神三獣

鏡、内行花文鏡2面、鉄斧、鉄竪、土師器が出土している。 4世紀の築造と考え

られる。本古墳の東側には浅間山古墳が現存する。また、南南西約300mの位置で

砂内遺跡の調査が実施され3基の円墳が検出されている。， 岩鼻坂上北遺跡SZ 1 岩鼻町字坂上北 直径9.7mの円墳である。 7世紀初頭の築造か。 6 

10 大応寺古墳群・大道南 倉賀野町下町字乙 烏｝1|左岸の字乙大応寺から字乙大道南地内にかけた約1500mの範囲に形成された 4 

古墳群 大応寺・乙大道南他 大古墳群である。東端は岩鼻町地内および、綜覧岩鼻町1号墳などの大型円墳が

形成されている。綜覧では前方後円墳4~6基を含む162基の古墳が確認されてい

る。現在は削平が進行し、現存する古墳はその数を著しく減少させている。

11 元島名将軍塚古墳 元島名町字将軍塚162 井野川左岸上に位置する。墳丘長91~96mの規模を有する前方後方墳である。後 7 

方部に存した主体部は粘土榔と推定され、小型佑製四獣鏡 1、碧玉製石釧 1、鉄

刀、刀子、鈍が副葬され、他に勾玉など玉類の出土が伝えられている。墳丘をめ

ぐる不整形な周堀からは底部穿孔壺形土器やS字状口縁台付甕が出土している。

12 綜覧滝川村2号墳 下滝町字境内26 全長60mを越す前方後円墳である。主体部は後円部に構築された複室構造の横穴 2 

式石室である。大刀、馬具をはじめ多数の副葬品を出土する。 6世紀後半の築造と

考えられる。本古墳の周辺、井野川左岸には多数の古墳が群在する。本古墳の北側、

慈眼寺境内には円墳3基が現存し、その様相から前期の築造と想定されている。

13 若宮八幡北古墳 八幡原町字若宮2145 全長46.3mの規模の帆立貝式古墳である。南南東を向く前方部の西側には造り出 8 

し部が付設されている。墳丘の周囲には周堤帯を伴う周堀が一周する。主体部は

舟形石棺で、早くから珠文鏡、直刀、鉄鏃、碧玉製管玉、ガラス小玉の出土が知

られている。調査で中段面を囲続する円筒埴輪列を検出したほか、男女人物、盾

持人、家、盾、蓋、馬、犬、鹿等多種の形象埴輪が出土した。 5世紀後半の築造

と考えられる。

14 若宮A号墳 八幡原町字若宮2028 残存規模が径16Xl4mの円墳である。主体部に結晶片岩を模様積みし、胴張りプ 2 

ランを有する横穴式石室を有する。 6世紀後半の築造である。若宮八幡北古墳か

ら若宮古墳群、下郷遺跡の間には本古墳をはじめ鈴塚古墳など数基の円墳の存在

が知られており、この間に間断なく古墳が築造されていたと考えられる。また、

これらの古墳とともに前期の竪穴住居の存在が認められ、古墳群形成以前は居住

域として利用されていたことがわかる。

15 若宮古墳群 八幡原町字若宮 竪穴系小石榔を主体部に有する円墳6基、墳丘を有さない竪穴系小石榔20基が検 ， 
出された横穴式石室を主体部に有する円墳11基と合わせ長期にわたり古墳群が形

成されている。

16 下郷天神塚古墳 玉村町大字八幡原 全長80~90mの規模を有した前方後円墳と推定されるが、現存しない。後円部の 10 

一部が調査され、葺石、周堀が検出された。特殊器台の系譜を引く埴輪、底部穿

孔壺形土器、土師器の壺． s字状口縁台付甕が出土している。 4世紀後半の築造
と考えられる。近接して築造された前方後方墳、方形周溝墓との関連が注目され

ている。

17 下郷遺跡 玉村町大字八幡原 古墳時代4世紀の方形周溝墓27基、円形周溝墓2基、竪穴系小石榔2基、埴輪棺 10 

1基、土拡10基、全長40mの前方後方墳SZ42が検出されている。また、竪穴式

住居3軒も発見されている。 6• 7世紀になると周辺も含め横穴式石室を主体部
に有する円墳群が形成され、 14基が調査されている。

18 堀米前遺跡・不動東遺 綿貫町字堀米前 堀米前遺跡では 5~6世紀の住居40軒を検出した。不動東遺跡では古墳時代前 11 

跡 期・後期の竪穴住居をそれぞれ2軒検出したいる。 5世紀後半の溝からは格子叩

目文を施した土師質土器の甕を出土している。
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第 2章立地 ・環境

Nu 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 の 内 容 文

19 綿貫遺跡 綿貫町、台新田町 古墳時代前期の住居6軒・方形周溝墓2基、後期の住居を検出した。字小林前で 12 
は土壇状の遺構を伴う瓦葺建物址が検出され、寺院と考えられている。重弁蓮華

文の軒丸瓦や斜格子文の軒平瓦などを含む瓦が多黛に出土している。

20 柴崎熊野前遺跡 柴崎町字熊野前 埋没土の中位に As-Cが堆積する河川跡が検出され、大量の土器とともに石製勾 13 
玉・管玉、ガラス製小玉、大足をはじめとした木器が出土した。

21 下大類遺跡 下大類町字芹沢 ・柴崎 微高地上から古墳時代前期、平安時代の竪穴住居20数軒を検出した。 14 
町字二本木

22 矢中村東遺跡 矢中町字村東 古墳時代前期の方形周溝墓を検出する。その他にAs-B下水田、溝、溜池状遺 15 
構を検出する。出土遺物では「物部私印」の銅印が特記される。

23 矢中村東B遺跡 矢中町字村東 古墳時代前期の全長27mの前方後方型周溝墓、 2基の方形周溝墓が検出される。 16 

24 矢中村東C 矢中町字清水 ・柴崎境 古墳時代前期の方形周溝墓11基と円形周溝墓 1基を検出する。 14 

25 西横手遺跡群 西横手町字西免 ・萩原 古墳時代前期の周溝基、古墳時代前期～中期の水路、 Hr-FA下面の水田を検出 17 
町字沖 した。

26 宿横手三波川遺跡 宿横手町字三波川 古墳時代の遺構としては Hr-FP下面と Hr-FA下面の水田址を検出した。 18 

27 上滝榎町北遺跡 上滝町字榎町北 古墳時代の遺構としては Hr-FA下面の水田と As-C混土層上面および、その 18 
下面から水田址を検出した。前期の住居1軒も検出している。

28 上滝五反畑遺跡 上滝町字五反畑 榎町北遺跡と同時期の水田址を検出している。 18 

29 上滝遺跡 上滝町字 古墳時代前期・後期、奈良時代の住居を検出した。 19 

30 下大類蟹沢遺跡 下大類町字螢沢 古墳時代～平安時代の住居、建物址と考えられている棚列状遺構が検出された。 20 
それとともに円墳1基が検出され、円筒埴輪、人物 ・馬・大刀等の形象埴輪が出
土している。

31 上滝社宮司 上滝町字 古墳時代前期の土拡が検出されている。井戸の可能性も考えられる。近接して滝 21 
川C遺あり、溝から前期の土器を出土している。

32 下斉田遺跡 下斉田町字小芝 ・熊野 古墳時代前期の竪穴住居3軒とともに方形周溝墓 1基を検出する。その他に奈 22 
良 • 平安時の住居なども存在する。

33 灰塚遺跡・灰塚II遺跡 八幡原町字灰塚 古墳時代～平安時代に至る竪穴住居を検出する。それとともに直径35mほどの円 6 
墳1基を出する。周堀内から出土した土師器高杯 ・杯 ・甕、須恵器甕の様相から
5世紀中頃か後葉の築造と考えられる。

34 八幡原大恥 ・稲荷遺跡 八幡原町字 古墳時代後期を中心に25軒の住居を検出する。 23 

35 東中里遺跡 東中里町字栗崎境 Hr-FPの二次洪水堆積層下水田、 As-B下の水田が検出されている。 6 
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第3章遺構に関する報告

1.調査の方法

(1) 第 1次～第Ill次調査

第 1章でその経過を述べたように、第 I次調査は、

稚蚕飼育場設置に伴う桑園造成計画により、本古墳

を開墾するという開発行為に対応するため実施され

たものである。そのため、墳丘の形状 ・規模、埴輪

をはじめとした外部施設の把握、埋葬主体部の形

態・位置の確認などがその目的とされた。また、そ

れらの成果を持って、その後に本古墳の保存対策を

講ずるためのものでもあった。

調査は、 1965（昭和40)年に群馬県立博物館が作

成した1/200の墳丘実測図を基礎にして調査区の設

定がおこなわれた。調査は、緊急を要するものであっ

たこと、表土層の除去、墳丘盛土の断ちわり、遺物

の検出作業のすべてを人力によるため、その規模を

限定する必要から、後円部の墳丘西半分を主対象に

トレンチ法で実施することが立案され、開始された。

第1章の内容と重複する点があるが、その経過を

具体的に述べると、調査区は、墳丘主軸（任意に設

定）に平行するAトレンチを、後円部西側墳丘面に

主軸線に直交する幅 2mのBトレンチを設定した

（以下、調査区の設定位置は第2図を参照）。 Bトレ

ンチは、調査の進展に伴い、墳丘の立面形状を追求

するため、中段周辺から墳丘の墳頂部方向と墳丘裾

部方向へそれぞれ拡張され、最終的には墳丘西側を

長さ27mにわたり立ち断るかたちとなった。

墳丘中段面には、埴輪の樹立状況を把握すること

を目的としたCトレンチを、 Bトレンチと交差する

ようにその両側に配置し、 Bトレンチの南側をC

-1区 (2X 4 m）、北側をC-2区 (3X 6 m)と

細分、呼称した。

本古墳の内部主体については、甘楽町笹ノ森古墳

など群馬県内所在古墳の事例を参考に、西側に開口

する横穴式石室の存在が想定された。このことに基

1.調査の方法

づき石室開口部の位置を確認することを目的とした

Dトレンチ (3X 4 m)を設定した。この調査区は、

中段面側に開いた台形状を呈するものであった。

第 I次調査の結果、古墳の遺存状態が極めて良好

で、中段面上には、埴輪列が原位置で確認できるこ

と、主体部の横穴式石室は、右側壁が崩壊していた

ものの未発掘で、おびただしい数の副葬品は、古墳

構築当初の状態を残したままであることが判明し

た。このため、古墳の保存措置を講じ、史跡指定を

実現することを目的とした調査の必要性とその方法

が検討された。

第II次調査では石室内部の調査にその主体がおか

れた。調査は、将来の石室修復に備えるための精査

が必要とされた。そのため、崩壊した天井石の除去

がなされた。これに先立って後円部部分の墳丘測量

を実施、 1/100の平面図が作成された。さらに、石室

の調査に先立ち、後円部墳丘部上の埴輪樹立状況お

よび、墳丘盛土の堆積状況を確認するため、石室の

主軸と平行して 1本（後円部中央トレンチ）、これと

直交する方向に 2本のトレンチ（後円部南北トレン

チ・後円部西トレンチ）を設定した。その後、後円

部全体の面的な調査（石室上部 ・石室上部S・羨門

北の各調査区の設定）を経て、石室調査へと移行し

ていった。

前方部および、くびれ部においては墳丘の状況を

把握するために、墳丘主軸に直交する幅2mのトレ

ンチが設定された（前方部西側トレンチ、鞍部西側

トレンチ）。この他にも前方部墳頂部、前方部北西隅

中段など墳丘上の主要部分に調査区を設定した。そ

の他の墳丘部における調査としては、前方部西側中

段面に前方部西側トレンチと鞍部西側トレンチを接

続するかたちで、長さ15m、幅5mの範囲の調査区

が設定された。この調査区は、 Cトレンチに続く墳

丘西側中段面部分の構造および、そこに樹立される

埴輪列の状況を追求することが目的であった。
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第3章遺構に関する報告

第III次調査では墳丘東側部分および、墳丘裾部各

所の調査により、墳形の確定、墳丘構築面の状況把

握がなされた。さらに、くびれ部西側中段面の長さ

約13.8m、幅7mの範囲の調査を実施することによ

り (C-4・5)、石室開口部から前方部西側に至る

までの中段面とそこに樹立された埴輪列の状況が連

続して確認できた。

また、この時の調査で、周堀外縁の位置を確認し、

周堀部の規模 ・形態を把握することを目的に幅2m

のトレンチが13箇所に設定され調査が実施された。

これは、史跡指定のための範囲確定の基礎資料を得

ることを目的とされたものでもある。

記録についての、実測図は、平面図を平板測量と

簡易遣り方測量で、立 ・断面図は簡易遣り方測量で

作成した。土層断面図、埴輪の出土状態は、 1/10、

1/20で、その他随意、状況に応じて適当な縮尺で図

化した。レベルは後円部墳頂部にBMを設定し、こ

の点からの相対レベルが記録されている。

写真は、 35mmモノクロ写真、 6X9 • 6X6 • 4X

5判・ガラス乾判モノクロ写真、 35mmカラーリバー

サル写真をその都度使い分けて、撮影している。

最終的には墳丘上に27の調査区が設定され、その

調査面積は約800rri'となった。周堀の調査面積は13の

トレンチの合計が約120rri'である。

(2) 史跡整備

史跡整備次の調査の目的は、史跡環境整備事業を

進めるにあたり、必要なデータを得る目的で実施し

たものである。そのため、発掘はトレンチ法を基本

とし、平面発掘は必要最小限の範囲にとどめ、古墳

構築以後に堆積した表土層の被覆状態を明らかに

し、墳丘盛土表面の残存状況と周堀部の掘り方の形

状を把握することを第一の目的とした。

発掘調査に先立ち、現形図作成を実施した。本古

墳の外形測量は、第 I次～III次調査時（墳丘 1/100、

外周 1/200) と史跡指定後の公有地化時 (1/300)の

2回おこなわれているが、史跡整備事業着手時には

それらの測量杭が全て失われていた。そのため、新

規に国家座標に組み込んだ大縮尺の現形図（1/100)
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を作成（第 1図の原図）し、これに基づいて調査計

画を立案することとなった。現形図はトラバー比

1 : 32020で8ポイントの大トラバーを一周させ、周

堀部、墳丘部については各々小トラバーを閉合させ

た。派生を含めてポイント総数は52点である。また、

発掘調査および、整備の基準として古墳主軸を中心

とする座標系を設定した。古墳主軸（任意）を中心に

5m毎に区分しグリットを設定、南北方向をアル

ファベッド (A~Z• 2 A~)、東西方向を算用数字で

表した。グリッド名は北西隅の番号を用いた。その

うち、 2E-20をはじめとする 7点はトラバー観測

点と一致させた。例えば座標のU-20は、国家座標の

第IX系東西ー67621.044、南北＋34049.947に、 2E

-20は東西ー67596.919、南北＋34006.153にあたる。

主軸は座標北からN-28゚50'42"-Wである。

発掘範囲は最小限にとどめるため、幅1.5mのトレ

ンチを要所に設定することを基本とした。また、墳

丘および、周堀の屈曲する部分については平面発掘

によって形状把握に正確を期した。

実測は、全ての発掘区について平面図（墳丘0.2m、

外周O.lmコンター、 1/50)と土層断面図 (1/20)を

作成した。写真は35mmのモノクロ・カラーリバーサ

ル、 6X 9モノクロ写真を撮影している。

墳丘には計18本のトレンチと前方部両隅とくびれ

部の両側の 4区画を拡張した（第3図参照）。

周堀は計25本のトレンチと中堤西北隅に拡張5区

を設定、北辺の一部を拡張した拡張6区とともに面

的な調査をおこなった。

その結果、第 I次～第III次調査の際に得られた、

墳丘、周堀の形態 ・規模に補足 ・修正を加えること

となり、これらのデータを基礎に、史跡環境整備が

実行された。また、前方部東北隅中段面の馬形埴輪

の樹立、あるいはくびれ部東側中段面の円筒埴輪列

など埴輪樹立の新知見も得ることができた。

一部未公有の外堀部まで含めた古墳面積約24,750

面（公有面積18,908.92mりに対し、発掘総面積は

3,784面で、それぞれの面積比は15.3％（公有地との

比率20%) となる。
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第3章遺構に関する報告

2.確認された遺構

(1) 墳丘

現況図からは、全長101m、後円部径57m、前方部

61mの数値が得られる。しかし裾部には墳丘上方か

らの崩土と天明3年降下の浅間山軽石が寄せかけら

れ、用水路もめぐっている。そのため原形とはかな

り異なった数値が表れていると考えられた。高さに

ついては、後円部が前方部より0.5m高く水田面から

9mを計る。

I~III次調査では 8本のトレンチの他、石室と埴

輪調査のために後円部墳頂部、石室入り口から前方

部側部にかけての中段面、前方部両隅の中段面の各

所に発掘区が設けられた。しかし整備にあたり墳丘

全体の形状を把握するには数値が不足していた。新

たに幅1.5mのトレンチ25本と前方部両隅および、く

びれ部両側の 4カ所を平面発掘し、確認作業をおこ

なった。本項では保存修理の成果を主に記す。

前方部中央（前面） （史跡． 1-北トレンチ・ II次．

前方部北トレンチ）

前方部頂で長さ10.7mの平坦面を確認した。本調

査では家形埴輪が出土している。史跡調査でも形象

埴輪の小片の散布が認められ、築造当初の面がさほ

ど削られていないことが確認できた。

前方部前面は途中に幅3mの中段を設けている。

外方へ8度の下り傾斜をもつ。中段は墳丘を囲続す

るがここは最高所にあり、墳裾からの高さは4.65m

ある。埴輪基部が外端から1.26m内側にあり、周辺

に馬形埴輪片が分布する。

下段墳丘法面は29度30分の傾斜で直線的に墳裾に

いたる。墳裾は盛土法面と同傾斜で地山を1.lm削り

込んだローム層に置く。この位置は周堀底にあたる。

したがって内堀の立ち上がりはそのまま墳丘を構成

することとなる。一方、前方部頂から鞍部にかけて

はなだらかに移行するようであるが、 U列から後円

部方向へ24.4mと32.5mに傾斜変換点がみられる。

この間8.lmが鞍部ということになる。
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前方部東北隅（史跡．拡張3区、 II次．前方部東北

隅）

II次調査では小範囲を調査し、埴輪馬を 1体検出

しているが、形状把握は未確認であった。史跡調査

ではこの範囲を含め、前方部東北隅の上段墳丘から

内堀にいたる形状把握を目的に361面を調査した。T

列に12トレンチ、 23列に13トレンチを設定し、その

間を拡張調査したものである。

上段墳丘の隅部は第II次調査で削られていたが、

等高線の流れからT-23付近で屈曲すると考えられ

る。上段墳丘裾は隅部の高さ76mであるが、前方部

前面に高まり、くびれ部方向へ低くなる傾向をもつ。

中段の幅は 3m内外である。

T-23からは埴輪馬が頭部を前方部（東）に向け

て出土した。円筒埴輪列は明らかにできなかったが、

破片の散布は認められた。

下段墳丘は高さ75.6mから72.lmの間で構成さ

れ、墳裾から1.2m上位に旧地表面がある。そのため、

黒色旧地表土層が厚さ0.3mの帯状に墳丘下部を一

周し、これと相似形に墳裾がなだらかな曲線をもっ

てめぐることになる。また裾部に沿って 3本の溝が
註 1

めぐる。内側の溝は浅間軽石（As-A)で埋没してお

り、外方へ順次新しくなる。おそらく、天明期をさ

ほど潮らない時期に周堀を水田化するに際し、水路

として施設され、その後の軽石降下や墳丘土の崩落

で埋没・開削を繰り返した結果であろう。隅部裾を

切っているのは天明期の溝のみであり、他の溝は

もっと高い位置のため遺構面まで達していない。ま

た隅部裾を構成する周堀底との傾斜変換点は地山を

削り出し、 As-A埋没溝の外方にまでのび、まるみ

をもっている。このことから隅部のまるみは築造当

初から構成されていることが明らかとなった。

本発掘区では盛土のほとんどがローム土を主体と

しており、黒色土の使用は比較的少ない。崩壊しやす

い隅部の構築にあたっての配慮であろうか。なお、下

段墳丘側部下方(T-25付近）の傾斜がきついのは後

世の耕作による削平であることを断面図が示してい

る。
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第3章遺構に関する報告

註1 天明3 (1783)年浅間山降下軽石 ＋ ＋ ＋ 

前方部東側部（史跡． 3-東トレンチ． 4-東トレ

ンチ、 III次．前方部東トレンチ）

前方部東側部の形状を把握するため、墳丘主軸(20

列）と直交位に 3本のトレンチを設定した。史跡調査

の3ー東トレンチは前方部頂から東側方へ、 4ー東

トレンチは 3ー東トレンチから12mくびれ部よりに

設定した。 III次調査の前方部東トレンチは 3ー東ト

レンチからわずかにずれて設定したものである。

3ー東トレンチは主軸から2.53mで上段墳丘斜面

に移行する。頂部縁辺には円筒埴輪片と器種不明の

形象埴輪小片が分布する。上段墳丘斜面は攪乱によ

る若干の凹凸がみられる。傾斜角度は19度内外であ

る。中段は20列から16.5mの位置からほぽ水平に形

成され3mの幅をもつ。高さは東北隅部より0.34m

低い。そのほぼ中央から馬形埴輪片が集中して出土

した。下段墳丘は24度強の傾斜をもち、地山を1.3m

整形して墳裾にいたる。下段墳丘盛土厚は2.6mであ

る。墳裾は As-A軽石を覆土とする溝によって0.7

mほど削られている。

中段の検出にあたっては土層に疑問が生じた。そ

こで上段墳丘裾部を切断し、盛土状態を調査した。

上層卜は約 lmの厚さでローム・黒色・褐色土粒を

均ーに含む層、以下へ黒色土、ネローム主体層とな

る。ところがトレンチの対応する断面で、盛土下0.4

mから土師器坪と 1片の埴輪片が出土したのであ

る。これを包含する層は黒色土でレンズ状体積を示

し、下層のローム主体層とは明確に識別できる。そ

のため中段面の堆積土 (3層）ではないかとの疑い
註2

をもったが、 As-Bを含まないこと、下面を墳丘面

とした場合、中段が奥へ入り込み過ぎること、当該

層がへ層に対応し、上下層もそれぞれト・ネ層に相

応することがわかった。したがって同層と直上層は

墳丘土と判断される。盛土中から出土した土師器坪

と埴輪片は採取土の中に混入したまま運搬されたも

のであろう。

4ー東トレンチは 3ー東トレンチとくびれ部との

28 

＋
 

間を確定するために設定した。堆積土が厚く遺存状

態は良好であった。頂部は20列から2.4mで傾斜しは

じめ、同位置には 3ー東トレンチ同様埴輪片の分布

が認められた。小片が多く器種は不明である。上段

墳丘はくびれ部へ狭まる位置にあるためか傾斜角は

23度ときつい。また中段と接する位置では40度の急

角度をもって明瞭な屈曲をしめす。中段面は外縁が

崩壊し正確な幅を計測できないが、下段墳丘傾斜角

から判断すると3.4m前後となる。埴輪が認められな

いのはこのためであろう。下段墳丘も傾斜角は25度

ときつい。見かけ上の墳裾は As-Aで埋まる位置

であるが、本来はこれより1.2mほど外方と考えられ

る。地山整形高は1.2mである。墳裾直上の堆積土は

灰褐色粘質土でその上に As-Aがのる。周堀では

相当する位置に As-B層が堆積する。このことから

灰褐色土は墳丘中段面に一般的に認められる As

-B層下の 4層暗褐色土（墳丘直上層）と年代的に

相応すると考えられる。

註2 浅間降下軽石で天仁元年(ll08)年説が有力（新井1979)
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史跡．拡張4区実測図 （1: 150) 

くびれ部東側 （史跡．拡張4区、 III次．鞍部東トレ

ンチ）

本区は 5• 11ー東 ・17の各トレンチによってその

概況を把握したうえで194面を平面発掘したもので

ある。 III次調査の鞍部東トレンチは史跡調査の 5ト

レンチとほぽ同位置に設定したものである。

30 

前方部と後円部の接する位置にあたる本区の形状

は墳丘形態を把握するうえで重要な部位といえる。

くびれ部はなだらかな曲線で構成される。拡張3

区と同様、本古墳に葺石が施設されないための工法

と考えられる。幅が最も狭まるのは 2A列付近であ

り、墳裾では 2Aから 2B方向 2mの位置 (2A+ 
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II次．鞍部東側トレンチ実測図・史跡．拡張4区墳丘盛土層図(1: 150) 

2m) に孤の変換点が認められる。換言すれば、前

方部が幅を減じつつくびれ部にいたり、やや後円部

方向へ幅を増す位置にあたるといえる。

5および、 11トレンチの頂部には埴輪片の分布が

認められる。 このことによって前方部頂から鞍部に

かけて埴輪の樹立が確実になった。

上段墳丘の傾斜は20度と緩やかである。これは鞍

部頂が前方部頂より1.8m低いにもかかわらず、上段

墳丘裾がx-2m列からほぼ同じ幅でくびれ部にい

たるためである。

中段面は上段墳丘傾斜と明瞭に変換する。外縁は

崩壊しているが推定幅3mである。これから0.4m内

側に中段と相似する曲線で円筒埴輪列が認められ

た。調査区内での確実な樹立は11本で遺存状態は良

好とは言えない。円筒列の内側に接して平底の須恵

器瓶が出土している。下段墳丘は26度の勾配でその

まま周堀にいたる。地山整形高は1.3mである。

本区の盛土は下段墳丘と上段墳丘下部に黒色土の

多用が認められる。特に上段墳丘裾部を帯状にめぐ

る黒色盛土層は下段墳丘下部を構成する黒色地山層

31 
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に類似した景観をしめす。

くびれ部東側～後円部東側 （史跡．

17 • 22 • 2ー東 ・7トレンチ ・III次．

後円部東裾トレンチ）

ここで述べる 4本のトレンチは後

円部頂の2E-20列から放射状に設

定し、後円部東側部の形状を確認し

たものである。東側部は上段墳丘が

削平され、中段部が異常に広くなっ

ている。

＋ 

一—ニ＋ 

＋ 

+

+

+

 
また墳裾も耕作によって変形していること

が確認された。なお下段墳丘と周堀との間には後円

部裾を巡るテラス状遺構が検出された。

17トレンチはくびれ部方向に設定した。 2 E-20 

からの距離12.3mと19.2mの間に削平がおよび、上

段裾部は明確でない。削平は堆積土からみて中世に

潮るとみられる。中段面は比較的遺存状態は良く、
註3

拡張4区に図示した円筒埴輪列の出土をみた。

22トレンチは方向角67度30分に設定した。 ここで

も17トレンチから続く削平が上段墳丘下部から中段

面上4mにおよんでいる。ただし中段面は遺存状態

が良好で2本の円筒埴輪の樹立が認められた。

-20から19.9mの位置である。

埴輪片の分布が濃密である。

は標準堆積土の 4層であり、

2E 

側2.7mに人物埴輪頭部が出土した。周辺には円筒状

＋ 

E

9

 

＜＝） 

る。

また円筒埴輪列の内

これらを包含する土層

その上層には 3層があ

したがって本トレンチにおいても削平は中段面

には達していないことがわかった。ちなみに人物埴

輪頭部の出土位置は、全体から想定される上段墳丘

裾線の外方0.9mにあり、中段面直上である。原位置

をさほど移動していない可能性を示している。削平

面は堅くしまっており、上層からは中世常滑焼きの

破片が出土している。何らかの施設があった可能性

が強い。

2ー東トレンチは後円部中央に墳丘主軸と直交し

て設定した。後円部頂は本調査の石室調査で削平さ

れ、上段墳丘下部は17トレンチと22トレンチと同様

の削平がみられた。上段墳丘下部の削平は中段面に

まではおよばないが、上段墳丘裾線は明確でない。
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2 E-20から17.5mに形象埴

輪台部が出土した。近くから

武人埴輪の腕が出土してお

り、形象台部の外方2.5mから

は円筒埴輪が出土している。

墳裾は溝に切られているが、

汀線帯が明瞭に確認できた。

下段墳丘の傾斜と水平なテラ

ス状を呈する汀線帯との屈曲

位置は図上で容易に復元でき

る。 地山をlmほど削り出し

て墳裾を置き、 そこからロー

ム土の水平面（汀線帯）が3.2

m続き、さらに0.3mほどの段

をもって周堀にいたる。 22ト

レンチでも同様な状況が観察

された。

7トレンチは後円部東南に

設定した。上段墳丘下部と墳

裾の攪乱が著しい。特に墳裾

は変換点として確認した位置

から 3m内側にまで耕作がお

よんでいる。同所からは井戸

遺構が検出された。 2 E-20 

から13.lmに上段墳丘裾、27.
三；

4mに墳裾がある。また墳裾外

方1.8mに変換点があり、この

間はロームの平坦面が造り 出

されている。

註3 第51図参照（埴輪出土図）

後円部南側（史跡． 20• 1ー南

トレンチ、III次．後円部南裾

トレンチ）

20トレンチは、後円部頂主

軸に対し157度30分の開きを

もって南東方向に設定した。

中世の削平が中段にまでおよ
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んでいる。 このため中段盛土面は後

円部東側より0.3m低くなっている。

直上にはO.lmほどの褐色土層があ

り、堅く踏み固められている。

同面は後円部東側から南側にかけ

ての広い平坦面を造出している。下

段墳丘盛土断面は中位がくぽむ形状

をなし、厚い堆積土に覆われる。直

上に暗褐色粘質土、その上に0.4mの

As-B主体の3層が堆積し、その上

層lmが盛土崩壊土である。

中段盛土を削平移動した結果と思わ

れる。

現状での墳裾は 2E-20から26.9

mの位置にあり、

これは

ローム土を削り出

した平坦面（汀線帯）外端はこれよ

り3.85m外方に位置する。

1ー南トレンチは墳丘主軸上に設

定した。堆積土の状況は20トレンチ

に類似している。後円部南側の上段

墳丘の削平は推定した裾部より8.8
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2.確認された遺構

I次． Bトレンチ）

5本のトレンチを設定した後円部西側は、東南側

からの続きで上段墳丘が著しく変容している。 2
 

ー西トレンチにいたり、ようやく原形を確認できた。

後円部は標高80.54mである。中段面は約0.5m削

平されており、埴輪列と上段墳丘および、下段墳丘の

変換点は不明である。

の数値とくびれ部の形状から推定せざるをえない。

10トレンチの上段墳丘の破壊は後円部頂の 2E-

20から10m以内にまでおよび、中段面での削平の幅

は11.7m以上になる。同面からは建物の柱穴が検出

された。

したがって同部の形状は墳裾

また 6トレンチ削平面から検出されたピッ

トからは中世の土師質皿が出土している。

南西部での墳裾は原形図でも明らかなように後世

の削平が著しく、As-Aを埋土とする溝で切られて

いる。ローム土がテラス状に巡る汀線帯外縁はそれ

より外方に位置するため、破壊がおよばず、ほぼ正

円で巡ることが確かめられた。

はおおむね30m前後である。

および、

2 E-20からの距離

これに対し墳丘裾は10

2一西トレンチが28.7m、6および、 19ト

レンチが27.3mと若干の差が生じる。 また10トレン

チ裾部は堆積土の状態から原形を良く保っていると

考えられるが、汀線帯は明らかではない。裾部は周

堀底より0.2m低く明確な屈曲をなす。

19トレンチは石室南方近くに設定したため、中段

奥で石室地業石の検出をみた。現状ではこれの外方

0.3mほどしか盛土に覆われていないが、本来は 2m

ほどの盛土があったものと考えられる。

2ー西トレンチは墳丘主軸に直交して設定した。

中段部に I次調査のBトレンチが重複するが、他の

攪乱は受けていない。中段面は10および、 6トレン

チより0.5m高い。このことから後円部中段面は現状
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ローム土を1.lm削り出し、 0.9m幅の汀線帯を造り

出している。対応する 2ー東トレンチでの裾部の状
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黄褐色土

史跡．拡張 1区 （上）、II次．鞍部西側トレンチ（下）実測図 （1: 150) 
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史跡．拡張1区墳斤盛十層図（1: 150) 
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十
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＋ 
くびれ部西側（史跡．拡張1区、 11ー西トレンチ）

鞍部からくびれ部西側にかけての状況を把握するため、墳丘主軸と直

交して鞍部の 2A列に11ー西トレンチ、後円部頂2E-20からくびれ部

方向に18• 16トレンチを設定し、 さらにこれを拡張して平面的に形状を

確認した。面積は246面である。対応する東側と同様、曲線で構成される

ことがわかった。 11ー西トレンチ上端は鞍部にあたり、 11ー東トレンチ

と合わせ5.95mの幅をもつ。現状は外端が崩れており馬の脊状を呈する

が、当初は平坦に造成されたものであろう。上段墳丘法面は21度の直線

的な勾配であるが、下端近くで急傾斜となり中段面と明瞭な屈曲をなす。

＋ ＋
 

同部分の形状は第II次調査で確認したところであり、

部側部の特徴的な造作と考えられる。

くびれ部から前方

中段面からは第II次調査で人物埴輪列を検出している。外縁は崩れて
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らに16トレンチに直交する34トレンチを

設定して調査したところ、石室構築にか

かわる遺構が確認できた。風倒木痕の下

面は擢鉢状を呈し、地山黒色土下におよ

ぶ。断面精査の結果、地山黒色土面に石

室の側壁使用石材である角閃石安山岩の

削り屑層が約3cmの厚さで認められた。

粉末化したものの中には 3cm程の小塊も

含まれ、一部は黒色土に食い込んでいる。

範囲は 2A-16付近の 4X3m以上で前

方部方向へさらに延びる。 11一西トレン

チの南壁断面で観察すると、 これを盛土

が直接覆っていることがわかる。 さらに

E

9

L

 

詳細に断面を観察すると盛土上半は粘性

の強いローム土が主体をなし、法面と同

様の傾きで築土されている。下半も同様

の積み方であるが間層に堅くよく締まっ

た黒色土層が存在し、上半盛土と明確に

分離できる。同層上面の傾斜角は16度30
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23度より緩い。中段面は上段墳丘傾斜と明瞭な変換

をしめし、やや外方へ下る平坦面を形成する。幅は

東側と同じ2.4mである。下段傾斜角も東とほぼ同じ

で24度30分を計る。裾部は盛土と同じ傾斜で地山を
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lm掘り下げ、 そのまま周堀に移行する。地山黒色

土面は東よりO.lm低い。裾部での墳丘幅は47.18m

である。 これを中分すれば中心は20列の西方0.86m
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となる。これは頂部幅の中分点と20列との差0.76m、

上段墳丘裾間の幅25.0mの中分点との差l.lmと近

似する。 このことから墳丘前方部は立面形において

も左右対称を意図したことが推測される。 したがっ

分で、後円部方向へ延長すると石室壁体上半に一致

する。この傾斜面の下端は16列＋2.3mにあり、外方

へは平坦となる。角閃石安山岩層とは16cmの間層が

ある。出土位置は後円部下段墳丘盛土の下端線を鞍

部方向へ延長した、 くびれ部下段墳丘盛土下にあた

る。また石室修理工事に伴う調査においては、奥壁

に向かって左方の裏込め土に直斜面が確認された。

このことからこの傾斜面は石室構築にかかわる作業

路と考えられる。

前方部西側（史跡． 4ー西トレンチ、 3ー西トレン

チ、 II次．前方部西トレンチ）

史跡調査では前方部西側の形状を確認するため、

墳丘主軸に直交して 2本のトレンチを設定し、調査

を実施した。 II次調査時のトレンチは 3ー西トレン

チより lmほどくびれ部よりに平行して設定された

ものである。確認した形状は、全体的には対応する

東側と類似する。

4ー西トレンチはX列に設定した。全体に遺存状

況は良好である。頂部外端は20列から3.88mにあり、

て調査用に設定した20列は本来の古墳の主軸線より

前方部でやや東へずれて設定した可能性が生じた。

3ー西トレンチは前方部頂から西側へ設定したも

ので3ー東トレンチに対応する。墳丘断面は整った

直線で構成される。現状での墳頂の幅は8.29mとな

る。上段墳丘傾斜は東側よりきつく 23度30分となる。

中段面は幅3.18mとひろい平坦面を造る。同面には

既調査はおよんでいなかったが、埴輪の樹立は認め

られなかった。下段墳丘の傾斜も東側よりややきつ

く26度となる。地山を1.lm削り出し、東側より0.2

mほど浅く周堀底に移行する。同部位での墳丘幅は

55.19mである。東側に比べ墳丘法面が急傾斜なの

は、中段面の幅を広げ、埴輪列を囲続するための造

作と考えられる。

前方部西北隅（史跡．拡張2区、 II次．

隅）

前方部西北

本発掘区は前方部西側部T列に設定した14トレン

チと前方部前面17列に設定した15トレンチに挟まれ

た隅角部を平面発掘したものである。調査は上段墳

丘下部から周堀にかけての361.2面である。この調査

によって、本区は東北隅部の形状と同様であること

がわかった。 したがって観音山古墳の墳丘屈曲部は

いずれも緩やかな曲線をもって構成されていること

が判明した。
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2’．褐色土 2附と暗褐色士との混土層 2層よりやや暗色みを増す。

As-Aを含まない。

2’：褐色土 2層と同質であるが明度を増す。

3.黒色士のプロック

4.黒色土のプロックと褐色土との混土屠 盛土崩落土の可能性が強い。

ロームプロックも混入する。

4＇．黒色土のプロックと褐色士との混土層 4層よりも明る＜砂質である。

5. As-A 

6.溝埋没土

7.暗褐色土 粘性あり。ロームプロックは含まれない。

7’．灰褐色土水成で明色、粘性をおびる。
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第27図史跡．拡張2区実測図(1: 150) 
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かに外方へ傾斜している。
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史跡．拡張2区墳丘盛土層図 (1: 150) 
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上段墳丘の稜線はかなり崩落がすすみ不明瞭であるが、中

段と接する裾線はT-16付近で屈曲することが確かめられ

た。同位置の高さは東北隅部と同じく標高76.20mで、前方部

頂からは4.7m下位にある。

中段の幅は側部で3m、前面で2.7mである。中段面はわず

また大きくみるとくびれ部へは
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2.確認された遺構
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第29図 II次．後円部墳頂部～上段各トレンチ実測図（1: 150) 
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第3章遺構に関する報告

17 8' : 天井石 17 

西側トレンチ

I.表土

2.暗褐色土

2'.暗褐色土 ロームを混入する。

2”．暗褐色士 ロームの大型プロック混入。

下部は黒色みが強い。

3.黄褐色ローム 1~2 mmの石粒を含む。下部

には、ロームプロックを混入

南側・北側トレンチ する。

中央トレンチ

4.暗黒褐色土

5.淡黄色土 プロック状を呈する青白色粘

5’，淡黄色土

6.砂質土

7.黄褐色粘士

8.暗褐色土

9.砂質黄色士

10.暗黒褐色土

土・黄色粘土、径3an前後の

小礫を含む。

ロームプロックを混入。黒色

み、黄色みも強い。

ロームを混入する。

粘土多し。

II. ローム 青白色粘土混入。粘性強い。

12.腐植土

西側トレンチ L=B.M-78cm 13.黒褐色土 ロームを混入する。

南側 ・北側トレンチ

I.表土

2.暗褐色土

゜
3'混合土 ロームの小プロック、黒色土、径 Ianほどの小礫を含む。

3’．混合土 3層と同様であるがよりロームのプロックの混入旦が少なく、

より黒色みを増す。

3''.混合土 ローム、黒色土がまだらに混入する。

4.暗褐色土 育白色粘土を含む。

5.暗褐色土 ローム、黒色土を含む。

6.黒色上 ロームプロックを少景含む。

6'.黒色土 6層と同様であるがロームプロックの混入が多くなる。

飢黒色土 ローム小プロックをわずかに含む。

7.暗褐色土 ロームプロック、褐色土を含む。

8.褐色土 軟質。

9.暗褐色士 ローム小プロックを含む。

10.黒色土 ローム粒、軽石を含む。

II.淡黄褐色土 青白色粘土、ロームを含む。

12.黄褐色土 軽石、青灰色粘土を含む。

訟黄褐色土 12層と同様であるが赤色みをおびる。

中央トレンチ

］． 表土

2.暗褐色土 黒色土のプロックを含みローム門である。

2'.暗褐色土 黒色土を幾分含む。

3'黄褐色粘土 ローム質の土粒多く黄色みをおびる。

3'.黄褐色粘土黒色土のプロックを含む。

4.黒色土 ロームを含む。

5.黄褐色士 黒色土を含む。

6.黒色土 ロームのプロックを含む。

6'.黒色土 ロームの小プロックを含む。

7.混合土 ロームのプロック、黒色土、暗褐色土からなる。

7'.混合土 7層より粘士多く白っぼい。

8'混合土 青灰色粘土、ロームのプロックを主体とし、わずかに黒色土も

含む。

9.黄褐色土 ローム質土の中に黒色土をわずかに含む。

10.淡黄白色土 径5cmほどの小礫、少量の黒色土、青白性粘土を含む。

11.黄褐色土 青白色粘土、径 Ianほどの小礫を含む。

5m 
14.黄褐色土 砂質。

15.褐色土

13.黄褐色土 青白色粘土、ローム、径5anの小円礫を含む。

13'.黄褐色土 13層と同様であるがより幾分白く、粘性に富む。

14.黄褐色粘土

15.暗褐色土

16.暗褐色土 黒色士の小プロックを含む。

17.黄褐色土 軽石多い。黒色土 ・褐色土プロックを含む。

18.褐色土 風化した小礫を含む。粘土質で赤褐色土の軽石を含む。

19.粘性黄褐色土軽石と黒色土が混入する。

20.暗褐色土 黒色土を含む。

21.黄褐色粘土 下部に黒色土のプロック、上部にローム質土が多く黄色みを

22.黄褐色粘土

23.黒色土

24.混合土

25.暗褐色士

26.黄褐色土

27.混土層

28.暗褐色土

おびる。

粘性強く、白色みをおびる。

ロームプロックを含む。

淡黄色土、黒色土、褐色土、黄褐色土からなる。

黄褐色土プロックを含む。

軽石と黒色土が混入。粘性あり。

黒色士、褐色土、暗褐士、黄色士からなる。

赤色みをおびる。

12.淡褐色土 青灰色粘土を含む。

13.黄褐色土 暗褐色土、ロームを含む。

14.混合土 径5~6emの角閃石安山岩の小石をかなり含む。黄褐色土、

暗褐色土、黒色土プロックも含む。

15.淡黄褐色土 青灰色粘土、ローム粒を含む。

15'.淡黄褐色土 ロームプロック、暗褐色土、径5~6anの小礫を含む。 15屑

より白色みをおびる。

16.暗褐色土 黒色土、青灰色粘土、暗褐色土、径 Ian位の小礫を含む。

17.黒色土

18.暗褐色土

19.暗褐色土 ローム質土を主体とし幾分の黒色土、径5emほどの小礫を含

む。

20.淡黄褐色粘土

21.やや暗褐色土砂粒、礫（小豆大）を含む。

22.黒色土 暗褐色土、褐色土、黄色土を含む。

23.褐色土 粘土、砂礫を含む。

第30図 II次．後円部墳頂部～上段各トレンチ実測図 (1: 150) 

徐々に低くなり、前端部中央には高く なる傾向をも

つ。第II次調査では隅角部から埴輪馬が出土したが、

史跡調査では何ら認められなかった。

下段墳丘は比較的良好な状態が検出できた。裾部

下端線は東北隅と同じ く72mの等高線がめぐる。地

山の整形高は lmである。そのため検出した墳丘面
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には地山黒色土層が裾線と相似形に帯状にめぐる。

前方部最大幅は62.3mを測るが、裾線に重複する

近世溝で若干の変容が看取され、原形は64m近い幅

だったと推定される。

また前方部前面はわずかに膨らみをもっている。

両隅部を直線で結んだと きの前面中央の出は上段墳



丘裾で0.89m、墳裾下端部で0.65mとなる。

盛土はローム土が主体で黒色土の使用は認められ

ない。黒色土を多用した東北隅部とは対称的である。

後円部頂および、上段墳丘（史跡．石室調査区、 II

次．墳丘頂部トレンチ）

II次の石室調査は崩落している天井石を除去して

実施した。これに伴い、石室主軸線上とこれに直交

する奥壁および、玄室中央の 3カ所にトレンチを設

定した。また整備に伴う石室半解体調査においても

II次調査のおよんでいない石室主軸上の石室背後お

よび、盛土掘削に伴う要所にトレンチを設定し、土

層の観察をおこなった。

南側、北側トレンチは墳丘主軸より23度ほど西に

偏して後円部頂部に15mX2 mで設定し、頂部から

2.7m掘り下げた。トレンチ底は石室最奥の天井石直

上に達する。盛土層は天井石を直接覆う厚さ50cmほ

どの淡黄褐色粘土のうえに、ローム土を主体に一部

黒色土を混ぜ、 5cm~20cm厚で水平に堆積するのを

基本としているが、大きくみると、 5~6層を 1単

位にし、厚さ lm、長さ 3~4m程のブロックごと

に盛土しているごとくである。 トレンチ北端は後円

部中心から12mの位置にあり、鞍部との接合状況を

確認するにはいたらなかった。

中央トレンチでは奥から 2番目の天井石が露出し

た。奥の第1石と手前の第3石より上面が低いため

か白色粘土を蒲鉾状に厚く被覆している。盛土は全

体としては玄室中央から周辺ヘブロックごとに順次

寄せかけるように盛っているようである。このこと

は西側トレンチでも看取される。

以上は石室天井石以上の状況である。

石室天井石以下の上段墳丘盛土については、石室

裏込め被覆土の傾斜面に対し、ローム土を主体に水

平ないしは内下がりに盛り土する。上半の状況とは

趣を異にする。裏込め被覆土傾斜面との分離を防止

し、かつ盛土の強度を図ったためと考えたい。石室

との関係については「石室編」で詳述する。

2.確認された遺構

(2) 周堀・中堤

1965年作成の墳丘測量図（第2図）にもその地割

が見られるように、第I次調査開始前、墳丘の周囲

には水田が囲饒しており、周堀の存在が想定された。

これらの水田の幅は部分毎に異なり、前方部北側で

は約4m、前方部西側では18m、同東側では24m、

後円部後方では最小幅が15mであった。その後の土

地利用の変更により、地割の変更を伴い、水田の畦

畔と周堀の縁部が必ずしも一致していないが、盾形

の周堀が墳丘を取り巻いていたであろうことが充分

推定できた。水田の外側は畑地で、水田面との比高

は0.3~0.7mで、東側部分ではその差が大きい。

周堀の調査は、第III次調査時に、周堀の幅、形態、

規模、範囲を確認するために、要所に幅 lmのトレ

ンチを13本設定し実施された（第2図参照）。その結

果、周堀は中堤を挟む盾形の二重堀であることを確

認した。

この時点で、内堀の幅は前方部前面で28m後円部

後方で25m、側面部は前方部で東面とも25m、後円

部中心位で東西とも28mと推定された。中堤幅は前

方部で8.5m内外、後円部後方で8m、後円部側面の

西側で7m内外、東側で10.5mで、外堀内縁が東側

部分で張り出し外堀幅を狭めているとされた。外堀

の幅は、前方部前面で11.4m、後円部側面部は西側

11.5m、東側5mと推定された。

史跡整備時の調査では第III次調査で二重の周堀が

囲続することが判明したのを受けて、これらの正確

な資料化を意図した調奎計画が策定された。そのた

め墳丘から周堀にかけて連続するトレンチを基本に

設定し、さらに必要な部分について派生するトレン

チを設定した。特に、北西隅については平面発掘を

実施し、内堀の外縁、中堤、外堀の内外縁の屈曲す

る状態を把握した。また、私有地についても遺構の

存在が予想される箇所については借地をして、調査

をおこなった。

また、 1983（昭和58)年度には高崎市教育委員会

が古墳北側地区の圃場整備事業に起因する調査を実

施した際、史跡指定区域外に調査区を設定している。
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第3章遺構に関する報告

調査区は前方部西側側面部に 2箇所（「綿貫遺跡』

24•25 トレンチ）、東側側面部に 1 箇所 (26 トレンチ）

および、東北隅に 1箇所 (1トレンチ）の合計4箇

所でいずれも外堀の掘り込みが確認されている。

周堀内の堆積土の基本層序は、上層から1.表土

（水田、あるいは畑地耕作土）、 2.鉄分凝集の酸化

層、 3.As-B、4.青灰色粘質土の 4層に大別が

可能で、これに個々の箇所で異なる土層が堆積する

といった状況がみられた。

史跡整備時に周堀・中堤に設定したトレンチは29

本である。以下、各所の調査成果を第III次調査、史

跡整備時の調査あわせて説明する。

北辺中央（史跡． lトレンチ）

前方部北辺には、史跡整備時に前面中央に 1トレ

ンチを設定した。そして、北西隅の屈曲部に設定し

た27• 28トレンチまでの間に32• 29 • 24 • 26の各ト

レンチが配置され外堀の状況確認がおこなわれた。

また、第III次調査時には 1トレンチの西側に平列し

てIトレンチが、 29トレンチと24トレンチの間、 25

ライン近くにXIIトレンチが設定されている。

1ー北トレンチは主軸20列北辺に設定した。下段

は29度20分の傾斜で直線的に墳裾に至る。内堀は

ローム層を掘り込み、底面を水平に造出する。深さ

は墳丘下の地山平均高73mを基準にすると lm、現

表土からは0.9mである。幅については墳丘側での立

ち上がりが墳裾と一致し、内堀の立ち上がりはその

まま墳丘も構成することになるため、便宜上、墳裾

から外縁立ち上がりまでを計測する。幅は26.13mで

ある。外縁は25度の傾斜で明瞭に立ち上がる。

中堤は内堀外縁に挟まれた部分から成り、 6.85m

の幅をもつ。上面はローム層で標高72.90mである。

墳裾でのローム層上面は72.84m、地山黒色土上面は

73.llmである。このことから地山が北方へ高くなる

傾向があるにしてもなお中堤面がローム層上面に近

いことを示唆している。なお周堀内からは中堤の盛

土崩壊土らしいものは認められなかった。

内堀の堆積土は、上層から⑤表土、⑥暗褐色砂質
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土、⑦As-B主体の黒色砂質土が水平に堆積し、外

縁立ち上がり部底に⑧灰褐色粘質土がレンズ状に堆

積する。外堀は⑤層、⑦層の下に⑧層に近い暗褐色

粘性土、⑨黄褐色粘質土が水平堆積する。

外堀もローム層を掘り込んで造成されるが、底面

は内堀より0.3m高い。確認面からの深さは0.6mで

ある。底面は水平で、幅6.lmを測る。両縁は緩やか

に立ち上がる。

なお、外堀の外縁より北側部分も F列まで掘り下

げ、精査を行ったが耕作の影響がおよんでおり、周

堤帯等の施設を確認することはできなかった。

北辺外堀（史跡． 32• 29トレンチ・第III次． XIIトレ

ンチ）

1ー北トレンチの東方8.5mと15mに設定した。32

トレンチでの外堀幅は7.3mとやや広くなるが、底面

幅は 1ー北トレンチと同じく 4mである。両縁立ち

上がりは12~17度と緩やかである。ただし、下端の

深さ約0.2mの立ち上がり部分は垂直に近く整形さ

れ明瞭な形状を示す。②層黒褐色土直下の③層には

As-B純層がレンズ状に堆積する。

29トレンチは特異な形状を呈す。全体で11.7mの

幅をもち、中央に幅2.6mの掘り残し部分をもつ。北

側の掘り込みの幅は3.9m（トレンチ西壁） ～5.4m 

（東壁）、南側は3.9m(トレンチ西壁）である。と

もに内外縁の立ち上がりは緩やかである。幅が急に

広くなることから、この辺りで外堀外縁が一部張り

出し、堀幅を広げることが想定される。なお、②層

As-Bは掘り残し部の上面、張り出し部を含めて全

面に堆積し、両堀とも同じ層序を示す。

X11トレンチは29トレンチの東方10m、史跡整備時

の25列とほぽ同位置に設定された。中堤、外堀の規

模を確認した。内堀外縁の立ち上がりは約20度であ

る。中堤の幅は 8m内外で24トレンチの所見とほぼ

同規模である。

外堀の幅は11.4m、深さ0.4mである。断面形は緩

やかな立ち上がりを成し、 29トレンチにみられた掘

り残し部は存在しない。
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1.表土 畑地耕作土。

2.黒褐色土 As-Bを含む。

3. As-B 純屑。

4.黒褐色粘質土 締まっている。

5.暗黄褐色粘質土 ローム粒が混入する。

6.褐色土 軟質、ローム粒を均ーに含む。底面近くは硬

く締まり、ビット（柱穴）の存在を思わせる。

21+ 4 

K-23 
75m 

K-23 I -23 

.
,
 

3
 
2
 

75m 

----

I 
1.表土 畑地耕作土。

2.黒色砂囮 As-Bを含む。下面近くに As-Bの純層が

堆積する。

3.黒褐色粘質土 均ーな園で、色調は 2と同様である。

4.暗黄褐色粘買土 口＿ムが混入し、黄色みが強い。

4',暗黄褐色粘質土 4層に類似するが下沼はロームプロックが

50％混入、黄色みが強まる。

4'，．暗黄褐色粘質土 4屠に類似するが締まりが弱くなる。

5.暗褐色粘質土 一部にローム小プロックの混入が見られるが

比較的均ーで締まった層である。

L =B.M-9.0m 

IO 11 

。
5 m 

I.表土

2.黒色砂層

3.暗褐色土小砂利を少量含む。

4.黒褐色土 全体に粘性をおびる。その中に黒色で硬

＜粘性のあるプロックを含む。

5.黄褐色土 やや黒みをおびる。

6.茶褐色土黄褐色土のプロックを含む。

7.暗褐色土黒色の砂粒を含む。やや粘性。

8.暗褐色土粘性、締まっている。

9.明褐色士

10.暗褐色土

11.黒褐色士粘性、礫を含む。

第32図 史跡． 32トレンチ （上）、29トレンチ （中）、Ill次． XIIトレンチ実測図 (1: 150) 

北辺周堀 （史跡．24• 26トレンチ ・第III次．IX• VII 

トレンチ）

24トレンチは、 29トレンチの東方9m、26列に設

定した。内堀外縁はL列＋1.8mの位置で34度の角度

をもって立ち上がる。墳丘方へ延長すると前方部東

北隅部（拡張3区）にあたり、この間の内堀幅は24.3

mとなる。堆積土は立ち上がり部に④褐色粘質土が

あり、底面の地山は白黄色を呈す。

中堤幅は8.5m、高さは標高72.84mである。拡張

52 

3区に接する13トレンチ検出の墳丘地山ローム面よ

り0.07m低いだけである。このことから中堤の造成

にあたってはローム上面を露出させたものと考えら

れる。外堀は29トレンチの幅より若干狭いものの

10.2mの幅をもつ。断面形は船底状を呈し、底面と

緩やかに立ち上がる法面との区別は明瞭でない。最

深部は中央にあり、内堀より0.16m高い。層序は①

層表土、②As-Bを主体とする黒色砂質土、③褐色

粘質土の順である。



2.確認された遺構

26トレンチは、 24トレンチ東方12mの29列に設定

し、外堀の検出を試みた。同所は古墳北方から12m

の幅で帯状に連なる水田のほぽ中央に位置してい

ふ調査の結果、外堀の遺構は一部を残して溝によっ

て破壊されていることが判明した。外堀外縁の立ち

上がりは I+0.5mにあり、 As-Bを主体とする⑦

層を堆積土としている。底面は24トレンチより0.26

m低い。溝状遺構は水田の地割と一致し、幅は約5

m、深さは外堀底よりさらに0.28m低い。堆積土は

上半を①水田耕土とし、下半は砂礫層となる。溝の

北東辺には一段深い溝が付設される。断面での規模

は幅 lm、深さ0.3mでU字状を呈す。底面からは円

筒埴輪片が少量出土した。なお、 この溝は南方に設

定した23トレンチの 3本の調査区の中央、 23-2ト

レンチヘ連続している。

IXトレンチは24トレンチと同様、帯状に連なる水

田部分に設定したトレンチである。史跡整備時の

K-29区内に位置する。 他トレンチでは中堤にあた

る地点であるがローム質黄色土を掘削した溝遺構を

検出した。上縁の幅3.6m、深さ0.65mである。

VI［トレンチは東北隅部分の内堀外縁の立ち上がり

を確認する目的で設定された。史跡の24トレンチの

東方10m、座標上の 2M-27・28区内にあたる。掘り

込みの深さは約0.6m、約15度の角度で立ち上がる。
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2.黒色砂質土

3.褐色粘質士

4.暗褐色粘質土堆積時期は新しいか。

5.黒色砂層 3層とローム粒の混土層、 As-Bを含む。

。
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レ
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＝ど2□9ニ
は
芦

5.暗灰褐色粘質土 縦方向に酸化層が進行する。円礫

を多く含む。

ラミナ状に堆積する。 As-Bを含 十I
む。

砂層 ・ローム粒がラミナ状に堆積

する。黄褐色土 ・ロームプロック

もレンズ状・縞状に入っている。

As-Bを含む。

As-Bを含む。 ＋ 
底面に砂質の土壌が堆積する。水

流を考えることができる。

7
2
.
4
0
 

29 

I.表土 水田耕作土。

2.鉄分沈着層赤褐色を呈す。

2'.鉄分沈朽囮 暗赤色、 2層より暗い。 As-Aを含む。

2'，．鉄分沈着層 2'層と同質である。時期の異なる水田

面か。

3.暗赤褐色土幾分酸化している。粘性をおびる。均

ーの堆積状態をなす。

4.暗褐黄色土 ロームプロックを多旦に含む。下面か

ら5層上面にかけて径10cmほどの円礫

が水平に堆積している。ある時期水流

があったことが考えられる。

6.黒褐色砂質土

7.明褐色土

8.黒褐色砂質土

9.暗褐色砂質土

＋
 

＋
 

第33図 史跡． 24トレンチ（上）、 26トレンチ（下）実測図(1: 150) 
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I.表土

2.暗茶褐色土

3.茶褐色土

4.黒色土

5.暗灰色土

ら

鉄分を含み締まっている。

水の作用によって生じたものと思わ

れる。

6.暗褐色土

7.黄臼色粘土層 8層より白色みが強い。直下はロー

ムである。

8.黄白色粘土居 上面にわずかな砂層の分布が見られ

る。

IXトレ ンチ

L=B.M-lOm 2 

_----仁＝エニヒ三＝ニ ー—-ー,-----

72.60 

I.表土

2.赤褐色土軽石、鉄分を含む。

3.赤褐色土軽石は含まないが鉄分を含む。

4.砂礫層

5.黒褐色土砂粒を含む。

72.60 
72.40 

72.40 
72.60 
一

2
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1--

v:,,
、
f

゜
5 m 

1.表土

2.黒褐色土

3.暗茶褐色土

5.暗褐色土

7.黒褐色土

8.暗褐色土

9. ローム

プロック

10.黒褐色土

14.暗褐色土

15.黄褐色土

As-Aを多麓に含む。締まりなし。

As-Aを少只含む。締まる。

2層より茶色みをおびる。硬い。軽

石を少慧含む。

4.暗茶褐色土 2屑と同質であるがAs-A状の軽

石を含まず粘性をおびる。焼土 ・炭

化物もほとんど含まない。

4屈と同質・同色。ローム粒を少慧

含む。

6.暗茶褐色土 ローム粒を含み茶色みをおびる。 4

屑よりも砂質である。

ローム細粒を少墾含む。 4府同様に

粘性をおびる。

5層と大型のロームプロックとの混

土屈、やや黄色みをおびる。

二次的な堆積状況を示す。暗褐色土

が斑点状に混入する。

ロームプロックを混入する。粘性強

し）。

II.黒褐色土とロームプロックの混土屑

12. ロームプロックを主体とする黒色土との混士層

13.暗褐色土 ローム粒 ・ロームプロックを多量に

混入する。

締まりあり。

褐色土とロームプロックの混土屑、

締まりあり。

第34図 史跡． 27 トレンチ、 28 トレンチ、 Ill 次． VII• IXトレンチ実測図(1: 150) 

外堀東北隅（史跡． 27• 28トレンチ）

主軸と平行位33列に27トレンチ、直交位K列に28

トレンチを設定した。 27トレンチ北半に北辺外堀が

認められた。形状は24トレンチとよ く似ている。断

面形は浅いU字状を呈し、底面と立ち上がりの境界

ははっきりしない。幅は9.15m、深さは中央で0.92

m、外縁立ち上がり部との比高は0.63mである。堆

積土は①表土、③As-B純層、④暗褐色粘質土と続

き、最下層は黒褐色粘質土となる。外堀中央のピッ

トからは第331図の土師器甕 (2215)が細片となって

一括出土した。

28トレンチのローム上面は、若干凹凸が認められ

るものの外堀と認められる遺構はない。

に溝状遺構が検出された。堆積土中からは第330•331

図の須恵器(2192、2200~2205)、土師器(2212~2214、

2216 • 2217)が出土した。以上のことから史跡調査

時には北辺外堀は27トレンチ東方で終息し、東辺周

堀は28トレンチより南方から始まると判断された。

とこ ろが、 1978（昭和53年度）

会が設定した 『綿貫遺跡』

K-34区内

の高崎市教育委員

1トレンチにおける面的

な調査の結果、外堀の東北隅部分は底面が浅くなり、

ブリ ッジ状を呈するものの断絶する状態にはならな
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2.確認された遺構

23トレンチは断続する 3本のトレンチから

なる。内堀部に設定した23-1トレンチでは

標準的な周堀堆積土が認められた。地表下の ]―-

::~::。層：二:m縁~:口少積ノ質すチ土る：：：三 /--::;累
含
9 , 

に

：門門力/：□。ロニ゜く底二：：； ：］ー：：長

深さ0.6m、墳丘東北隅部の黒色地山からの掘

り込み高は1.lmである。層序は①表土の水田

耕作土、②鉄分沈着層、③茶褐色土層、 G活）

As-Bを多量に含む黒

が想定されたが現行の用水路のため調査でき

なかった。

23-2トレンチからは26トレンチ検出の溝

の続きが認められた。断面は薬研状を呈し、

⑩～⑬の暗褐色土、暗灰黄色土で埋まる。

23-3トレンチでは外堀が検出された。幅

8.5m、深さ0.8m、外縁との比高0.3mである。

堆積土は①＠怠灼灯）の順で、 As-B層の下位

にある⑥灯）層から須恵器蓋(2187入杯（2188)、

甕 (2189• 2193 • 2194)が出土した。

3ー東トレンチでも内堀外縁は確認一ン↓、

かった。堆積土は内堀の標準的な堆積

トレンチ東端の31列＋1.9mまで続く c

底面に接しており、部分的に④層類似

傾向と一致している。

3ー東2トレンチでは外堀が検出された。

幅6.8m、深さ1.16m、外縁との比高0.78mで
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第3章遺構に関する報告

ある。断面は弧状を呈す。表土下0.5mには③'As-B

の純層がレンズ状に堆積する。北方からの水田下に

認められた溝は、本トレンチ以南では認められない。

5トレンチは31列＋1.5mまで調査したが、内堀堆

積土が続くのみで、外縁立ち上がりは全く認められ

ない。周堀の検出長は34.93m、墳丘くびれ部東裾の

地山の黒色土からの掘り込み高は1.25mである。

東辺周堀（史跡． 33• 2ー東・21トレンチ、第III次．

III • XIIIトレンチ）

3本のトレンチによって、後円部東辺の周堀の形

状を確認した。 2ー東・ 21トレンチは中堤上を市道

が縦貫するため二本に分割して調査をおこなった。

2C列に設定した33トレンチでは、 31列＋1.65m

に内堀外縁が認められた。この位置を20列と平行に

北上させた位置では、 5• 3トレンチいずれでも立

ち上がり部を検出できなかった。中堤と内堀との比

高は0.3mである。これは中堤上面が削平され、水田

と化しているためである。周堀立ち上がり部には③

As-B層の下に④灰黒色粘土層が堆積する。

33トレンチの南方10mに2一東トレンチを設定し

た。 33トレンチとはほぼ同列位置に外縁が検出され

た。その結果、後円部東側部の内堀幅は25.4mと判

明した。底面の掘り込みは墳丘東裾部の黒色土から

1.35m下位にあたる。③層 As-Bは底面間近に堆積

している。また、外堀は、 9.65m幅の中堤を挟んで

東方桑畑下で確認された。幅は北方から較べ4.55m

と狭くなるが、断面形は逆台形に近いしっかりした

形状を呈す。堀底上0.3mには⑤As-B層がレンズ

状に堆積する。底面のレベルは内堀より0.25m高く、

北方23トレンチ外堀底より0.52m下がる。外縁およ

び、中堤との比高は0.79~0.62mである。

21トレンチは、 2E-20からの方向角112度30分に

設定し、内堀外縁と外堀を確認した。内堀外縁立ち

上がり角は緩やかで明瞭な法面は認められない。後

円部中心からの距離は58.25mである。中堤幅は9.85

mで2ー東 トレンチでの規模と同じになる。外堀は

2ー東トレンチと似た形状を示すが、上幅5.2mであ

58 

る。底面は逆に0.37m高くなる。東辺外堀が自然傾

斜と同じく南へ下がっているにもかかわらず、本ト

レンチで浅くなるのは、次に述べる17トレンチと、

中堤を縦走する市道側溝調査の所見と一致するとい

える。

IIIトレンチは 2ー東トレンチの南方 2mに位置

し、 III次調査時に後円部東側の内堀外縁部を確認す

るために認定した長さ 5mのトレンチである。外縁

の立ち上がりは舟底状を呈し、 10度前後である。比

高は0.55m前後である。

刈lトレンチは 2ー東トレンチの南側に位置し、 III

トレンチとあわせ中堤の幅、外堀の規模を把握する

目的で設定されたものである。結果、外堀の幅は6.

6m前後、断面形は深さ0.7mの舟底形であった。中

堤の幅は10m前後と推定された。

南東辺周堀 （史跡． 7 • 31 • 20 • 1ー南トレンチ、

XIトレンチ）

7トレンチは市道と民家とのなす隅角部へ向け方

向角128度15分で設定した。墳裾は 2E-20から29.

2mにあり、これを掘開した現裾部端には素掘りで平

面円形の 1号井戸が穿たれる。内堀底は地山から1.

4mの深さで掘り込まれほぼ水平に整形される。現水

田面からの深さは0.7mである。堆積土は①表土、②

鉄分沈着層、③As-Bと標準的な層序を示す。外縁

立ち上がりは 2E-20から57mにある。この位置で

の内堀幅は27.8mとなり、 2ー東トレンチから後円

部の墳丘形状と相似形の円弧を描きはじめることが

わかる。立ち上がり下の0.15mほどは掘り込みが若

干深まり④暗褐灰色粘質土が堆積する。中堤面は水

田化に伴う削平によって堀底との比高は0.45mとな

る。中堤幅は11.7mまで確認した。その外方は市道

のため調査できなかったが、 1979（昭和54)年に道

路側溝設置が計画されたため、事前調査を実施した。

その結果、 2M列以南には外堀を認めることができ

なかった。このことから東辺外堀は、 21トレンチと

7トレンチの間で跡切れることが確認できた。 21-

2トレンチでの外堀が幅を減じ浅くなる事実はこれ
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を補強することになる。

31トレンチでは後円部後方の立ち上がりを確認し

た。 2E-20から54.9m南東方にあり 2N-26の位

置にある。堆積土の層序は他のトレンチ立ち上がり

部分と同じである。下端から第331図の土師器杯

(2206)が出土した。

20トレンチは後円部後方、 2E-20からの方向角

157度30分に設定した。南方に民家があるため 2E-

20から49.35mまでトレンチを設定し、墳裾から

21.25mまで内堀の掘り込みを検出した。墳裾の黒色

土の地山からの比高は約1.7mである。底面はほぼ水

平の状態である。堆積土は他のトレンチとほぽ同様

であるが、端部に②暗灰色粘土層の堆積が認められ

た。立ち上がり部に通有に認められる土層であるこ

とから外縁にきわめて近いことがわかる。墳裾、 2

E-20から30mの位置に井戸2を検出している。

20列に設定された 1ー南トレンチでも 2N-20+ 

2mまで調査を実施したが外縁は確認できなかっ

た。トレンチ内には不整形の掘り込みが認められる。

XIトレンチは後円部の南東方、史跡の座標上の 2

M-27 • 28に位置し、内堀外縁の立ち上がり状況が

求められた。中堤の比高は0.5m前後である。

南西辺周堀（史跡． 10• 30 • 6 • 35トレンチ、第III

次． V • VIトレンチ）

後円部の南西辺、 2E-20からの方向角194度から

243度での間に存在する周堀の確認のため、史跡整備

時に 4本のトレンチを設定した。また、 III次調査時

にV • VIの2本のトレンチが設定されている。

10トレンチは墳丘から延長し、後円部後方の内堀

を確認した。外縁立ち上がりは 2E-20から51.35m

にあり、内堀の幅は22.48mである。墳裾外方2k-

18には⑪層、黒色砂質土層上面から掘り込まれたニ

基の墓拡 1が検出された。

また、 2E-20から34.5mの外方13.lmの間は周

堀底がさらに0.45m掘り込まれている。底面は平坦

であるが、平面形は不整で東方20トレンチまでおよ

ぶ規模をもつ。堆積土は⑪層が厚く存しており、少

62 

なくとも As-B降下以前の造成であることがわか

る。外縁上端の標高は72.0mに内堀底面との比高は

0.38mである。中堤幅は11.7mまで確認した。本ト

レンチ外方には外堀が存在しない可能性が強い。

30トレンチは市道を挟んで2本設定した。内堀外

縁から中堤幅6.3mまでを確認し、その外方10mにト

レンチを設定したが外堀は認められない。

6トレンチの内堀外縁は 2E-20から51.30mに

あり、 20度の傾斜で精美に立ち上がる。比高0.45m、

内堀の幅は19.25mで、 10、19トレンチよりもややそ

の規模を減じる。外堀はこれの外方13.3mに認めら

れた。幅が1.6mと極端に狭くなっているのは19トレ

ンチからの縮小傾向の結果とみられる。深さは0.3

m、As-Bを含む黒褐色土が堆積する。

35トレンチは市道舗装工事に伴って調査をしたも

のである。外堀内縁は 2E-20から62.30mにあり

19 • 6トレンチの外堀位置と同一線上にある。

以上のことから、外堀外縁は 2E-20を中心とす

る同一円周上にあり、幅のみを逓減する。その分だ

け中堤幅が増すことになる。この傾向は東辺外堀の

南端と対応しているといえる。外堀の消滅位置は 6

トレンチのわずか東方と考えられる。

VIトレンチは10トレンチの東方5m前後にその走

向をほぼ等しく設定されたトレンチで、内堀の外縁

立ち上がりを確認するためのものである。外縁の立

ち上がりの角度は約30度、深さ0.6mであった。中堤

はその南方12.2mまで確認したが外堀は確認でき

ず、水田耕作土下に性格不明の落ち込みが検出され

た。

Vトレンチは 6トレンチの北西4mに位置する。

内堀外縁立ち上がりを確認するために設定された。

0.5mの比高があった。

西方周堀（史跡． 19• 2ー西・ 11一西． 3-西• 8 

トレンチ、第III 次． IV• VIIIトレンチ）

後円部から前方部西方にかけて 5本のトレンチを

設定し、内外の堀の状態を確認した。東辺と比較し、

整然とした構成であることが注意される。
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19トレンチは 3本のトレンチにより

内堀・中堤の規模、外堀の有無を確認

した。内堀幅22.55mをもって、 2E-

20から53.20mの位置で立ち上がる。中

堤幅は7.8mで西側中段の平均を示す。

外堀は断面形がU字状を呈す。④黒色

砂層下には As-Bの純層が認められ

る。

2E列、

8トレンチ
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（拡張5区の南端） 80mの
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間は、ほぼ直線の周堀線で構成される。

内堀外縁は 2一西トレンチで2E-20 

から52.90m、8トレンチで0-20から

56.20mとなる。つまり墳丘主軸20列に

対し、内堀外縁線は80mの間で3.3mひ

らくことになる。中堤の幅は鞍部西方

の11ー西トレンチが 7mとやや狭い

が、他は7.8m前後で一定している。こ

の間における内堀底・中堤面・外堀底

のレベルは北方へ0.3~0.4m高まる。

墳丘築造面の傾向と一致するといえ

る。外堀幅は11ー西トレンチで10.20m

と広いものの、他は8.1~8.2mの間で

一定している。底面は水平で立ち上が

りの傾斜面との変換は明瞭である。特

に2ー西トレンチ外堀は他所とは逆に

内堀より0.05m深く、 しっかりした掘

64 
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2.確認された遺構

り込みを呈する。墳丘地山との比高は内堀で

1.25m、中堤で0.55m、外堀で1.18m、内外

の堀の底面の比高はO.lm前後で外堀の底面

の方が高い。

3ー西トレンチの内堀中央部分は幅8mに

わたり周辺より0.3m深い掘り込みをもつ。底

面には灰褐色粘土と黒色粘土が堆積し、

をほぽ直接④層As-B層が覆っている。10ト

レンチ内堀の掘り込み遺構と同様の性格を有

すと考えられる。

IVトレンチは後円部の中心から西方、ほぽ

Bトレンチを延長した方向に長さ4.5mと18

mの2本のトレンチが設定された。内堀外縁

の立ち上がりは20度、上半はやや緩やかとな

り10度前後となっている。また、

これ

この立ち上

がり底面には幅0.6m、深さ0.3mの断面U字

形の溝が平行して存在した。

VIIIトレンチは墳丘上の前方部西トレンチを

延長し、史跡3トレンチ西トレンチとほぼ同

位置に設定されていた。内堀外縁の立ち上が

りを確認した。立ち上がりの角度は約20度、

掘り込みの深さは約70cmであった。
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め中堤隅外縁は突出気味になる。外堀幅は隅

部で8.lmである。底面は水平に保たれるが立

ち上がりは緩やかである。外堀底は内堀底よ
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り0.2m高く位置する。周堀内の堆積土は内外堀とも

同じ層序を示す。底面に④黒灰色粘土が薄く堆積し、

これを③層が厚く覆う。特に外堀には③層下に As

-Bのアッシュが認められる。中堤は6.8~8.0mの

幅をもち、最高所は標高72.80mを示す。

外堀内のJ -K•K-7 区内に長軸長0.9mの長方

形の掘り込みがある。いずれも黒色砂質土が堆積し

ており深さは0.1~0.2mである。 10列堀内K-10区

内に墓拡 5が検出された。また区内には東西位L

列• M列内に幅1.0~1.5mの2本の溝が走る。いず

れも As-B堆積以降の所産である。

北辺周堀（史跡． 25トレンチ）

拡張 5区と 1ー北トレンチの中間15列に設定し

た。J-15以北、外堀外縁部は東西方向に拡張し南

北7.0X東西6.4mの平面的な調査を実施した。 3地

点を結んだ内堀外縁線は墳丘前方部前端線と良く一

致し、内堀幅は26m前後となる。しかも10• 15 • 20 

列の内縁線は直線となる。これに対し、外堀内縁お

よび、外縁線は15列で1.55~1.6m突出外彎する。堀

幅は20列方向へ狭まる。これは内外両縁線の走行の

違いに因る。その差が中堤幅に加わり、本トレンチ

では8.8mの広さとなる。しかも外縁は23列で外反拡

大する形状を示す。外堀の幅は7.30m、深さは約0.

3mであった。内堀の墳丘形状との合致性に較べ、外

堀の不規則性が看守される。なお外堀外方 I-14 • 

15で③層As-B降下前の墓拡3が検出された。

史跡1ー北トレンチの西方約5mには第III次1ト

レンチが設定されていた。

(3) 埴輪の配置状況

第 I次から第III次調査および、史跡整備時におい

て墳丘各所に設定した調査区からは多数の埴輪が出

土している。その出土量は、第 I次から第III次調査

時が、本書作成時には既に復元作業が終了し、群馬

県立歴史博物館に展示されていた形象埴輪8体と円

筒埴輪2体を除いて、遺物収納箱 (63X 39 X 19cm) 

100箱分、史跡整備時出土が遺物収納箱(62X42X15

68 

cm) 150箱分であった。

なお、第III次調査時に周堀の状況を把握するため

に設定された13の調査区からは埴輪、その他の遺物

は全く出土していない。これに対し史跡整備時には

周堀内からも多数の埴輪が出土しているが、これら

の大半は墳裾間近の内堀からの出土である。墳丘上

に樹立されていたものが転落、埋没したものと考え

られる。少量ではあるが内堀外縁寄り、あるいは史

跡整備時に墳丘北西方面の中堤部分を平面調査した

拡張5区から埴輪が出土している。中堤の遺存状況

からはその地点に埴輪を樹立していたことを判断す

ることは困難である。調査が全面におよんでいない

ため断定することはできないが、現時点では藤岡市

七輿山古墳や群馬町保渡田八幡塚古墳の中堤で検出

されたような埴輪を集中的に配置したり、列状に樹

立させるような状況は想定し難いものと考えられ

る。

原位置出土の埴輪

原位置出土の埴輪は極めて少量であった。円筒埴

輪で原位置からの出土が確認できたのはくびれ部東

側の中段面である。史跡整備時の拡張4区では長さ

12mの調査区内から形象埴輪の基台部 1本(1862)

を含む11本の円筒埴輪の基台部を検出した。この部

位における中段面の幅は約1.5mで、埴輪列は中段外

縁から墳丘寄り0.4mの位置に、くびれ部の形状に則

して樹立されていた。また、設置の間隔は、1.6mに

5本の割合であることが確認できる。以上の状況は、

本古墳における円筒埴輪の配置状況を復元するにあ

たり、その算定の基礎となっている。

形象埴輪は横穴式石室が開口する後円部西側から

前方部西側にいたる中段面で、人物埴輪10体、盾持

ち人2体、盾形埴輪1体、人物埴輪と考えられる形

象埴輪の基台部3体の合計16体の樹立を原位置で確

認した。これらは石室開口部から約12mの位置に配

置された男子人物(1449）、これと対面する位置の女

子人物(1450)、さらに同一の台座に座る 3人の女子

人物 (1451)である。男子人物 (1449)の背後（石



室寄り）には詳細な原位置は確認できないが左脇に

弓を携え、靱を背負う男子人物3体が配置されてい

る。女子人物の背後（＜びれ部寄り）には人物埴輪

が列状に配置されていた。その中で原位置を確認し

たものは、基台部(1868)、盛装した全身表現の男子

人物 (1463• 1474 • 1507 • 1514)、甲胄を装着した全

身表現の男子人物(1515)、鍬を肩に担ぐ人物(1530・

1533) 、基台部 (1604•1609) 、盾（1294) 、盾持ち人

(1710 • 1711)である。この他に前方部前面中央か

らは人物埴輪（1643)が、前方部東側の中段面から

人物埴輪の下半部 (1661)が出土しており、いずれ

も馬形埴輪と近接する。前方部西北隅から馬形埴輪

(1733)、東北隅から馬形埴輪（1745)が出土してい

る。

以下、墳丘各所の埴輪の出土状況について、部位

ごとに記述していく。

前方部中央（前面） （第II次．前方部北トレンチ・史

跡． l -北トレンチ）

前方部の前面には第II次調査時および、史跡整備

時の 1トレンチが設定され、墳丘主軸線に沿って墳

丘各段の調査が実施されている。

この地点の中段面の幅は第8図にみられるよう史

跡調査時に S列＋ lm~S列＋ 3mの間3.0mであ

ることが確認されている。 1813は馬形埴輪の脚部で

ある。中段外縁から1.26m内側で、トレンチ西壁の

断面にかかって出土した。北側にやや倒れた状態で

はあるが墳丘面に下端をおき直立ぎみに出土してい

る。断定はできないが原位置出土の可能性をもって

いる。下端寄りに蹄の変形を意味する円形の透孔の

位置が東側方向であることを重視すれば頭部、鼻先

を西側に向けて馬形埴輪が樹立していたと推定され

る。この脚部の北側、約 lm四方の範囲からはいず

れも馬形埴輪の破片が出土している。第296図1794

の頭部破片に代表される個体で1794~1812• 1814~ 

1829に至る頬、鞍、尻繋、肢間、鈴などの破片から

なる。ただし、 1813とはやや焼成、色調が異なる点

がある。中段面から10cmほど浮いて土層中から出土

2.確認された遺構

している。

形象埴輪としてはこの馬形埴輪の他に、人物の耳

環（1645）、人物の着衣裾部(1647)は器種不明であ

るが大径であり、器財あるいは双脚の人物埴輪の基

台部とも考えられる破片 (1909)、盾（1311)、帽子

(1388)が出土しているが原位置を確認することは

できなかった。家 (1173)はZ-20区内からの出土

である。墳頂部から上段墳丘面を転落したものと思

われる。円筒埴輪は原位置からの出土は無かった。

資料化したものも細片が多く、 0001が基底部から 3

段の残存、 0002、0003は基底部の破片である。

第II次調査では中段面の南北方向の主軸線からや

や西側寄りで男子人物埴輪（1643)が顔を右側に向

け横倒した状態で出土している。原位置にあると考

えられる。胴部の上位はその後攪乱を受けているが、

中段面に接する部分は原状を保っていた。

その他に人物埴輪の顔か(1644)、馬形埴輪（1819・

1822 • 1824 • 1815)、基台部の基部破片 (1859)、鳥

(1854)、器種不明 (1904• 1907 • 1908 • 1911~1918) 

などが出土している。

前方部東北隅（第III次．前方部東北隅・史跡．拡張

3区）

第III次調査の際に中段面の隅部を中心にL字状の

調査区が設定され、一部上段面の裾部までその範囲

がおよんだ。隅部から側面にかけては中世の所産と

考えられる石敷遺構により改変されていたが、隅か

ら前方部前面中央寄り、史跡調査時のS-22区内に

あたる中段面上に2.5X2.0mの範囲で埴輪が濃密に

散布しており、形象埴輪の人物埴輪の顔（1648)、耳

環（1656)、馬形埴輪、鞍（1838)、尻繋（1837)、基

台部 (1857• 1858)が出土した。馬形埴輪は脚部

(1854 • 1832~1835)の破片がみられ、原位置に近

い地点からの出土と考えられる。これらとともに鳥

形埴輪（1851)が出土している。この資料は従来の

認識では人物に付属する鷹と考えられていたもの

で、この存在を根拠に前方部東北隅中段面上に鷹匠

埴輪の樹立がいわれていたものである。また、近接
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して円筒埴輪片も出土しており、 0094は朝

顔形埴輪である。

史跡整備時の調査区拡張 3区は中段面の

隅をはじめ、上段墳丘の下半から下段墳丘

の墳丘裾部に至るまでの広範囲におよんだ

ため、各所から埴輪が出土している。その

中でT-23区内の中段上から馬形埴輪が原

位置を保って出土しており、第III次調査分

と合わせ前方部前面から隅部を経て側部へ

と列状に馬が樹立されていたことが明らか

になった。

調査時の所見によると出土状態は頭部を

N-14度ーEに向け、墳丘主軸とは15度の

開きをもっており中段面の延長方向と同一

の向きで前方を向いているとされる。破片

の散布は2.5Xl.7mの範囲にまとまってお

り、その中央に脚部が遺存していた。脚間

の長さは心々で0.5m、幅は前脚間が0.3m、

後脚間が0.25mである。中段面での位置は

上段墳丘隅から4.lm、中段内縁から1.4m

である。中段幅は3.4m前後であるから、中

央よりやや内側に配置されたことになる。

第48図中段図は破片を取り除いて脚部の位

置を確認した点を、下段図は墳丘に残った

脚部の圧痕である。脚の中に小礫が置かれ

ていた。
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形象埴輪としてはこの他に人物の腕、手 (1650• 

1652・1653)人物に付属する鍬先 (1830)、盾 (1315・

1313)、家 (1157)が出土しているが、いずれも原位

置をはずれている。

円筒埴輪は原位置から出土したものはなかった。

0038は口縁部から胴部の大型破片であるが破片の一

部が中段面上T-23区内から出土している。 0041• 

0087は基底部破片であるがこれもT-23区内からの

出土である。その他多数の破片が下段墳丘面から墳

丘裾部の周堀内にころがり落ちていた。中でも墳裾

に位置する土拡群からは、第91図の0095~0100の円

筒埴輪が出土しており、個体的にもまとまった状況

であった。

前方部東側 （第III次．前方部東トレンチ・史跡．3. 

4トレンチ）

第III次調査時に前方部東側トレンチが、史跡整備

時にはその北側、 V列を横断する 3トレンチが設定

されている。また、 3トレンチの南方10m、X列に

沿って 4トレンチが設定されている。なお、墳頂部

および、これから上段斜面への移行部の状況につい

ては別途記述する。

前方部東側トレンチでは中段面上の南北2.0m、東

西2.5mの範囲から人物・馬の形象埴輪、円筒埴輪が

出土している。人物埴輪 (1661) は半身像で頭部か

ら上半身を欠くが、鎌をおびた腰部から基台部が出

土しており、エレベーションの記録から原位置で横

倒した状態で出土したことが確認できる。これより

南方1.4mからは頭部を中心とした馬形埴輪（1757)

が出土している。胴部は調査区域外におよんでいる

と考えられ、頭部を北方向に向けていた可能性が想

定される。形象埴輪ではこの他に盾持ち人の耳部分

(1722）、人物の顔（1658 •1659) 、腕の付け根 (1662) 、

耳環（1664)が出土している。

人物埴輪（1661)の東方1.4mからは円筒埴輪がま

とまって出土しているが、原位置出土か否かは確認

できない。原形に復元ができた資料はないが、胴部

破片 (0104)、基底部 (0109• 0111 • 0113)などが形

2.確認された遺構

状を推定できる大型破片である。

史跡整備時の 3トレンチ調査においては、 3mの

幅をもつ中段面のほぽ中央から馬形埴輪片が集中し

て出土した。尻部を中心とした大型破片(1762)、鞍

から尻繋部分の破片（1771~1774)、脚上部 (1763・

1764)、付属品である鈴 (1665~1669)などがその内

訳である。その他の形象埴輪としては人物の頭～顔

の破片（1663・1665)、盾 (1312)、器種不明 (1934)

が内堀堆積土中から出土している。

円筒埴輪では口縁部 (0101)、基底部 (0110・0116)

が中段面から下段墳丘面にかけて出土している。 4

トレンチの中段面は崩壊が著しく、埴輪の出土が認

められなかった。形象埴輪では前方部墳頂部から転

落したと考えられる破片 (1161)や器種不明 (1935・

1407)が出土しているがいずれも小破片である。円

筒埴輪も小破片が上段墳丘から下段墳丘面の各所か

ら出土している。

くびれ部東側 （第III次．鞍部東側トレンチ ・史跡．

拡張4区、 5トレンチ、 11ー東、 17トレンチ）

くびれ部東側部分には第III次調査時に鞍部東側卜

レンチが設定されている。史跡整備時のZ• 2 A列

に相当する位置である。この時点では調査区内から

埴輪の出土はみられなかった。

史跡整備時には中段上に円筒埴輪列が確認され

た。この地点には拡張4区が設定され面的調査が実

施された。発掘区の中段面は北側 5トレンチのY

-22から南側、後円部間近の17トレンチの 2B-22 

• 2 B-23に至る長さ12mにわたり検出された。幅

は1.5m前後であった。この間に円筒埴輪10本が原位

置で認められた。遺存状態は基底部がわずかに残っ

ているものも含めての数であり、決して良好とはい

い難いものである。

北側から 5トレンチ内で0220（基底部～胴部第 1

段）を検出した。この南側には心々間の距離を32cm

保って1862が樹立されている。これはその規模、形

状の特徴から形象埴輪の基台部と考えられる。

その次は南方3.9mで0387（基底部～胴部の大型破

73 
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＋ ＋ 十

＋
 

片）が出土し、近接して0202の胴部

破片が出土している。さらに1.65m

の距離をあけて0379（基底部の大型

破片）が出土している。

2A+ 3 m-22列＋ 3mからは南

側に円筒埴輪が5本連結して出土し

た。北側から 2本目が0195、次が

0214 • 0195 • 0208である。この列の

南側からも0226• 0220の2本の円筒

埴輪の樹立が確認された。調査時の

所見では墳丘への設置は基底部を墳

丘中に 5cmほど埋め込むのみであ

り、霜や風雨で表面の土が崩壊すれ

ば直ちに底部が露出するほどのもの

である。円筒内部の土は墳丘堆積土

と同質であるが、 0195のように拳大

の円礫が 1ないし 2石入る場合があ

る。円筒埴輪の底径は25~30cmで、

1.6mに5本の割合である。つまり口

縁を接して囲続していたことにな

る。従って本発掘区には本来38本の

樹立があったはずであり、遺存率は

29％ということになる。

円筒埴輪列は中段外縁から0.4m

内側に、くびれ部の曲線と相似形に

配置される。最もくびれるのはz+

3.5mの位置であり、墳丘のくびれ部
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第51図 史跡．拡張4区円筒埴輪列出土状態図 (1: 50) 
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編 ら
メ／ 片である。人物埴輪は、盾持ち人の頭部破片
t (1728・ l 729)、盾面の破片 (1730)が出土して
特 いる。 1334~1336は器財埴輪の盾、あるいは盾

持ち人の盾と考えられる。肩に鍬を担ぐ人物の

破片(1670) も出土しているが、これは前方部

東北隅出土の破片と接合したものである。この

他に1668• 1669 • 1672 • 1673が人物の破片と考

えられるが具体的な形状を想定しがたいもので

あった。

鳥形埴輪の頭部 (1853)は中段面の排土中か

ら出土したものである。

円筒埴輪が5本連続しているその内側2A+

4 m-22列十 4mの位置に平安時代の須恵器の

平庭瓶 (2245)が出土した。

また、墳裾から東側へ約5m、Z+ 4 m-24 

列十 4mの内堀底面から上製品の小像 (2107)

が出土した。

第52図 史跡． 22トレンチ埴輪出土状態図(1: 30) 

が位置する 2Aとほぼ一致する。

円筒列の内側中段には浮いた状態ではあるが

円筒埴輪片のまとまりが2A-22列＋ 3mと2

A+2m-22列＋ 2mの2箇所認められる。前

者は口縁部～胴部残存 (0198)で鞍部頂からの

転落と考えられる。後者は0195• 0200と接合し

ており、中段面樹立の円筒埴輪の倒壊が広範囲

にわたっていたことが知られる。

形象埴輪は先に述べた基台部 (1862)の他は

原位置出土の事例は認められなかった。全て破
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第53図 史跡． 1-南トレンチ埴輪出土状態図（1: 30) 

後円部東側（第III次．後円部東側トレンチ・史跡．

22トレンチ、 2ー東トレンチ、 7トレンチ）

後円部の東側には第III次調査時に後円部東側の下

段墳丘裾部を確定するトレンチが設定された。少量

の円筒埴輪（1120に代表される）、と器種不明の形象

埴輪が出土しただけである。

史跡整備時には、 2E-20から放射状に22トレン

チ、 2ー東トレンチ、 7トレンチが設定され、それ

ぞれの調査区から埴輪が出土している。 22トレンチ

は2E-20から方向角67度30分後円部の北東方向に

延びる調査区である。中段面は 2E-20から北東方

向16.05mより20.45mまでの幅約4.4mであった。中

段外縁寄りには 2E-20から19.9mで円筒埴輪列と

それが崩壊した円筒埴輪のまとまった破片が出土し

た。調査区の北壁寄り出土の0404• 0431は原位置出

土と考えられる。この東側、下段墳丘寄りからは0396

• 0425が出土した。 0403の南側には1.05mの間隔を

あけ0403が出土した。これも原位置出土と考えられ

る。0470は朝顔形埴輪の大型破片である。＜びれ部

東側の円筒埴輪の樹立状況である1.6mに5本の間

隔がこの地点でも踏襲されていれば、 0403と0404の

間には 2本の円筒埴輪が設置されていたと考えられ

る。また、上段墳丘面上には円筒埴輪片が散見され

たが、これらは後円部墳頂から転落したものと考え

られる。

76 

これらの円筒埴輪から上段墳丘西方向に約2.7m

の位置から帽子を被った男子人物の上半身(1678)

が出土している。この位置は上段墳丘裾線の外方0.9

mで、中段面直上にあたり、当初の樹立位置をさほ

ど移動していない可能性を示している。近接して人

物の美豆良 (1674・1676)、人物の帽子の破片 (1675)

が出土しており 1678以外にも人物埴輪が樹立されて

いたと考えられる。墳丘東側、特にくびれ部から後

円部にかかる部分での形象埴輪の樹立は原位置出土

例はみられなかったが、本地点の状況からはその樹

立が皆無ではなかったようだ。

後円部東側に墳丘主軸と直交して設定した 2ー東

トレンチでは2E-20から東方向に15.6mより5.4m

の間が中段面と考えられる。 2E-20から17.5mで

形象埴輪の基台部を、また、その近接する東側から

人物埴輪の腕の部分を出土したことが記録されてい

る。資料整理時には行方不明となっており、資料化

できなかった。形象埴輪で資料化したものとしては

双脚の人物埴輪の上衣裾部破片（1691)をはじめと

した人物の破片（1681• 1683 • 1686 • 1687 • 1693)、

人物に付属する大刀 (1688)がある。いずれも中段

面付近からの出土である。上段墳丘面からは器財埴

輪の破片が出土している。前述の形象埴輪の基台部

の外方2.5m、下段墳丘上縁からは胴部破片 (0400・

0421) をはじめとした円筒埴輪が出土している。あ
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第3章遺構に関する報告

まり大型破片は認められなかった。

7トレンチは後円部東南方向に設定された。埴輪

の出土量が少量であったが、特に形象埴輪には資料

化に値するものが少なく、盾と考えられる器財

(1345)、馬の可能性が考えられる破片 (1846)、器

種不明 (1966)だけであった。

円筒埴輪は口縁部破片(0397)、基底部残存(0401)

が大型破片であった。

後円部南側（第III次．後円部南裾・史跡． l-南卜

レンチ、 20トレンチ、 10トレンチ）

後円部の南側には第III次調査時に墳丘主軸方向の

南端を確定するために裾部にトレンチが配置された

が、その時点で円筒埴輪 (0482• 0485 • 0488)の大

型破片が出土している。

史跡整備時には主軸方向に 1トレンチが、南南東

方向に20トレンチが、南西方向には10トレンチが設

定された。後円部上段墳丘から中段面にかけては中

世以降の削平が著しく、墳形が大きく変形していた。

埴輪の出土はみたものの原位置出土のものは皆無で

ある。

20トレンチからは形象埴輪は盾の破片(1346）、人

物と思われる破片 (1702)、器種不明 (1976)が出土

している。円筒埴輪では基底部の残存 (0489)が大

型破片である。

1ー南トレンチでは下段墳丘面の 2J -20区内で

円筒埴輪片がまとまって出土しており、第III次調査

の南裾トレンチと同様の状況を呈している。

10トレンチ出土の形象埴輪には人物の顔 (1694)、

腕（1698)、盾と考えられる器財 (1355• 1366)、家

(1277)、家と考えられる破片 (1270・1271)器種不

明品 (1865• 2035)などがある。円筒埴輪では大型

破片 (0476• 0478 • 0480 • 0483 • 0486)が下段墳丘

面から周堀内に落ち込んでいた。

後円部西側（第 I次． B区・ C-II区）

後円部西側中段面は第 I次調査時にB区、 C区、

D区の各調査区が設定され、埴輪列の追求がおこな

78 

われた。その後II次調査において前方部西側が、 III

次調査においてC-4区、 C-5区と中段面に樹立

された埴輪列の検出作業が継続して実施されたた

め、横穴式石室開口部前から前方部西側トレンチま

での間、のべ約30mにわたり、中段面と埴輪列の位

置関係を把握することとなった。

後円部西側中段面上で原位置を確認できた形象埴

輪は男子人物 (1449)、女子人物 (1450)、女子人物

(1458）、女子人物 (1459)の4体であり、位置が想

定できるものに靱を背負う男子人物埴輪3体、女子

人物 (1462)がある。この他にも多数の形象埴輪、

円筒埴輪が出土しているのでその状況を石室開口部

前から順次記してみたい。

Dトレンチの調査において石室開口部前には平面

台形状を呈する前庭が設けられ、中段外縁までが約

9mを測ることが判明した。この調査区からの埴輪

の出土は少量であった。盾の大型破片 (1359)が認

められた。

B-I区からC-II区は後円部西側に設定された

調査区である。ここにはあぐらをかいて座る男子人

物 (1449)が中段面の中央からやや上段墳丘寄りに

樹立されていた。本体は基台部から遊離していたが、

復元作業により顔をくびれ部の方向に向けて樹立さ

れていたことが判明した。平面四角形の基台部は下

端を墳丘中に約0.07mの深さに埋置されていた。そ

の前面が散失していたが他の三面は原位置を保って

いた。基台部の周囲には胴部から大帯・上衣裾部の

破片が集中していた。

この男子人物から北の方向、 0.87mの距離を開け

て、台座の上に正座する女子人物像（1450)が検出

された。この埴輪も基台部を墳丘盛土中に約0.15m

埋込んでおり、原位置からの出土である。人物の座

る台座部は接合部分で剥落し、基台部をとり囲む状

態であった。頭部から胴部上半はあおむけの状態で

基台部の南西側から出土している。周辺からこの個

体に付属する破片が多数出土しているが右下腕部は

上段墳丘寄り0.6mのところからの検出である。この

女子人物は基台部の樹立位置から顔をおおむね男子
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第55図 1次．後円部西側 (Bトレンチ、 C-11区）埴輪出土状態図 (1: 30) 





2.確認された遺構

人物(1449)の方向に向けていたことが判明してい

る。

男子人物 (1449)からくびれ部方向に1.56mの距

離の位置に皮袋を捧げもつ女子人物 (1459)の基台

部が原位置で検出された。前述の女子人物 (1450)

からは北東方向0.9mの距離にある。基台部は下端か

ら0.26mが墳丘中に差し込まれており、中位で破損

している。この東側には半身像の胴部がうつぶせの

状態で検出されたが、既に頭部は離反していた。こ

の女子人物も男子人物 (1449)の方向を向いて樹立

されており、正座する女子人物 (1450)の右斜め後

方に位置している。

男子人物 (1449)から下段墳丘の方向に1.68mの

位置から三人童女（1458)の基台部が原位置で検出

された。基台部は背面にあたる西側部分が認められ

なかったが周辺には 1mX0.5mの範囲に大型破片

が集中していた。基台部の東側は墳丘中に0.08m入

り込んでいた。台座部の上に据えられた 3体の女子

人物像はこの基台部の東側中段面に2.0X2.0m範囲

にわたり広く散布していた。特に頭部から胴部につ

いては大きく四散した状態であった。女子人物

(1450)の基台部の西側に接して、向かって左側の

女子の頭部を欠損した胴部が首を北方向に向けて出

土した。基台部からの距離は1.6mである。また、基

台部から東方0.9mで中央の女子の胴部が出土して

いる。首を南方向に向けていた。 3人の女子人物は
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第3章遺構に関する報告

顔を上段墳丘側、男子人物(1449)、女子人物(1450)

の方向に向けて樹立されていた。

女子人物 (1459)からくびれ部方向に寄った位置

に、形象埴輪基台部 (1868)が配置されていた。墳

丘中に基部を25cm埋込んであり、既に南方向に傾斜

した状態で検出された。調査時、西側からは上衣の

裾部 (1551)が出土している。実測図との照合が完

全ではないが注記の表示から女子人物（1462)の出

土がこの裾部破片に近接して確認できることから、

実測図に図化された破片のいくつかがこの個体の出

土状況を記録したものと想定される。

男子人物 (1449)の南側約1.5m、石室開口部寄り

の中段面からはBトレンチの調査に際し2.0Xl.5m

の範囲に形象埴輪の破片が集中して出土した。これ

らは靱を背負った男子人物像で、部位の識別から 3

体 (1415~1426• 1427~1436 • 1437~1448)が確認

できる。基台部はBl-I-2区から出土している

が、いずれも原位置を確定できなかった。 3体は接

合関係を基に形状 ・焼成の状態を加味して個体識別

をおこなったが、調査時に作成された実測図からは

胴部から遊離した腕や脇に携えられていた弓などの

個体が小破片となり、錯綜した状況で出土している

ことが認識できる。

C-2区の調査区内からは人物の髪の部分が多数

出土している。 1460• 1534 • 1535 • 1536 • 1537であ

る。 1460と1537は髪の結い方にややふくらみをもた

せて表現している。 1534は板状の大型品であり、中

央に透孔を有するものである。髪部を欠損する女子

人物(1450)や女子人物 (1458)との接合関係を検討

したが同一個体の確証をえることができなかった。

上記の 3体の靱を背負う男子人物の他にBトレン

チの上段墳丘上から盾形埴輪（1295)が横倒して出

土している。出土位置は靱を背負う男子人物群の破

片が集中した範囲の東側、上段墳丘寄りで後円部墳

頂部から転落した可能性が考えられる。

形象埴輪群に混じって円筒埴輪片も多数出土して

いるが、円筒埴輪列の原位置における確認はなく、

これらの大多数が後円部墳頂部からの転落したもの

82 

と考えられる。 Bトレンチからは口縁部の一部を欠

き6条突帯の大型品に復元できた0584が出土した。

ただし、 B-1区の南側に設定されたC-1区にお

いては原位置出土の円筒埴輪が検出されたとの調査

時の所見がある。

くびれ部西側 （第III次． C - 4•5 区）

前述のように第 I次調査時に後円部西側中段面か

ら男子人物 (1449)に代表される人物埴輪群の樹立

が確認された。後円部北西側からくびれ部西側部分

ではこれらの埴輪列の追求を目的に第III次調査時に

C-4 • C-5 区が設定され長さ約13.8m にわたり

中段面の精査がおこなわれた。その結果、後円部西

側から連続する人物埴輪列が検出された。

調査区の最南端から形象埴輪の基台部 (1868)が

南側に大きく傾いて検出された。墳丘中に 8cm埋め

られていた。周辺に埴輪の小破片が散乱していたが

本体をうかがい知ることはできなかった。列の前後

の状況から人物埴輪が樹立されていたものと想定さ

れる。

基台部(1868)の北側からは1.85mの距離を保っ

て盛装男子人物（1463)が検出された。基台部は原

位置を保っており復元作業により、顔面を周堀側に

向けて樹立されていたことが判明した。その東側か

ら上衣の裾部が大型破片となりまとまって出土し

た。頭部から胴部は基台部の南側にあおむけの状態

で出土した。

次に男子人物の基台部が続いて 2個体、列をなし

て樹立されている。南側の基台部 (1507)は全周の

半分ほどが原位置に残存していた。周辺からこれと

共伴すると考えられる破片の出土は認められなかっ

たが、史跡整備時に下段墳丘上で出土した資料がこ

れと接合したことから1463と同様の盛装男子人物の

樹立があったことが判明した。 1499から1506の着衣

の破片、履が1507と同一個体をなすと考えられる。

1463との間隔は約2.lmである。 1507の人物基台部

の北側、約1.75mからは男子人物の基台部 (1514)

が検出された。周辺から上衣の裾部、履、鈴等が出
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土しており、この基台部は1508~1513の破片を同一

個体とする双脚の盛装男子人物のものと考えられ

る。

1514の人物基台部の北側、2.6mの地点には男子人

物の基台部 (1474)が検出された。これも先の 3体

同様盛装の男子人物であることは西側一帯に1.7X 

1.4mの範囲に広がった破片から判断できた。基台部

に接して履、柄が、 50cmほど離れて上衣の裾部、美

豆良、腕が出土している。胴上部の一部は基台部の

北側に散っていた。なお、この個体の揮部分は下段

墳丘へ転落したのか、史跡整備時に風倒木痕中から

検出されている（第80図、第81図4参照）。

桂甲の装着を表現した人物埴輪（1515)は盛装男

子人物 (1474)の北西2.5mに基台部に双脚の痕跡を

残して原位置を保っていた。胴部～足部は西側の1.

5X0. 7mの範囲内から集中して出土、頭部は北側0.

4mから出土している。

次は頭部を欠損するが左肩に鍬を担ぐ人物埴輪

(1530)が出土している。基台部を原位置にとどめ

ており、人物埴輪（1515)からの距離は1.7mである。

左肩～腕の部分は中段外縁寄りに本体から離れて出

土している。

また、原位置を確認できない個体としてはC-4

区出土として、女子人物の儒（1534~1537）、人物埴

輪（1474)の東側、上段墳丘裾部寄り出土の帽子
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第3章 遺構に関する報告

(1393)がある。C-5区検出の盾(1290)

は、基台部 (1291) と同一の可能性が強

いが、史跡整備時のZ-16、Z-18区内

出土破片と接合しており、墳頂部からの

転落が考えられる。

後円部西側同様、本調査区においても

原位置における円筒埴輪の樹立は確認し

ていない。その中で盛装男子人物(1463)

の東側から0658が横倒して出土してい

る。 これは 5条突帯の構成で器高73.0cm

を測った。

前方部西側 （第II次．前方部西側中段）

第II次調査において墳丘を横断するか

たちで前方部西側と鞍部西側にトレンチ

による調査区が設定されたが、両調査区

に挟まれた中段面には面的調査が展開さ

れ、埴輪列の存在が確認された。

第III次調査における＜びれ部中段面の

調査では調査区の最北端から鍬を担ぐ人

物 (1530)の樹立が確認されたが、 これ

に続く鞍部西側トレンチの中段面では、

形象埴輪の基台部 (1533) を原位置で確

認した。この南西0.6mからは鍬を担ぐ男

子人物の上半身（1531)がまとまって出土

しており、基台部と同一個体を構成して

いたと考えられる。鍬は肩上からはずれ

て基台部の北東0.55mの地点から出土し

た破片が接合した。

基台部 (1533)の北北西2.3mの中段面

上に基台部 (1609)が樹立していた。近

接して人物の顎 (1605）、上げ美豆良

(1618)が出土しており人物埴輪が樹立

されていたと考えられる。また、 この 2

つの基台の延長線上2.4mの中段面上に

は基台部 (1604)が樹立されていた。周

辺から腰に刀子をさす人物埴輪の上衣裾

部～基台部上半が出土している。接合点

86 
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がないが同一個体の可能性があ

る。他に人物の上衣裾部(1532• 

1602 • 1603 • 1606 • 1607 • 1628)、

腕 (1600)などが検出された。

基台部 (1604)から2.35m離れ

て盾形埴輪（1292~1294)の基台

部が出土している。

盾形埴輪（1292~1294)の北北

西2.25mには人物埴輪盾持ち人

(1711)の基台部下半（残高27cm)

を原位置で検出した。頭部は欠損

するが盾面から基台部上半は原位

置周辺にまとまっていた。また、

この盾持ち人の北北西3.57mの位

置において盾持ち人 (1710)の基

台部下半（残高31cm)が原位置を

保っていた。盾面、基台部上半は

南西側の中段面上l.Om四方に破

片が四散していた。

盾持ち人(1710)の北方向1.9m、

これまでの埴輪列の延長線上より

も上段墳丘寄りの中段面から盾形

埴輪（1289)が出土している。頂

部を北方向に向けた横倒状態で、

中段面から約10cmほど浮いた状態

で、出土時に既に基台部の下半を

欠失していた。

前方部西側トレンチ寄りの中段

面から器財埴輪の帽子(1387)が

出土している。本体に続く基台部

が認められないことや、出土位置

が前方部西側中段面の埴輪列より

も下段墳丘縁辺に寄っていること

から原位置は保っていないものと

思われる。その他にも前方部西側

トレンチからは原位置出土資料は
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(1775~1787)が出土している。馬形埴輪の出土は

前方部東側側面部同様状況を呈しており、盾持ち人

(1710)に続く埴輪列の存在が想定される。

円筒埴輪は調査区内で原位置における樹立を確認

したものはない。形象埴輪基台部 (1609)に近接し

て0843• 0851が出土している。盾持ち人 (1710)か

ら盾 (1291~1294)の周辺中段面からは0844~0847、

88 

0849 • 0850 • 0852 • 0854 • 0855などの大型片が出土

している。このうち0852は鞍部西側トレンチ出土の

破片と接合しており、鞍部墳頂部に原位置をもつ個

体が中段面へ転落した例と考えられる。

上記のように前方部西側中段面には半身表現の人

物埴輪、盾形埴輪、盾持ち人からなる埴輪列が確認

された。この他に1292• 1330 • 1331に代表される盾



形埴輪、靱の可能性が考えられる器財埴輪（1374)、

器種不明 (2083• 2086)などが出土した。

くびれ部西側（史跡．調査・拡張 1区）

くびれ部西側は、史跡調査時に平面発掘された。

前述のとおり中段面は第 I• III次調査で形象埴輪列

が検出されており、史跡調査時には抜取穴が四箇所

認められたのみである。下段墳丘斜面および、周堀

内からは上位から崩落した埴輪が多数出土した。ま

た、 2A-16を中心に第63図の風倒木痕が形成され、

その堆積土中からも埴輪が出土しているがその状況

については第3章2(4)風倒木の項で記述した。

最初に出土位置の確定できたまとまりについて記

述する。調査区の北端Y+4m-15+4m下段墳丘

傾斜面からは第64図1の盾ち持人(1713)、墳丘裾部

は15列から西方2.0mにある。頭部は残存状態が良好

で斜面下方向に頭頂部を向けて横倒していた。基部

下端を欠失するが、中段面にこれに対応する状況が

みられず原位置を確定しえなかった。

2A+ 1 m-15+ 2 mの下段墳丘傾斜面からも第

64図2にみられるよう円筒埴輪・形象埴輪がまと

まって出土した。円筒埴輪 (0652) はほぽ完形に復

元した資料で5条突帯で器高73.2cm、口径26.9cmを

有するものであった。 1876は形象埴輪の基台部で復

元作業により底面から44.4cmの残高で全周した。円

筒埴輪の大型破片 (0678)、盾の破片 (1318• 1319) 

もこの地点から出土している。

Y+ 3 m-15列の周堀底面からは円筒埴輪片が第

64図3の状態で出土している。口縁部破片 (0742)、

胴部大型破片 (0808) を資料化した。

Z+2m-14+3mの周堀底面から第64図4のよ

うにまとまって円筒埴輪が出土している。細片の状

態であったが、 0670は口縁部、基底部を欠くものの

残高65.7cmを測り、突帯5条が認められた。 0671も

胴部の大型破片である。

また、 1879はスリット状の透孔を有する形象埴輪

の基台部と考えられるが、残高78.8cmに復元ができ

た。

2.確認された遺構

上記の他に調査区内から出土した主要な埴輪につ

いて記述しておくと形象埴輪としては器財埴輪では

盾の部分 (1316~1321• 1324 • 1325)、器種不明品

(2053 • 2059)、基台部 (1879)が出土している。

人物埴輪では履（1471• 1472)、双脚の男子人物

(1463)に属すると考えられる。首部 (1489)、胴部

(1491・1492入腕(1494)、手甲(1495)、上衣裾(1499)、

揮 (1501)などの破片は中段面で検出された基台部

(1507)にのっていた個体の部分であると考えられ

る。

また、手甲 (1577)、刀 (1599)など別個体をなす

ものも出土している。

盾持ち人には1714がある。多数の破片の状態で中

段面上から出土したか、原位置の確定にはいたらな

かった。

円筒埴輪は、下段墳丘面から周堀にかけて大量に

出土している。

史跡調査時のくびれ部西側部分は拡張1区として

平面発掘を実施するにあたり、 11• 16 • 18の3本の

トレンチが設定され、拡張前の状況把握がおこなわ

れている。拡張 1区と重複する11• 16トレンチの下

段墳丘、周堀から出土した埴輪の状況を以下に記し

ておく。

16トレンチからは双脚の盛装男子、人物埴輪の一

部と考えられる美豆良（1490)、腕(1493)、上衣

(1500）、大刀 (1497・1498)、揮（1496・1502~1505)

の破片が出土している。円筒埴輪基底部大型破片

(0689)が出土しているが、その他は小破片である。

11トレンチはW列に沿って墳丘を横断するトレン

チである。下段墳丘面から周堀にかけて人物埴輪の

破片を多数出土した。特に桂甲装着の人物埴輪

(1515)の破片が多数認められ1526• 1528 • 1529を

資料化した。他に人物の顔面 (1559)がみられた。

円筒埴輪は0683が基底部の大型破片である。

前方部西北隅（第II次．前方部西北隅・史跡．拡張

2区）

前方部西北隅は第II次調査時に前方部中段面の隅
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2.確認された遺構
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第65図 II次．前方部西北隅馬形埴輪 (1733)出土状態図(1: 30) 

＋ ＋ ＋ ＋ 

部の検出と埴輪列の追求のために幅4m、長さ 6m

調査区がL字状に設定され前方西北端と呼称され

た。また、史跡整備時には拡張2区が設定され、中

段面および、下段墳丘の法面墳裾の状況を把握する

ことがなされた。

第II次調査前方部西北端では、中段面に隅部寄り

の前方部前面に樹立された馬形埴輪 (1733)が検出

された。その地点は史跡整備時のS-16区内と想定

される。馬形埴輪は南北 2m、東北2.5mの範囲から

まとまって出土した。 4脚のうち右前を除く 3本が

墳丘上に直立する状態にあった。頭部は西側を向い

ている。左前脚と後脚は約55cmの間隔を保っていた。

左右の両後脚の間隔は約20cmである。胴部破片は北

側一面にひろがっていた。たてがみは西方向にやや

離れて出土している。

史跡整備時には中段面が面的に調査された。外縁

はS+2m-15+3m付近で屈曲している。前方部

前面側は長さ約10mにわたって検出されたが原位置

における埴輪の出土は認められなかった。ただし、

下段墳丘から内堀埋没土は数は多くはないが形象 ・

円筒埴輪の破片が出土している。

形象埴輪においては器財埴輪の盾（1303• 1304 • 

1306~1308)の破片が出土している。人物埴輪では

顔(1636)・椅座人物の爪先に類する破片 (1641)が

ある。文様の入った人物の鼻の破片（1883)は大型

でヘラ描きによる文様が加えられている。馬形埴輪

は第 II次調査出土の1733と異なる個体の破片

(1790・1792・1793)が出土している。基台部分(1856)
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第66図 II次．前方部墳頂部家形埴輪（1156)出土状態図

は人物埴輪の基台部の可能性がある。

円筒埴輪は総じて破片での出土が多く、原位置出

土のものも皆無である。形状を知ることが可能なも

のとしては、胴部大型破片 (0926・0927)、基底部大

型破片 (0928)がある。

＋ ＋ ＋ ＋ 

前方部墳頂部（第II次．前方部中央・史跡． 1、3

トレンチ）

第II次調査で墳丘主軸に則して墳頂部平坦面に調

査区が設定された。史跡整備時には主軸上に設定さ

れた 1トレンチ、 V列で1トレンチに直交する 3ト

レンチが設定された。また、 X列にも主軸と直交方

向に 4トレンチが配された。

第II次調査時に墳頂部平坦面上から家形埴輪

(1156)が出土した。約3mX2.8mの範囲に細片状

態で検出された。各部位が混じり合っており、厳密

92 
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な意味での原位置を確定できない。他に1156とは別

個体と考えれる家の破片（1158•1159) 、器種不明品

(1938 • 1941 • 1942)が出土した。

史跡整備時の調査では墳頂部平坦面からの埴輪の

出土は少数であった。



2.確詔された遺構
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た。資料化したものはい

ずれも破片 (0998 • 1018•

1028) である。 また、形
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第68図 史跡． lトレンチ、

C〉
1156 

4トレンチ埴輪出土状態図

象埴輪の基台部破片

(1863)が出土しており、

器財等の樹立が想定され

る。

4トレンチと 1トレン

チが交差する地点は墳頂

部平坦面から鞍部に向か

う傾斜面である。形象埴

輪は器財の破片 (1373.

1402 • 1940)が出土して

いる。円筒埴輪は X

-20 • X-21区内から破

片 (1004• 1007 • 1009 • 

1016 • 1023)などが出土

している。前方部全体を

とおしてみると、墳頂部
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第70図 史跡．1トレンチ埴輪出土状態図

20+ 3 

平坦面に家形埴輪の樹立がなされたことが確実視

され、この個体が崩壊する過程で四周の上段斜面

から中段面に破片が飛散している様子が認められ

た。また、少量、少破片であるが形象埴輪、円筒

埴輪が出土している。墳頂部にこれらの埴輪が樹

立されていたことが想定される。

鞍部墳頂部 （第II次．鞍部西トレンチ・史跡．1、

4、5、11トレンチ）

鞍部の頂部から上段墳丘については第II次調査

の鞍部西側トレンチ、第III次調査の鞍部東側トレ

ンチで一部その状況が確認された。また、史跡整

備時には墳丘主軸に沿って 1トレンチが南北方向

に設定されている。この 1トレンチと直交して、

前方部墳頂の裾間近のZ列には 5トレンチが、そ

の南方、 Z列には11トレンチが設定された。

5トレンチY+lm-20+2m付近平坦面から

上段墳丘面にかかる法面から細片の状態ではある

が埴輪がまとまって出土した。この中から靱

(1372 • 1376)が検出された。 1372は今回資料化

した靱の中で最も残存状態の良好なものであっ

た。他に家 (1179・1186)、器種不明 (1954)がみ

られた。円筒埴輪は口縁部破片 (1033• 1037)を

はじめとしていずれも細片であった。

1トレンチでは少量の埴輪が出土したにとど

まっている。小破片 (1388• 1391)は帽子形埴輪
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第71図 後円部墳頂部～上段埴輪出土状態図(1: 100) 

の破片と考えられる。 2138は、須恵器横瓶の破片で

ある。

後円部墳頂部～上段（第II次．後円部墳頂部各トレ

ンチ ・史跡．1、2トレンチ、後円上段）

第II次調査時に横穴式石室の調査に先立って、後

円部墳頂部に石室の主軸に沿って 1本（後円中央卜

レンチ）石室の主軸に直交して 2本のトレンチ（後

円部南・北トレンチ、後円部西トレンチ）を設定し

た。このトレンチより石室を埋覆する土層を確認す

るとともに後円部墳頂部の埴輪、土器の出土状況が

把握された。遺物は墳丘表土下0.5~1.0mから出土

している。その後、石室の天井石除去に伴う墳頂部

全体が調査対象地（石室上部・石室上部S・羨門北）

とされ、 8XlOmの範囲に埴輪が散布していること

が確認された。原位置を留めたものは一つもなく、

すべてが破片であった。その分布範囲は石室玄室部

上部でやや石室入口部方向に寄っている傾向がみら

れた。器種は円筒埴輪の他に形象埴輪の家、器財、

鶏の頭部、器種不明品が認められた。

その中で特に破片数が多かったものは家である。

形状などの特徴から複数個体の樹立が想定できる。

1つは寄棟造の下屋根の大型破片（1188• 1189)に代

表される個体である。石室上部の調査区を中心とし

て出土している。この個体は埴輪個々の事実記載

の項で記するが庇状に長く延びる屋根（1190~1196)、

高床状の床面（1226~1231・1240)、角柱(1208~1215

• 1218)、基台部を兼ねた円柱 (1232~1235• 1237~ 
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1239)および、その付属品など (1198~1204)の部

品から構成されているようである。

上記とは別個体のものとしては、石室上部Sの調

査区出土の入母屋造の上屋根の破片(1247)、流れに

円文を重ねた文様を配した屋根の破片（1249・1251・

1255)がある。

入母屋造の上屋根の破片 (1253) も破風に突起状

の棟飾りが付く形状は上記個体と別個の資料の存在

が推される。

盾は破片（1341• 1342 • 1349)が出土している。

鳥は小型の頭部 (1852)が石室上部の調査区内か

ら出土している。中実である。

この他に器財と思われるが器種の特定できない資

料が多く出土している。羨門北側の調査区から出土

した板状品 (1408)は両面に文様を有する。石室上

第3表形象埴輪墳丘部位別出土一覧

墳丘部位 調査区 家
器財
人物 盾持 馬 鳥 不明

盾 その他

前方部中央 前方部北トレ

゜
① 

゜゚゜（前面） lー北トレ

゜゜
① 

゜前方部東北隅 前方部東北端

゜
① 

゜゚拡張3区(12・13トレ）

゜゚ ゜
① 

゜前方部東側 前方部東トレ

゜゚
① 

゜3ー東トレ

゜゜゜゜4ー東トレ

゜ ゜くびれ部東側 拡張 4 区

゜゚ ゜゚゜゚゜5ー東トレ

゜゚ ゜11ー東トレ

゜゚17 卜 レ 〇

゜
口

゜゚ ゜後円部東側 後円部東裾

22 卜 レ 口

゜ ゜2ー東トレ

゜゚ ゜ ゜7 卜 レ

゜後円部南側 20 卜 レ

゜゜ ゜（後方） 1ー南トレ

゜゚ ゜ ゜10 卜 レ 0

゜゚ ゜後円部西側 B I~III区

゜゜ ゜C - 1区

゜゜C - 2 区

゜
⑦ 

゜WD  (D)区

゜゚ ゜6 卜 レ 0

゜ ゜19 卜 レ

゜゜゚ ゜2一西トレ

゜ ゜くびれ部西側 C - 4 区 ⑦ 

゜ ゜C-4 • 5区

゜゜ ゜C - 5 区

゜゜ ゜鞍部西トレ

゜゚
① 

゜ ゜拡張 1 区

゜゚ ゜゚ ゜4ー西トレ

゜゜ ゜

部出土の柱状品 (1993)は横位にプロペラ状の張り

出しをもっている。 1990• 2016は盾状の破片でヘラ

描きの文様を有している。 1994~1996• 1998も器財

の破片と考えられる。石室上部Sの調査区から出土

した1987• 2012は板状品ではしごのステップを表現

したような段が付されている。

同じく石室上部Sから出土した1871• 1872は形象

埴輪の基台部と考えられる。小径でスリット状の透

孔を配している点は前方部西側トレンチ出土の1879

と同型であると考えられる。

円筒埴輪も多数出土しており、後円部墳頂部に樹

立されていたことは充分想定されるが原位置からの

出土は認められなかった。胴部 (1067)、基底部

(1068~1070)、朝顔形 (1122)が大型破片としての

出土事例である。

墳丘部位 調査区 家
器財
人物 盾持 馬 鳥 不明

盾その他

16 卜 レ／

゜゜ ゜18 卜 レ 0

゜゜ ゜34 卜 レ

゜前方部西側 前方部西トレ

゜
△ 

゜゚゜゜前方部西側中段

゜
① △ ② ② 

゜゜3ー西トレ

゜゚ ゜゜4ー西トレ

゜゚ ゜゜゜前方部西北隅 前方部西北端

゜゚ ゜
① 

゜樹辰2区(14-15トレ）

゜゜゚゜゜前方部墳頂部 前方部中央

゜ ゜1 卜 レ 0 △ 

3 卜 レ

゜4 卜 レ 0

゜ ゜鞍部墳頂部 鞍部トレ

゜鞍部南

1 卜 レ 〇 △ 

゜3 卜 レ

゜5 卜 レ 0

゜ ゜11 卜 レ 〇

後円部墳頂 後円部中央

゜ ゜部～上段 後円部東トレ

゜ ゜後円部西トレ

後円部南トレ

゜゚ ゜後円部北トレ

゜゚羨門北

゜石室上部

゜
① 

゜石室上部 S

゜ ゜B - VI区

゜゚ ゜後円部上段

゜゚
口

゜1 卜 レ 0

゜ ゜器財その他一〇靱□大刀△帽子を表す 不明一器種不明の形象埴輪（基台部含む）
0内の数字一原位置、ほぼ原位置出土、 一器種不確定、 ー出土位置不確定
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(4) その他の遺構

墳丘および、周堀の発掘調査の過程で、古墳築造

後に営まれた遺構がいくつか発見された。第III次調

査では前方部東北隅の中段面に石敷面を検出してい

る。史跡整備時の調査においては、墳丘上ではくび

れ部西側の下段面から墓拡を、後円部南側中段面か

らは建物遺構を発見している。周堀および、外堤に

は溝、井戸、墓絋等が検出されている。発掘区外に

もさらに多数の遺構の存在する可能性が想定され

る。

墓址 1（史跡． 10トレンチ周堀）

史跡調査時に後円部後方の墳裾から 3m離れた内

堀内2K-18区内に墓絋が2基検出された。

1号墓は、 10トレンチ東壁にその断面をあらわし

たものである。掘り込み面は、黒色砂質土層上面か

らである。同層は、 As-Bを主体としている。墓拡

2.確認された遺構

の主軸は、 N-14度30分ーEにとり、平面形は、隅

丸方形を呈する。上端長1.35m、幅0.60m、短辺の

立ち上がりはやや傾斜するが、長側部は直立する。

底面長1.10m、幅0.60m、掘り込み高0.37mである。

底面には6~10cm厚に焼土と木炭片を多量に含む褐

色土が堆積し、これに骨片が散見する。

2号墓は、 N-12度30分―Wに主軸をおく。平面

形はやや不整の隅丸方形、上端長1.02m、幅0.50m、

底面はほぼ平らで長さ1.06m、幅0.52mである。壁

面は内傾し高さ0.41mとなる。壁面の一部は火熱を

受け焼土化している。下面には木炭片、焼土塊が堆

積し、端部には0.2X0.3mほどの円礫が北側に 2石、

南側に 4石配される。規模・形状とも 1号墓に類似

する内容をもち、同時代の所産と考えられる。

築造時期は、掘り込みの状況からみて、中世以降

でかつ周堀が水田化される以前と考えられる。

ー8 ー8 ＋ 2 

／ っ
⑰
 ／
 2K 

゜＼ 
／
 e
、 1号墓

2K 

‘‘̀ ， 

e 

2K +2~ ＼ ？ 

/4 

ベr

ー

2K+ 2 

L =72.2m 

゜
18 
2m 

1.褐色土 砂質。ロームプロック・ 炭化物 ・焼上を多量に含む。

18+ 2 2 ・灰褐色土 ロームを幾分含む。やや粘性。
3.焼土

第72図墓址 1実測図(1: 50) 
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第73図墓址2実測図(1: 50) 

I `+3  

十I

三

I.黒色土 As-Bを含む。

2.褐色土 ロームプロックを多嚢に混入す

る。

3.茶褐色土砂質、As-Bを含む。ロームを

多塁に混入する。

3'.茶褐色土 3に類似するがロームの混入が

4.褐色土

少ない。

3に類似するが黒色みをおび

る。

4',褐色土 3に類似するが3 • 4より黒色

みが強い。

5.黄色土 粘質。色調はロームに類似する。

。L=73.00m 1 m 

一第74図墓址3実測図(1: 50) 

I.表土（耕作土）

2.茶褐色土砂買、酸化みをおびる。 As-A

降下以前の堆積。

3.暗褐色土砂質、 5よりも茶色みをおびる。

4. As-B 

5.焼土 ・炭化物 ・骨片が散在する。

o L =73.00m 1 m 

一第75図墓址4実測図 （1: 50) 

墓址2 （史跡．拡張1区）

くびれ部墳丘西側下段墳丘法面に

風倒木痕があるが、その上面におい

て3基の墓拡が検出された。

1号墓は、風倒木調査のトレンチ

の交差部分で検出した。径1.7mの円

形を呈す。底面は不整であるが、木

炭焼土粒が分布し、中央辺から骨片

が出土した。

2号墓は、 1号墓から南方向に1.2

m離れ、2B-17区寄りに所在する。

未掘部を残すが短辺0.6m、長辺1.2

m以上の規模で隅丸方形を呈す。主

軸はN-28度ーWである。 20cmほど

の壁面を確認した。端部から腰骨片

が出土した。

3号墓は、 1• 2号墓と三角形を

構成する頂点に位置し、 2B-16区

内に所在する。不整円形で径2.lmX

1.9mを測る。埋没土は他の 2基も同

様であるがAs-Aを多量に含む。

このことから3基とも時期は江戸

後期以降と考えられる。

墓址3 （史跡．25トレンチ）

北辺外堀外縁上に墓拡が発見され

た。表土下には10cmほどの As-Bを

含む黒色土層があり、 墓拡は同層直

+ + + n + + + 

＋ 
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2.確認された遺構
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第76図 史跡．拡張3区周堀内土砿実測図(1: 50) 
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第3章遺構に関する報告

下から掘り込まれている。長軸をN-14度―Wに向

け、狭長な平面形をもつ。上端はやや崩れており、

長さ2.3m、端部幅は北で0.8m、南端で0.55mとな

るが、底面は、長さ2.04m、北端幅0.48m、南端幅

0.46mと整然とした形状を示す。端部は傾斜するが、

側部は垂直に立ち上がる。深さは0.56mである。埋

没土は下半に暗褐色土、上半にロームを主体とした

土層がある。拡の中央やや東方に須恵器高台付椀

(2218)、貞観永宝、寛平大宝を含む銭4枚、棒状鉄

製品5点 (2219~2227)が出土した。銭は 4枚が重

なり、紐で1つに束ねられていた。棒状鉄製品は錆

で塊状を呈していた。層位から築造時期は As-B降

下前であり、遺物の示す年代観からは10世紀中頃を

中心とした頃と判断される。なお、骨の検出はでき

なかったが絋の規模と埋没土の状況から伸展位土葬

と考えられる。

墓址4 （史跡．拡張5区）

＼
 

Q,-ヽA

西

吹＼
／ 

7
5
m
 ⑪
 

tiい

＼ 74.80 
）ゞ

外堀の北西K-10区内の土層断面に認めれた。掘

り込み面は As-B層上面で、埋没土は上半に As

-A降下以前の茶褐色土が堆積する。下半は焼土と

木炭が主体を占め、径10~20cmの円礫が存する。焼

骨片が出土した。外堀は、内堀より底面が高いため、

③層上面は周辺と同ーレベルとなり、墓拡が掘られ

た段階では外堀の存在は認識されていなかったもの

であろう。現長1.2m、深さ0.26mである。

土址（史跡．拡張3区）

前方部東北隅の状況確認のため設定した拡張3区

の調査区内で前方部前面の墳丘裾部に接したQ

-23 • 24区内に不整円形の土拡を検出した。本報告

にあたり東側から順次、 1号から 4号と呼称した。

1号は東面に長軸をもつ長円形の掘り込みを有す

る。南側の中央部分は煙り出し状に突出する。長径

1.57m、突出部を入れた短径1.33mである。確認面

からの深さはO.llm、埋没土中に木炭、焼土を含み、

+ + + n + + + 

＋ 

l．表土

！＇．褐色土 1層に類似する。磁器片（幕末～明治）を含む。

下府には As_Aと考えられる砂粒が含まれる。

2.暗褐色土 As-Aを含む。

3.褐色土 As-Aを含む。

4．暗褐色土 ロームプロックを少嚢含む。

5.中世の客土 ロームブロックを含み締まる。

6.暗褐色土 ローム ・黒色土のプロックを含む。比較的軟質で

ある。

7.暗褐色土 締まりあり、 5と同質である。

8.褐色土 砂質で軟らかい。

9.黄褐色士 上面は踏まれたよ うに所々硬くなる。

9’．黄褐色土 特に硬く、粘性をおびる。

9''.黄褐色土 9に類似するがやや軟質になる。

10.黄褐色土 軟質である。

11.黒褐色土 やや有機質。

12.黄褐色土 軟質である。

゜
L =75.00m 

4m 

第77図建物遺構実測図（1: 100) 
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I.表土 水田耕作士。

2.鉄分沈着附

3.褐色土 砂質、軽石を含む。ロームプロックもわずかに混入する。

4.黒褐色士

5.黒褐色土粘性をおびる。

6.黒褐色士 炭化物 ・焼土粒を含む。

7.褐色土 ロームを主体とする。

6を除き軽石粒をわずかにに含む。焼土・ 炭化物は少ない。

第78図井戸1実測図 (1: 50) 
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2.確認された遺構

特に西側部分ではブロック状に残存していた。

2号は東西方向に長軸を有する長円形のプラ

ンを有する。l.96X1.16m、深さは0.07mであ

る。木炭、焼土を含んでいる。

3号は0.82X0.80mとほぽ同径の隅丸方形を

おもわせる円形を呈する。深さ0.26mである。

円筒埴輪片 (0099・0100)が多数含まれている。

4号は径0.8m前後を測ると思われるが、焼土

や木炭の混入は他よりも少ない。

建築遺構（史跡． 10トレンチ）

後円部南方は上段墳丘を削り、排土を下方へ

移動することによって広い平坦面を造出してい

る。この上から柱列が検出された。走行をN-10

度30分―Wにとり、最南のピットは28X25cm、

深さ27cmの方形、中間は35X35cm、深さ35cm、

北半は、径40cmの角閃石安山岩をはじめとした

円礫が置かれている。柱間は、 2間、1.8m等間

である。 8m西方の 6トレンチからは、削平面

下ピットに土師質皿 (2253)が出土している。

本古墳は、南方の普賢寺の所有であった。その

南の不動山古墳上の不動堂に対応し、本古墳上

に観音堂の存在が想定できる。調査の所見から、

本遺構は、削平と同時期の所産で、本古墳名称

由来の堂宇と考えたい。

井戸 1（史跡． 7トレンチ）

後円部南東方向に設定した 7トレンチの調査

＋ ＋ ＋ 

＼
 ／

 ／
 ／
 

＼
 ‘‘ /' 
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2Kt 。L=73.00m 十2K
2m ＋

 

第79図井戸2実測図 (1: 50) 
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第3章遺構に関する報告

時に 2H-24区内、墳丘裾部で検出した。

確認面での径は、l.63X1.50m、底径0.93X0.87

m、深さ1.73mを測る。底面から0.65mほどの所で

埋没土中に径5~10cmの小円礫が多く含まれる。埴

輪片を多く出土しているが、その他の遺物が出土し

ていないため構築時期が判然としない。

井戸2 （史跡． 20トレンチ）

後円部南南東に設定した20トレンチ墳丘裾部、 2

J-22区内に検出した。出土遺物がなく構築時期が

判然としない。確認面での規模は、1.32X 1.20m、

底径は0.94 X0.62m、深さは、 0.36mまで確認した。

完掘していない上半は、ロート状に法面が傾斜、下

位はえぐれている。

風倒木痕（史跡．拡張1区）

くびれ部西側下段墳丘法面に発見された。平面形

は、 8.5X7.5mの不整円形を呈し、 2A-16を中心

にその四周におよんでいた。下面は、擢鉢状を呈し、

最深部の深さは、約2.0mを測る。地山黒色土を貫き

ローム中におよぶ。 11トレンチ、 16トレンチによる

墳丘盛土および、構築状況を確認する過程で検出さ

れた。 11トレンチは北側の立ち上がり部分を、 16ト

レンチも北側寄りを短軸方向に横断した。範囲確認

後34トレンチを長軸方向に沿って設定し、倒木の状

況を確認した。層序は、墳丘盛土がローム、黒色土

両者の混土を 5~10cmほどの厚さで盛上げているの

に対し、倒木内は、それらと疑似する堆積土が、厚

さ10~20cmほどにレンズ状に分層することができ

る。これは、盛土層が倒木によって逆転した結果で

ある。同層中には後述するよう完形に近い円筒埴輪

や形象埴輪の大型破片が多量に混入する。このこと

は風倒木の発生が、古墳築造後であることを示唆し

ている。また、 11トレンチのa-a'、34トレンチd

-d'断面精査によって、地山面に角閃石安山岩の削

屑層が認められた。位置はくびれ部盛土下であり、

後円部裾線を鞍部へ延長した場合の端部にあたる。

角閃石安山岩は後円墳上段墳丘に所在する横穴式石

室の側壁を構成する主要石材であるところから、こ

れの加工が此所でおこなわれた可能性が強い。ちな

102 

みに11トレンチ盛土断面には直法の堅い傾斜面が検

出されており、運搬路と考えられる。

本風倒木の位置する下段墳丘法面の上位、中段面

からは第III次調査の際、人物埴輪列が検出されてい

る。従って、風倒木痕内から出土した埴輪は、中段

あるいは墳頂部から下段墳丘に転落後、風倒木に捲

き込まれたものと考えられ、その出土状態は、原位

置を示していない。調査は、部分的なため、取り上

げた 1~6の埴輪以外にも相当量が倒木痕内に含ま

れるものと思われる。

第81図1は、 16トレンチと34トレンチが交差する

地点、遺構確認面から約0.45m下位の土層中から検

出したものである。 0773（第145図）は円筒埴輪であ

る。 1500• 1502 • 1505（第243図）は、いずれも形象

埴輪の人物で、盛装男子の上衣裾・揮部の一部と考

えられる。

2は、 1のやや北側、 2mからの出土である。

0660・0669（第137図）は円筒埴輪の大型破片、1843（第

301図）は馬形埴輪の破片と考えられる。

3は確認面下1.lmのところに横倒していた円筒

埴輪0650（第135図）である。器高69.7cm、5条突帯

の円筒埴輪でほぼ完形であった。

4は、 1と3の間から出土した。人物埴輪1474（第

238図）の揮下半部の一部であった。原位置は中段面

上である。 5は確認面上面からの出土である。

0654（第135図） 0684（第138図）の円筒埴輪大型破

片と器種不明の形象埴輪2063（第317図）が出土して

いる。

以上の 1から 5に対して、 6は、平面的には風倒

木痕による盛土攪乱範囲にあるが他とはやや埴輪の

出土状況を異にしている。 2053（第317図）は、形象

埴輪の基台部であるが0659（第136図）円筒埴輪に嵌

込まれ、図中の上端にあたる部分を円筒埴輪の破片

で蓋をされとじられている。この状態が何に起因す

るのかは断定できないが、近接して墓拡2が検出さ

れており、あるいは同様の遺構があったことも考え

られる。いずれにしても、 2053• 0659の埴輪は二次

的利用としての原位置を示している可能性が高い。



2.確認された遺構

I.表土

I'.表土 昭和42年調査時の埋め戻し土。

2.褐色土

3.明褐色土

3'.暗褐色土

4.黒色土

4’．黒色土 やや明るさを増す。

5.褐色土 ロームプロックを混入する。

6.黒色土

7.褐色土 ロームプロックを多屈に混入する。

8.暗褐色土

9.黒褐色土

10.暗褐色土 黒色土 ・ロームプロックを含入する。
II.暗褐色土 ロームプロックを多負に含入する。

A.黒色土

B.ローム

C.褐色土 黒色土とロームがとけあった状態。

D,黒褐色土 黒色土とロームがとけあった状態。黒色みが強い。

E.黄褐色土 Cよりもロームに近い土色、ロームプロックを多く含む。
F,ローム下の黄灰色粘性ローム
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第4章 出土遺物について

1.埴 輪

本項には円筒埴輪1155点、形象埴輪952点に通番を

付して掲載した。円筒埴輪は普通円筒、朝顔形円筒

をあわせ第 7表のような調査区別に提示した。形象

埴輪は、器種別に集成、家形埴輪、器財埴輪、人物

埴輪、動物埴輪、器種不明の埴輪の順に提示、その

中で出土調査区の部位にそって掲載につとめた。こ

れらの資料の中には同一個体をなす複数の破片に独

立して番号を付した資料もあり、墳丘上に樹立され

た埴輪個体数とは直接連動していない。

円筒埴輪は器形を実測し、器面の調整については

拓本により表現した。形象埴輪のうち家形埴輪

(1156)、盾形埴輪（1289）、人物埴輪 (1449・1450・

1458 • 1462 • 1463 • 1474 • 1515 • 1530 • 1643 • 1710 • 

1711・1713)、馬形埴輪 (1733• 1745)の16体は外面

の形状意匠について写真実測により素図を作成、こ

れを基に細部の修正、補足をおこない実測図を完成

させている。

なお、出土埴輪の量は、第 I~III次調査出土分で

事業団が整理作業を開始する以前に復元作業が終

了、群馬県立歴史博物館で展示されていた 8体の形

象埴輪と 2点の円筒埴輪を除き収納箱(63X39X19

cm) 100箱分、史跡整備時が収納箱 (62x 42 x 15cm) 

150箱分であった。

(1) 円筒埴輪

円筒埴輪は、普通円筒埴輪1115点、朝顔形埴輪

40（可能性のある資料も含む）点を資料化掲載した。

全体形状を知り得る資料は、0195•0196•0197•0650

• 0651 • 0652 • 0653 • 0657 • 0658 • 0659のわずか10

例であった。これは埴輪の出土状態の項でも述べた

が、調査がトレンチ調査を主体とし部分的であった

こと、墳丘に葺石が施されず封土の移動が激しかっ

たことなどがその要因としてあったようである。

1.埴輪

全体形状 形状は 2者に大別できる。ひとつは0195

に代表されるよう基底部から胴部にいたるまでの直

径がほとんど変化することなくずんどうを呈し、ロ

縁部のみ短く外反するものでこれが主体的である。

一方、0066や0095は、上半部のみの残存であり、な

おかつ復元作業時の影響も若干受けているようであ

るが口縁部の先端がほとんど外反しないで直線的に

立ち上がる形状をとっている。これらは客体的な存

在である。

10本の完存する資料から知り得る各部位の法量

は、器高61.9~81.9cm、口縁部径26.9~33.0cm、基

台部径21.8~35.0cmである。 0197は器高61.9cm、ロ

縁部径27.4cm、基台部径23.4cmと小型品で、本古墳

で唯一確認された 4条突帯5段構成の事例である。

0195 ·0196 · 0650·0651 ·0652 •0653 •0658 は 5 条突帯の

事例である。 0657• 0659の2例が6条突帯である。

各部位の特徴 口縁部 口縁部の直径を計測する

こと、あるいは復元値の推定が可能であった資料は

41点を数え、 0199の直径26.8cmから0654• 0655の直

径35.0cmの数値が得られた。直径30.0cmから33.0cm

までに23点が含まれるものであった。

口縁部の立ち上がりを計測できた資料は65点で

あった。長さは6.8cmから16.4cmとばらつきが大きい

が、 51点が8cmから13cm代であった。総じて全体形

状の中で占める割合は短く、上半が外反する形状で

あるが、 0666や0667のように15.0cmを越える長さの

事例も存在する。

口縁部は、先端の形状により、単純に外反して立

ち上がる形状の口縁(I類）と、先端の外面に粘土帯

を貼り付け肥厚させる口縁（II類）の 2種に大別さ

れる。

I類は0196や0197に代表される。口縁部の先端に

は平坦面が形成される事例が大半である。先端の断

面形がM字状を呈する資料の中には朝顔形埴輪のロ

縁部破片が含まれている可能性が大きい。これらと
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第4章 出土遺物について

異なるものに0056や0755のように先端の器肉が薄く

なり断面形が尖りぎみになるものが少量存在する。

先端は表裏面ともヨコナデが施されることが通例

であるが、その調整具合の相違が器形に微妙な差異

を与えているが、ここでは細分することなく一括し

て扱った。

II類の貼付口縁はAからEの5つの要素によりそ

れぞれ細分が可能である。成形はいずれも I類同様

の単純な口縁部を成形、外面は先端にいたるまでハ

ケメ調整を施したのち粘土帯を貼付している。

粘土帯の貼付は広い (A1)、やや広い (A2)、

狭い (A3)の3種類に分類ができる。 Alは0236・

0699、A2は0227• 0500、A3は0201• 0843がその

代表例である。 Alは下端に大きな段を残すほどの

厚みを有している。 A3は肥厚部分の断面が突帯状

を呈している。

貼付された粘土帯の下端の状況は、段をなすほど

の厚みを有するもの(B1)、段を有さず下端にヨコ

ナデを施すもの(B2)、段を有さないがB2と異な

り下端にヨコナデを施さず、肥厚部分の下端に粘土

帯の下端が波状に残存しているもの (B3)に分類

できる。さらに下端の調整はB2と同様であるが、

貼付部分中位がくぽむもの(B4)、下端の調整はB

3と同様であるが貼付部中位がくぽむもの (B5) 

に細分できる。

口縁部先端の形状は、特段の変化なく立ち上がる

(C 1)、内面に弱い稜をなす (C2)、内面に稜を

なしこれより上位の器面は内彎する (C3) に3分

類できる。 C3は先端に強いヨコナデを施した際に

生じるものである。

口縁部先端の面の形状については、平坦なもの(D

1)、凹面状をなすもの(D2)、先端が圭頭状をな

すもの(D3) に細分できる。

貼付部分の器面はその調整に相違がみられる。ヨ

コハケを施すもの (E1)、ナデを施すもの (E2)、

ョコハケ後ナデを施すがハケメを消しきれずその一

部が残存するもの(E3) に細分される。

以上の要素をそなえた資料の組合せは90種類にな
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り、 AからEの関連性については一定の組合せが見

出し難い状況にあった。

基台部 基台部の直径を確認しえた資料は63点あ

り、0481の径21.6cmから、0687の径35.0cmと幅広い範囲

の数値が求められた。直径26.0cm前後にそのピーク

が認められる。 0489や0689など直径20.0cm未満の事

例は形象基台部の破片が混入している可能性がある。

基底部の器肉の厚さは 2種に大別される。ひとつ

は胴部の厚さと変わらないものである。計測値とす

ると 1から2.0cmである。これらの資料の中には自重

のためか基底部最下端が外側にハの字状に屈曲して

いる事例が多い。 0652•0681などがその代表である。

これに対し、0459や0568などは基底が肥厚している。

基底部底面には作業台の痕跡と考えられる一定方

向の木目圧痕や棒状の植物圧痕が認められる事例の

他、比較的丁寧にナデが施されている事例も存在する。

突帯 突帯の貼付は全体形状の項で記したように

4条、 5条、 6条の貼付が確認されている。

貼付の状況は粗雑である。 0199や0652を提示する

までもなく円筒本体に対して水平を欠くものや、波

打つ事例が多数存在する。貼付後のヨコナデも粗雑

で突帯と本体器面の間に隙間が生じている例も散見

される。

突帯の断面形状は、台形を呈するもの（台）、中央

がくぼむM字形を呈するもの(M)、三角形を呈する

もの（三）の 3者がみられる。前2者は上側の稜が

下側よりも高いもの（l)、上下の稜の高さが均衡する

もの(2）、下側の稜が上側よりも高いもの(3)に細分で

き、分類は台 1、台 2、台 3、Ml、M2、M3、

三の 7細分が可能である。上端の幅、下端の幅、そ

の両者の割合などに更に細かな相違がみられる。そ

の中で断面台形やM字形の資料が主体を占め、断面

三角形の資料は少数である。

突帯の発達度は総じて弱いが、 0329や1053のよう

に発達した形状の資料もみられる。 0205• 0402のよ

うに突帯の形状が一個体内の胴部上位貼付の突帯と

下位貼付の突帯で異なる事例も認められ、突帯貼付

の作業に細かな配慮が必要とされていなかったこと
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第4章 出土遺物について

第4表全体形状を確認可能な円筒埴輪一覧

番号 構成 器高 鼠塁 贔盟 昇畠 馨晋
0195 5条6段 77.7 32.2 8.0 II 25.2 

0196 5条6段？ 78.7 33.0 8.9 I 29.2 

0197 4条5段 61. 9 27.4 12.6 I 23.4 

0650 5条6段 69.7 28.5 9.6 II 22.7 

0651 5条6段 68.7 31.5 10.3 II 35.0 

0652 5条6段 73.2 26.9 12.7 I 24.6 

0653 5条6段 63.5 27.1 11.8 II 21.8 

0657 6条7段 81.9 31.0 9.5 II 21.4 

0658 5条6段 73.0 30.9 8.7 I 26.5 

0659 6条7段 74.7 28.4 8.7 II 28.7 

麟
16.4 

14.4 

6.8 

14.0 

9.9 

12.5 

4.8 

11.0 

10.9 

11.6 

がうかがえる。

0651は突帯のみが器面から剥落した状態で検出された

資料である。製作工程と器面の乾燥との関係に第一の原

因があるものと考えられるが、前・中期の埴輪に突帯の

みが剥落している事例が多々知られることとの製作工程

の関連性の有無について今後も注視したいと考える。

透孔透孔は 1段に 2孔が対向する位置に配置されて

いた。全体形状の中における各段の配置は完形品が少な

いため検討することは困難であった。その中で0195• 

0197・0652は胴部の各段に配されているのに対し、 0650・

0651 は胴部第 1 段に無い事例、 0659は胴部第 2 段• 4段

に無い事例、 0653は胴部第3段に無い事例であり、全体

第5表 円筒埴輪口縁部径一覧 第6表円筒埴輪基底部径一覧 をみわたすと強い規格性は認め

口縁部径 数量 番 方ロ 基底径

26.6~27.0 2 0199 0652 

27.1~27.5 3 0197 0653 0847 

21. 輩賃
（形

21. 6~22.0 
27.6~28.0 

゜ 22.1~22.5 

28.1~28.5 5 
0578 0650 0659 

0844 0846 22.6~23.0 

28.6~29.0 2 0101 0656 
23.1~23.5 

29.1~29.5 

゜ 23.6~24.0 
29.6~30.0 1 0038 

24.1~24.5 
30.1~30.5 3 0039 0660 0662 

0095 0657 0658 24.6~25.0 

30.6~31.0 ， 0661 0663 0666 
0668 0845 1029 25.1~25.5 

31.1~31.5 2 0397 0651 25.6~26.0 

31.6~32.0 4 
0040 0198 0664 

0667 26.1~26.5 

32.1~32.5 2 0195 0201 26.6~27.0 

32.6~33.0 3 0096 0196 0843 
27.1~27.5 

33.1~33.5 

゜ 27.6~28.0 
33.6~34.0 1 0665 

28.1~28.5 
34.1~34.5 

゜ 28.6~29.0 

34.6~35.0 4 
0102 0200 0654 

0655 29.1~29.5 

29.6~30.0 

30.1~30.5 

31.1~31.6 

31.6以上
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数量

2 

4 

1 

5 

3 

3 

3 

5 

4 

8 

2 

5 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

1 

2 

4 

番 弓に

0489 (20. 8) 0689 (19.1) 

0043 0481 0487 0653 

0928 

0109 0221 0483 0650 

0681 

0114 0197 0686 

0112 0679 0855 

0217 0657 0685 

0116 0215 0222 0486 

0652 

0041 0111 0195 0220 

0002 0113 0115 0396 

0482 0485 0688 1030 

0214 0658 

0213 0479 0480 0684 

1069 

0042 0216 

0218 0403 

0219 0404 

0488 0659 

0196 0651 

OllO 0678 0683 

0484 

0001 0003 

0583(33.0) 0584(33.5) 

0682(34.0) 0687(35.0) 

られないと考えられる。また、

0652や0659にみられるような上

下段の配置関係も、 90度ずつ規

則性を有して割り付けられるの

でなく不規則に配置されたもの

が多数認められる。

透孔の形状は円形を志向する

ものの正円の形状は少なく、縦

長、あるいは横長に変形してい

るものが多数である。穿孔は右

回りに器面を切開するものが多

数で、その起点と終点に大きな

ずれが生じている事例も少量で

ない。エ具で切り込まれた面は

そのままで特段補整を加えてい

ない。 0652は胴部の他段が円形

であるにもかかわらず、胴部第

1段に半円形を呈する透孔が穿

たれていた。半円形の透孔はこ

れと0155のみである。

器面調整外面の調整は口縁

部先端のヨコナデや突帯貼付後

のヨコナデを除いてハケメ調整

が主体である。そしてその大半

はタテ方向のハケメである。調



1.埴輪

第7表古墳の部位名称と調査区

墳丘部位 第 I~III次調査 史 跡 整 備

墳丘 前方部中央（前面） 前方部北トレ 1ー北トレ

前方部東北隅 前方部東北端 拡張3区、 12トレ、 13トレ

前方部東側 前方部東側トレ 3ー東トレ、 4ー東トレ

くびれ部東側 鞍部東側トレ 拡張4区、 5• llー東・ 17トレ

後円部東側 後円部東裾トレ 22トレ、 2ー東トレ、 7トレ

後円部南側（後方） 後円部南裾トレ 20トレ、 1ー南トレ、 10トレ

後円部西側 Bトレ、 C-1区、 C-2区、 D区 6トレ、 19トレ、 2ー西トレ

くびれ部西側 C-4区、 C-5区、鞍部西側トレ 拡張1区、 11ー西・ 16• 18 • 34トレ

前方部西側 前方部西側トレ、前方西側中段面 3ー西トレ、 4ー西トレ

前方部西北隅 前方部西北端 拡張2区、 14トレ、 15トレ

前方部墳頂部 前方部中央トレ 1トレ、 3トレ、 4トレ

鞍部墳頂部 鞍部トレ、鞍部南側トレ 1トレ、 5トレ、 11トレ

後円部墳頂部～上段
後円賃中腐室 畠円部東塁トレ 畠円部西側卜
レ、 円 南ヽ トレ窒 円部北ヽ トレ北、羨
門北、石上部、石上部S、BトレーV、 後円部上段

BトレーVI

内堀 北 辺 Iトレ、 XIIトレ、 IXトレ、 VIIトレ、 1ー北・ 32• 29 • 24 • 26 • 25トレ拡張
6区

中堤 東 北 隅 Xトレ 27 • 28トレ

外堀 東 辺 IIトレ、 XIIIトレ、 IIIトレ、 Xトレ 23 • 3ー東トレ、 2ー東・ 21トレ

南 東 辺 XIトレ

南 西 辺 VIトレ、 Vトレ

西 方 IVトレ、 VIIIトレ

北 西 隅

整は一定の高さまでの成形をくり返しながら断続的

におこなわれたものと考えられるが、器面にはハケ

メの開始に伴うエ具痕が残存していることはまれで

あり、その多くは突帯やその貼付に際して突帯の上

下に施されるヨコナデと重複しているものと想定さ

れる。 0887には上下のハケメの重なりがみられる。

ハケメ調整に使用されたエ具は多様であるが木目

の密な木板を使用した事例が大半である。その中、

0142や0197は木目の間隔の開く木板を使用したため

2cmの幅の中に 4 • 5本前後のハケメが残されるに

すぎない。その間隔が大きく開くだけでなく器面に

残された凹線も浅い状態である。一個体の調整に複

数のエ具が使用された事例も少なからず存在する。

掲載資料の中では外面のハケメが2種類のエ具によ

る事例を36例確認した。 0195は外面の基底部の上位

7 • 20 • 31 • 1ー南トレ

10 • 30 • 6 • 35トレ

19 • 2ー西・ 11ー西． 3-西トレ

拡張5区、 8• 9トレ

までは 2cm幅に13本のハケメを施しているのに対

し、それより上位の胴部、口縁部は 2cm幅に 5本の

工具に変わっている。 0215や0216も同様の事例であ

り、基底部製作後の工程の在り方や埴輪製作工人に

とってのエ具の帰属などを考える上で注意すべき点

である。 0905• 1015は裏面のハケメが2種類認めら

れたものである。内外面で異なるエ具が使用されて

いる事例は37例を確認した。

また、二次調整のヨコハケを施す事例も認められ

るが、このハケメは客体的な存在である。出土位置

は墳丘全体におよんでおり、特定の地点に樹立され

ていたとは考え難い状況である。胴部の 2段に調整

が加えられた事例が存在するものの、完形品の中に

ョコハケ器面調整をおこなっている事例が皆無であ

るため、全体の中のどの部位にヨコハケが施された
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かについては確認できない。 0241• 0662は口縁部に

施された事例であるがこれらは積極的な調整の結果

とは考え難いものである。 0388は基底部に認められ

る唯一の例である。

これらの調整はB種ヨコハケのような明瞭な工具

の静止痕を器面上に残すものではない。 0206のよう

に胴部の一段全体におよばす胴部中央にのみ施され

る例が大半で精美な例は少数である。調整は連続的

で、突帯貼付後のヨコナデとの重複が確認できる資

料はほとんどなく、正確な意味での「二次調整」で

あることは確認困難な事例が多い。

ナナメハケが認められる事例として0283• 0763 • 

1050がある。いずれも胴部破片である。いずれもタテハ

ケ後の器面に突帯が貼付される以前の調整である。

0834は基底部から胴部第 1段にいたる破片であ

る。内外面ともナデ調整が施されている。 0375など

ともにきわめて限られた事例である。

口縁部外面の調整は、口縁部形状の分類の際記し

たとおりである。

内面の調整はハケメと指頭によるナデ調整であ

る。製作の進行に則して、その種類や角度が変化し

ている。ハケメを施した上にナデを重ねているが胴

部内面には部分的に粘土紐の接合痕が消しきれずに

残存している面が多くみられる。

胎土・焼成・色調 胎土については形象埴輪も含

めて記述しておく。胎土中には結晶片岩、チャート、

長石、石英、輝石、角閃石、雲母、軽石、赤色土粒

の混入が顕著である。また、海綿骨針化石の含入を

確認することが可能な資料もある。砂粒の混入状況

は径 1~5mmの小礫を多量に含む（A)、小礫、細砂

を含む (B)、礫の混入は少量（C)の3段階に分け

られ、大半がBの状況であった。結晶片岩は 3~5

mmの礫が多数含まれている。 10mm前後の礫も10cm2に

1 • 2個存在している。器面調整の為か外面上に表

れることは少ないが内面、断面における確認は容易

である。形象埴輪の外面での確認は円筒埴輪よりは

稀少である。また器面上の観察が容易な央雑物に輝

石、角閃石といった黒色鉱物粒がある。雲母は白色
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系の鉱物片が認められ、資料によりその混入の度合

が大きく異なっている。 0727や0729はその混入が顕

著な事例である。これらの雲母を含む個体は胎土全

体が細かく、色調も橙色の度合が高いものである。

焼成は全体的に良好であった。その中、少数例で

はあるが0380や0973のように還元焔焼成のようにな

り、灰色みをおび須恵質となった個体が認められる。

これらは0396に代表されるように大きく歪み、変形

をきたしているものも 1、2例ではない。高温 ・高

熱を受けたためか発咆状態を呈している。これらの

事例の存在からは筈窯焼成に一部不安定な面があっ

たこと。また、需要との関係からか、円筒埴輪の中

には一部に不完全な部分のある製品も成果品として

古墳に樹立するための供給ルートにのって流通して

いたことがうかがえる。これに対し、形象埴輪には

不完全な焼成品は含まれていない。

色調は明褐色みをおびるものと明赤褐色みあるい

は赤褐色をおびるものに大別される。これは形象埴

輪にも同様の傾向が認められ人物埴輪盾持ち人の

1711と1713の相違に代表される。 1713の色調は明赤

褐色では焼成が良好で硬調であるのに対し、 1711は

明褐色で焼成は不良とは言い難いが、 1713と比較す

ると硬調さは薄らいでいる。胎土中の央雑物はとも

に結晶片岩をはじめ大きな相違は認められないこと

から、粘土本体あるいは焼成の相違が色調に影響を

およぽしているのであろうか。

また、器面に黒色の付着物が認められるものが多

数ある。製作後の塗布とは考え難いものである。明

赤褐色の色調をおびる事例に顕著に認められる。

線刻ーヘラ記号 円筒埴輪の器面にヘラ状工具に

より線刻の施された事例は99例を掲載した。そのう

ち0184• 0186は形象埴輪の破片である可能性も考え

られる。破片資料が多く、全体の構成を把握するこ

とができない資料も多数あった。

線刻の施される位置は口縁部の内外面および、胴

部外面が大半である。破片資料が多く、胴部におけ

る位置はその傾向を把握しがたいが下半部に施され

た例は少ないものと考えられる。基底部に施された



事例はみられなかった。

線刻には沈線状の太い線を施すものと、形象埴輪

の施文に多用される細線の 2種類がある。

構成は直線からなる X印、斜線、横線が施された

例が大半である。 X印は0079• 0197 • 0814 • 0883の4

例で胴部外面に刻まれている。

斜線では0591が口縁部内面に 3条を、 0755• 0808 

も口縁部内面に沈線状の太線で3条施した事例であ

る。 2条の事例は口縁部内面に施した0231• 0268を

はじめ 6例が確認される。 1条の例は0007• 0008の

ように口縁部内面に縦方向に施した事例や0054や

0056のように横方向に近い傾斜の事例がみられる。

弧線からなるものは、 0103• 0183 • 0186の胴部外

面に弧を重ねるものがある。 0201や0355も同様の構

成になる可能性がある。 0103は前方部東側中段出土

の胴部2段の破片である。上下両段とも器面には二

次調整のヨコハケが施されている。上段には円形の

透孔の周位に 3重の弧線がめぐり、残存部右端には

これらと対向する弧線が 1条認められる。下段にも

上段のそれから右側に位置をずらして 3重の弧線が

刻まれている。 0355もヨコハケの上に太線で線刻さ

れた事例である。 0433も太描きの弧線の一部が残存

している破片である。

口縁部破片の0166• 0752は外面に渦巻状のヘラ描

きがみられる。 0472は朝顔形埴輪の肩部破片である

が外面に渦巻状の線刻がある。

これらの他に、 0134は口縁部外面に波状の一部が

残存する。 0812• 0815にも同様の刻みがみられる。

0184は頂部を上位に向けた 2重の弧線があり、 0811

にも類似するヘラ描きが残存する。 0952の胴部外面

には縦位の波状文様が描かれている。

補修痕 資料の観察をしていくと円筒埴輪の製作

の過程において器面に加えられた補修の痕跡が多数

確認できる。掲載資料の中には20例があり、器面調

整後の作業が大半である。基底部に縦方向に入った

ひび割れを外面から補修した事例が8例あった。そ

の1つは、ヘラ状工具を用いて、ひび割れに対して

ナナメヨコ方向の角度で刻みを入れているもので

1.埴輪

0689に代表される。 0222・0827などが同一例である。

もう 1つは、ひび割れた部分に棒状工具による補修

を加えたもので、 0380をはじめ0479 • 0855 • 0917 • 

1026で確認できた。

ひび割れ部分に粘土塊を貼付し粗雑にナデている

例は 5例みられる。0097は胴部に施された事例、0111

は基底部にみられる事例、 0692• 0724 • 07 41は口縁

部先端の事例である。 0724は粘土塊の上面を粗雑に

ナデている。 0741は内外面に粘土の貼付が確認でき

た。同様の補修痕は形象埴輪の基底部外面でも確認

されており、男子人物（桂甲を装着するー1515)や

鍬をかつぐ男子人物 (1530)でも明瞭に残存してい

る。ひびは粘土の乾燥の際生じるものであろう。

また、補修痕とは断定できないが通常の製作工程

ではみられない器面上のエ具痕が幾つかみられる。

0205は胴部外面から刺突がなされ横位に 4箇所焼成

前の小孔が並んでいる。 0632は突帯をはさんで縦位

に2孔が穿たれている。 0922も底面近くに刺突によ

る穿孔がなされていた。

製作 基底部の成形は粘土板を製作し、これを筒

状に丸め基部とすることから開始される。基部の法

量については大きなばらつきがみられるものの、今

回観察できた基部は0652を除き、 一枚の粘土板から

なっている。粘土板の高さは10cm前後で低位置突帯

の事例を除くと基底部の高さとほぼ同高である。

基部粘土板の製作は板状のエ作台の上で行われた

のであろうか完成した円筒埴輪の基底部最下端には

横方向の木目状の圧痕が残存する事例がみられる。

粘土板を筒状に丸める際の相違で木目状の圧痕は碁

底部外面にみられる個体と内面にみられる個体が存

在する。前者は0650に、後者は0214に代表される。

また、筒状に粘土板を重ねる場合も、基底部底面

を下方からみて右を上に成形するもの、左を上に成

形するものの両者が存在するが、その相違が器形や

器面調整などの要素と連関するような傾向は見出せ

なかった。

その後の器形の成・整形は、華部を基礎に一定の

高さまでの粘土紐の積み上げと器面調整がくり返さ
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れているが、全体形状が大型品である為、数回の製

作小工程を経ていることが器形に残された歪みや内

外面の調整の変化によって確認できる。 0652は、器

高73.2cm、口径26.9cm、基底部径24.6cmの法量を有

す5条突帯6段構成の個体である。本資料は、高さ

10. 7cmの粘土板2枚を基部とし 7回の作業単位を経

て口縁部までが製作されたことが内面の観察からみ

られる。作業単位は、第 1突帯、胴部第 1段中位、

第2突帯、胴部第2段中位、第4突帯、第5突帯の

それぞれの内面にあたる。特に、上位3箇所は明瞭

な接合痕を残す。また、第5突帯内面は器形に大き

な歪みが生じている。基底部下端は自重の為か八の

字状に外反している。

内面の調整は胴部第 1段から 4段目までタテ方向

のナデが施され、口縁部内面のみがナナメ方向のハ

ケメ調整である。

また、 0659の胴部は中位に最小径をもち、鼓を思

わせる形状を呈するが、粘土紐の接合、調整の方向

を観察する限り倒立技法は採用されていない。

続いて0652を例にとると、各部位の法量は基底部

高12.6c皿胴部第 1段の長さ12.lc皿胴部第2段12.1

cm、胴部第3段10.4cm、胴部第4段12.8cm、口縁部

高12.3cmとなり、 5条の突帯はほぽ等間隔に割り付

けられて貼付されていることが理解される。他の資

料を検討しても、基底部高と口縁部高の割合を除い

た胴部の割り付けは、 1割前後の相違はあるものの

ほぼ均等に製作する意図をみることができる。

なお最下段の第 1突帯は総じて低い位置に貼りめ

ぐらされている。掲載資料の中で第 1突帯が残存し、

基底部の高さが計測可能な資料は171例であった。第

1突帯の貼付位置を 1cm単位で集計すると、 1cm13 

例、 2cm20例、 3cm9例、 4cm14例、 5cm5例、 6

cm 8例、 7cm 9例、 8cm14例、 9cm13例、 10cm20例、

llcm15例、 12cmll例、 13cmll例、 14cm5例、 15cm以

上4例となった。高さ 1• 2 cmは突帯が基底に接す

る、あるいはわずかに間隔を保った状態である。基

底面から 5cm以内に第 1突帯の付く例は61例で全体

のほぼ3分の 1となる。これらが森田久男、鈴木勝
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註1
両氏の定義に従った場合の低位置突帯の範疇に入る

ものである。10cm以内とすると125例で3分の 2を越

えることになる。高位置に貼付された例では0088が

最高位の16.2cmであるが形象埴輪の基台部である可

能性がある。 0215の15.1cm、0388の15.3cmは円筒埴

輪と考えられる。

以上のような基底部、第 1突帯と口縁部の形状と

の間の関係であるが、完形品10本の中で貼付口縁を

有する 6本のうち、0653の第 1突帯の位置が4.8cmで

ある他は10cm以上であり、かならずしも貼付口縁の

個体すなわち低位置突帯というような関連性は見出

し難い。

朝顔形円筒埴輪 全体形状を把握できた資料は皆

無であった。後円部墳頂に原位置のあったと考えら

れる1122は、先端を欠損するが口縁部から肩部をヘ

て胴部上位2段までを残存するものである。残存高

は73.6cm、胴部径は28.5cmに復元できた。口縁部は

頸部から斜め上方に向けて立ち上がり、欠損する先

端はやや外反すると考えられる。肩部はあまり強く

張り出さず、径は胴部と変わらない形状であった。

胴部各段に配された透孔は円形である。外面の調整

は一次調整のタテハケである。頸部までの高さが他

の普通円筒埴輪と同規模であったと仮定すると韮底

部から肩部までは 5条の突帯貼付による 6段構成で

あることが想定され、全高108.0cm（頸部高81.0cm) 

が推定される。

先に述べたように、 1122の胴径が28.5cmと他の普

通円筒埴輪と比較しても同様の法量であることか

ら、朝顔形を呈する資料の基底部から胴部残存資料

の場合、普通円筒との識別が困難であり、必然的に

資料の提示が口縁部から肩部までの部位に限定され

たことになる。

口縁部の形状は0470や0836から知ることができ

る。1122や0470が斜上方に外反するものに対し、0836

は外反の度合が弱く、全体形状は受け口状を呈する

ものである。先端の形状も多様で単純口縁の事例と

貼付口縁の 2者があり、細部はさらに異なっている。

突帯は0470 • 0645 • 0836のように中位よりやや下位



寄りに 1条貼付されている。頸部には突帯がめぐっ

ている。肩部は、 1122同様あまり張り出すことはな

い。

調整は、口縁部の外面がタテからナナメタテ方向

に施されている。肩部は、ナナメハケとナナメタテ

ハケにヨコハケを重ねる事例がある。

各調査区出土の円筒埴輪

以下、各調査区から出土した資料を順次掲載する。

整理作業は全点の接合・復元作業をした後、資料化

の選定に際しては口縁部・胴部・基底部の各部位ご

とに形状・器面の調整・突帯・透孔などの特徴を抽

出、綿貫観音山古墳の円筒埴輪の最大の特徴である

バラエティー豊かな様相を提示することを第一に考

えた。

前方部中央（前面）出土の円筒埴輪 (0001~0037)

37点を掲載した。形状を復元できる資料は少なく

0001が胴部第3段までの1/3が残存している。口縁部

は10点を選択、うち0005• 0012が1類の他はII類で

ある。 II類では貼付幅の狭いA3として0004・0008・

0010 • 0011がみられる。 0009はAl、B1で貼付部

分に縦方向の線刻が施されている。 0007も内面に線

刻がみられる。胴部外面の調整は0013• 0020 • 0033 

にヨコハケが施される他はタテハケである。 0033は

基底部から胴部第2段までの破片である。胴部2段

に施されたヨコハケは回転を伴わない粗雑な調整で

ある。突帯の形状は総じて幅の狭い事例が多い。0028

は断面三角形である。基底部は0032• 0034 • 0035が

第 1突帯を基底面間近にめぐらせている。0036・0037

は朝顔形埴輪で、 0036は肩部の彎曲を把握できる資

料である。

前方部東北隅出土の円筒埴輪 (0038~0100)

72点を掲載した。 0095から0100は史跡整備時に

Q-23区内の周堀部分で検出した土拡中から出土し

た資料である。形状を復元想定できる資料として

0038から0043があるがいずれも部分にとどまってい

る。口縁部は17点を選定した。 0038• 0040はII類で

Al、B1、E1が共通する形状である。 0050もA

1の範疇に含まれる資料である。これに対し0044か

1.埴輪

ら0048はA3である。 0045は先端が大きくくぽむD

2の典型的な例である。 I類は先端に面をもつ事例

が多い中0056は内面に弱い稜をなし先端が細くなっ

ている。 0048の外面調整は 2cm幅に 5本という粗い

ハケメである。 0051は朝顔形の可能性もある。胴部

破片では0068の一部にヨコハケが0065にナナメヨコ

ハケがみられる。 0074は二次調整のヨコハケを施し

ている。他は外面の調整がタテハケである。 0073は

表裏でハケメのエ具が異なっている。突帯は狭小で、

発達度の弱い事例が主体である。 0072は特に低平で

ある。0093は突帯にエ具があたり形状を乱している。

基底部は第 1突帯が基底面間近にめぐる事例が多

い。 0091は底面の器肉が肥厚している。 0088は形象

の基台部の可能性も考えられるか。 0040• 0043 • 

0054 • 0056 • 0077 • 0079には線刻が施されている。

0082は外面の一部に粘土をナデつけている面が認め

られる。

土拡から出土した0095から0100の中で0095は基底

部を欠損するが胴部から口縁部にかけて残存してい

る資料である。口縁部内面に線刻を有する。 0095• 

0100は一部還元状態を呈する大型破片である。

前方部東側出土の円筒埴輪 (0101~0194)

193点を掲載した。0194は朝顔形埴輪である。また、

0114 • 0192は形象埴輪基台部の可能性がある。

口縁部径を復元できた資料は0101• 0102、胴部中

位が0103から0108、基底部は0109から0116の各個体

である。口縁部資料はいずれも II類であるが口縁部

は16.4cm、13.7cmと高さを有している。破片資料は

0118から0129がII類、0130から0140はI類であった。

0017に代表されるよう貼付幅の狭いA3が顕著であ

る。 0142から0191は胴部破片である。 0146• 0147 • 

0153•0156•0160にはヨコハケが施されている。 0146

は胴部2段に二次調整のヨコハケを施す。口縁部の

タテハケは胴部と異なるエ具によるタテハケがみら

れる。ハケメのエ具が異なる例は0158• 0161 • 0164 

にもみられる。 0142は粗いハケメである。基台部破

片には第 1段が低位置にめぐる事例も顕著であっ

た。突帯は総じて発達が弱い。 0145や0150は丁寧に
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貼付するが狭小、低平である。 0155の胴部2段目の

透孔は半円形に近い形状である。線刻の付された資

料は0103• 0107 • 0121 • 0134 • 0148 • 0158 • 0166 • 

0167 • 0183~0188である。 0133は線刻の項でも記述

したとおり透孔の周辺に弧線をめぐらす例である。

0106 • 0111には器面の補修痕が認められる。

くびれ部東側出土の円筒埴輪 (0195~0395)

史跡整備時に平面発掘が実施された拡張4区から

多量の資料が出土した。 0195~0197の全体形状を把

握することが可能な 3本をはじめ200点を掲載した。

このうち0391から0395の5点は朝顔形埴輪である。

0195から0221までの資料は形状についての検討が

可能である。 0195と0196はくびれ部中段に近接して

樹立されていた資料であるが同じ 5条突帯であって

も口縁部の形状が異なっている。また、 0197も前2

点と同一の埴輪列を形成する一本と考えられるが器

高61.9cmの4条突帯を貼付する形状である。他のロ

縁部や基底部の形状を比較しても、口縁部貼付の有

無、第1突帯の高さ等で規格性を見出すことは困難

であり、墳丘全体に認められる多様性は各墳丘部位

ごとに共通性の強い個体が樹立された結果によるも

のではなく、各部位ごとのもつ多様性の集積による

ものであることが理解できる。口縁部のII類は貼付

幅の狭いA3が多数で、 A2と分類したものも幅の

狭いものが顕著であった。 0241は貼付部分が断面か

まぼこ状を呈している。 0258はB4、貼付部分の中

位がナデによりくぼむ形状である。口縁部 I類は

0265や0271など先端が強く屈曲して外反する事例で

ある。突帯の形状は、 0295や0299• 0344のように他

の調査区と同様、発達度の弱い事例が多い。その中

で0307• 0310 • 0322 • 0329などは突帯が発達してい

る。また、 0203や0206の観察からは、器面調整にヨ

コハケが施される資料の突帯が特別に発達している

というような傾向は認められなかった。 0284の突帯

には布目痕がみられる。器面の調整では0203 • 0206·

0325~0328 • 0355 • 0388にヨコハケが施されている。

ナナメハケのみられる0297は朝顔形埴輪の破片か。

0283は突帯貼付前にナナメヨコハケが施されてい
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る。 0350も類似例である。 0317はエ具がタテと、ナ

ナメタテ方向に動く。 0375は器面にナデ調整を施し

ており、本古墳出土の稀少事例である。線刻は0195・

0197 • 0198 • 0201 • 0204 • 0207 • 0268 • 0284 • 

0354~0359 • 0361 • 0362 • 0391で認められた。器面

の補修痕は、0222• 0380に認められる。 0205は内面

に外側からエ具により加えられた刺突痕が4箇所認

められる。外面はハケメによりこの痕跡を消してい

る。

後円部東側出土の円筒埴輪 (0396~0475)

掲載点数は79点、うち、 0470から0475の6点は朝

顔形埴輪である。 0401は小径であり形象埴輪の基台

部の可能性がある。全体形状を把握できた資料は

0396の1点だけであった。 6条突帯の構成で口縁部

が13.7cmと長い形状が特徴的であるが、大きく歪ん

でいる。色調が灰色みをおび、還元状態を示してい

ることから焼成時に変形したものと考えられる。ロ

縁部はII類が多数出土しており、その中から資料化

の選択をおこなった。＜びれ部東側出土と同様、貼

付幅の狭いA3が主体であるが多様である。 0414は

わずかに肥厚が認められるがその幅は広い。器面の

調整では0433でナナメ方向のハケメが認められる。

線刻は0419• 0433で認められる。 0470は朝顔形埴輪

の口縁部大型破片と肩部破片を図上で合わせた資料

である。口縁部は斜上方に外反して立ち上がり、先

端は単純な成形である。

後円部南側 （後方）出土の円筒埴輪 (0476~0577)

101点を掲載した。原位置出土の資料は皆無であ

る。 0573から0577の5点は朝顔形埴輪である。口縁

部の形状を知ることのできる資料の出土はなかっ

た。基底部は直径が30.0cmを越える資料はみられな

い。 0489は直径20.8cmで形象基台部可能性もある。

その0489と0486には補修痕がみられる。口縁部はII

類を多く掲載した。 A3が主体を占める状況は他と

同様であるが0494• 0501はAlの分類に入る事例で

ある。胴部の突帯は0521• 0523に代表されるよう発

達が弱い事例が多く、少量、 0534のような発達した

事例が含まれている。 0539では突帯の器面上に布目



痕が認められる。 0549は突帯上に粘土塊が付着して

いる。粗雑な成形、補修の痕跡の両者の理由が考え

られる。器面の調整は0518• 0519 • 0542 • 0545にヨ

コハケが施されている。 0541は2cm幅に 5本のハケ

メのエ具が使用されている。 0538は輝石をはじめと

した鉱物の混入状況が他の資料と異なっており、結

晶片岩の混入も認められない。 0574は朝顔形埴輪の

口縁部下半の小破片である。上端の割れ口には粘土

紐の接合を強固にするためにヘラ状工具で切り込み

を入れた痕跡が認められる。肩部には0576• 0577に

みられるようヨコ方向のハケメが施されている。

後円部西側出土の円筒埴輪 (0578~0649)

71点を掲載した。原位置出土の資料は皆無である。

0645から0649の5点は朝顔形埴輪である。 0578はロ

径28.2cmに復元された上位破片である。 0584は口縁

部先端を欠損する。残高は78.8cmで基底部径33.5cm

と大径である。 11.0~14.0cmの間隔で6条の突帯を

貼付する。 0583も基底部径33.0cmと大径に復元でき

た。口縁部資料では0585がII類Alである。器面の

調整では外面にヨコハケを施す例が検出されていな

ぃ。 0606は胴部2段の一部に二次的なタテハケが施

されている。ナナメハケを施す0605は朝顔形埴輪か。

ハケメは0596や0600のように 2cm幅に 5• 6本の粗

いエ具や0588や0637のように15• 16本と細い工具の

ものがある。 0606は表裏でハケメのエ具が異なって

いる。 0616は外面に線刻が施されている。 0632は突

帯を挟んで焼成前の小孔が2孔穿たれている。 0645

は朝顔形埴輪の口縁部である。口径は39.0cmを測る。

外反の度合は弱く、先端は貼付口縁となっている。

くびれ部西側出土の円筒埴輪 (0650~0842)

192点を掲載した。前方部、鞍部、後円部の各墳頂

部から転落したものと考えられる。 0836から0842は

朝顔形埴輪である。原位置出土の資料は皆無である

ことから第3章 3(4)で報告した風倒木痕出土の個体

もあわせて報告した。

0650~0653 • 0657~0659の7点は全体形状の把握

できる資料である。 0657と0659が6条突帯である他

は5条突帯である。器高は0657が81.9cmと他と比較

1.埴輪

して口縁部の高さの分だけ大型であるのに対して、

同じ 6条突帯でありながら0659は器高74.7cmで他と

同等である。口径、底径は0651が他より一回り大き

く、口径31.5cm、底径35.0cmである。口縁部の形状

は他と大きく隔たる特徴はみられないが I類では

0653や0656のように先端がほとんど立ち上がらない

事例が認められる。 0729は先端が受口状に内彎して

いる。 II類は貼付幅の狭いA3が大半である。その

中で0699はAl、0655• 0657 • 0662 • 0696 • 0712は

A2に分類される事例である。 0664は貼付部分の下

端が波状を呈しており、 B3の特徴を良く表わした

破片である。胴部径では0669や0676• 0689のように

小径の事例も含めて掲載したが形象埴輪の基台部と

の識別を判断することが困難であった事例である。

0681は華底部径23.0を測り、突帯の間隔も15cm強と

全体に細みの形状である。外面の調整は大半がタテ

ハケである。ョコハケが施された事例は0763•0770•

0823である。 0763はタテハケと異なるエ具でナナメ

ョコ方向に施されている。 0763• 0804が外面に 2種

類のエ具を使用してハケメが施されている。 0834は

ナデ調整が施されている。 0681の胴部器面、第3突

帯の直下にはエ具の当たった痕跡が認められる。同

様の状況は0670• 0671 • 0688 • 0810でもみられた。

線刻の施されている事例は0665• 0684 • 0701 • 0711・

0751~0755 • 0758 • 0767 • 0775 • 0786 • 0811~0821 

と多数確認できた。製作時に生じたひび割れ等を補

修した痕跡は0650• 0724 • 07 41 • 0833で認められる。

0650は胴部第 4段の透孔に粘土を貼付している。

0724 • 0741は口縁部の補修である。 0836は朝顔形埴

輪の口縁部破片である。斜め上方に立ち上がる先端

はあまり外反しない。貼付口縁である。

前方部西側出土の円筒埴輪 (0843~0925)

82点を掲載した。前方部から鞍部の墳頂部から転

落したものと考えられる。 0913• 0925の2点は朝顔

形埴輪であろう。 II類貼付口縁の事例を主体にバラ

エティー豊富な口縁部形状を呈した個体が出土する

状況は他の調査区と同様である。 II類の貼付幅はA

3が多く、 0842• 0861がやや広いA2である。 I類

115 



第 4章 出土遺物について

では直線的に立ち上がる0867が認められる。突帯の

発達も総じて弱い。その中で0878• 0879は良く発達

した部類である。外面の調整でヨコハケを施した事

例は認められなかった。ハケメの状況も多種であり、

0895 • 0905は表裏で異なるエ具が使用されている。

線刻は、 0843• 0849 • 0883 • 0886 • 0898に認められ

る。器面の補修痕は、 0855• 0917の基底部にみられ

る。 0922は小孔が穿たれている。

前方部西北隅出土の円筒埴輪 (0926~0991)

65点を掲載した。前方部墳頂部から転落したもの

と考えられる。 0991は朝顔形埴輪である。形状を把

握できる資料の復元は少量である。口縁部は小破片

で、 II類の貼付口縁はA3が多数である。 0935• 

0938 • 0942は、貼付部分の中位に強いナデが施され

てくぼんでおり、 B5として分類した。基底部の破

片では第1突帯が低位置に貼付された事例が多数み

られた。外面の調整でヨコハケが施されているのは

0954だけである。 0969は表裏面あわせて 3種類のエ

具が使用されている。線刻は0955・0956・0975~0977

の5点にみられた。 0956は縦方向に波状の線刻が施

されている。0967の突帯には布目の痕跡がみられる。

前方部墳頂部出土の円筒埴輪 (0992~1028)

106点を掲載した。前方部墳頂平坦面を原位置とす

ると考えられるが、いずれも原状を保ってはいない。

形状を把握するに足る資料としては0922• 0923の胴

部資料があるが他は破片資料である。口縁部II類の

うち0997はA3類であるが貼付部分は厚く肥厚して

いる。 I類1003のハケメ調整は表裏で使用工具が異

なる。 1026は基底部に補修痕が認められる。

鞍部墳頂部出土の円筒埴輪（1029~1066)

37点を掲載した。鞍部墳頂部を原位置としたと考

えられるが、いずれもその原状を保つものではな

かった。口縁部II類の資料中の1036はAlに、1029・

1034はA2に分類される。 I類の1040• 1041は立ち

上がりが短く先端は強く外反する形状である。胴部

破片の1050は、外面調整においてタテハケ後ナナメ

ョコハケ、その後、突帯貼付の手順がとられている。

1061はヨコハケが施される。 1042は2種類のエ具が
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使用されている。 1053は突帯の発達が良好である。

1036 • 1041 • 1043に線刻が認められる。 1065は朝顔

形埴輪の口縁部大型破片である。先端は斜め上方に

立ち上がり、粘土帯の貼付はみられない。

後円部墳頂～上段出土の円筒埴輪(1067~1122)

55点を掲載した。後円部墳頂平坦面を原位置とす

ると考えられるが、いずれもその原状を維持するも

のではなかった。 1067から1070は胴部、 基底部の外

形を把握できた資料である。口縁部資料は小破片で

ある。 1072はII類Alに、 1073• 107 4 • 1075 • 1078 

はA2に分類される。胴部破片では1093• llOOの外

面にヨコハケが施されている。 llOl• ll07 • ll08に

線刻が施される。 1061の基底部外面にはヘラ状工具

を押しつけたような痕跡が認められる。 ll22は先に

も述べたが朝顔形埴輪の中で唯一、形状を把握する

に足る資料である。残高は73.6cmである。口縁部は

下半に 1条の突帯を貼付、先端は欠損するものの外

反して立ち上がっている。肩部は丸みをおびている

があまり強く張らない。胴部下位から基底部も欠損

するが、 5条の突帯貼付が推定される。外面の調整

は肩部上位に一部ヨコハケがみられるがその他はタ

テ、あるいはナナメタテ方向のハケメである。

周堀出土の円筒埴輪（1123~1155)

外堀あるいは内堀の外縁寄りから出土した資料で

ある。 32点を掲載した。特段、他の調査区出土資料

との相違は認められない。出土量は極めて少量ずつ

である。中堤に円筒埴輪樹立の痕跡が確認されてい

ないことから墳丘上に樹立されたものか何らかの理

由で当該調査区中に埋没したものと考えたい。 ll23

からll41は史跡整備調査時の拡張5区、外堀、中堤

の前方部北西端方向から出土している。以下、北辺、

東辺、西辺各所からの出土である。 ll23は口縁部II

類のA3に、 ll53はAlに分類した。 ll51には線刻

がみられる。 ll47は朝顔形埴輪の肩部破片である。

註1 森田久男、鈴木勝氏は「器形の大小にかかわらず、基

底面からほぼ5センチ以内に第一段凸帯がつくものを

いう。以下これを低位置凸帯埴輪と仮称する。」として

いる。「栃木県における後期古墳出土の埴輪の一様相」

「栃木県史研究」第19号1980
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第4章 出土遺物について
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第 4章出土遺物について
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第 4章 出土遺物について
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